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2000年4月1 日株式会社アザノは、

新体制で事業を展開致しました。

弊 社 は 昨 年10月以降、太平洋セメント株式会社から建設資材事業部

門の湿式建材事業と耐火被覆工事事業を継承いたしておりますが、今

般、さらに4月 1日付をもって人工軽量骨材、粉砕品等を主力商品とい

たします建設資材事 業ならびにこれらの移管 事 業 商 品 を 製 造いたしま

す西多摩・大阪両工 場 も併せて継承することになりました 。

つきましては 、4月1日からは製造 ・販売一体の会社として、新体制

で事 業 を展開することにいたしました 。

これを契機に、社員一 岡、心を新たに皆様のご期待にお応えいたす

べく更に社業に専心努力いたす所存でございますので、今後とも倍旧

のご支援、ご鞭提を賜わりますようお願い 申し上げ ます。

〔営業種目〕

・コンクリート資材( ライト・カルストーン) ・土木資材( スーパーナトム)

・各種住宅資材( ファイブスター) ・鉱産品( フィラー・パーライト)

・耐火被覆工事( スプレーコート) ・内装仕上工事の施工、監( 管) 理

・建物・コンクリート構造物の各種補修材料の販売および工事

・油指・火薬・重機・砂利・砂・埋立用土砂

マミ〉株式会社アザノ

関 西 支 庖 : 干 530- 0001 大 阪 市 北 区 梅 田 2- 5- 25 ( ノ¥ービス OS A K A 1 2 F)

T E L.( 0 6)6343- 746 0  F A X.( 06) 6343- 74 5 5  

本 社 : 〒 101- 0065 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田3- 8- 1 (太 平 洋 セ メ ン ト ビ j レ7 F)

ｔｅｌ Ｎ Ｈ ＰＳ Ｉ ＵＲＱＴ Ｍ ＱＴＹＰ ｾ 代 ＮＩ F A X.( 03) 5214- 1496 

支 庖 : 北 海 道 ・ 中 部 ・ 関 西 ・ 九 州

営 業 所 : 東 北 ・ 新 潟 ・ 北 陸 ・ 静 岡 ・ 四 国 ・ 中 国

工 場 : 西 多 摩 ・ 大 阪



定時評議員会

議決お知らせ

講演会

性能規定における

木造デザイナーのための

木構造

(再掲)

※ 光と風を通す

耐力壁" 菌格子"

日本建築協会

& 邑

耳目

※  

平 成12年 3 月22 日の定時評議員会に

おいて 、平 成 12年度評議員会議長 ・

副議長が選出されるとともに 、平 成

12年度の役員が改選されましたので

ここに会告いたします。

1. 平成 12年度

評議員会正・副議長

議 長 鶴田 昭一( 佐東工刷l血匝)

富IJ 議 長 三木 敏男( サングローブ)

2. 平成 12年度

会長・副会長・理事

右表のとおり

木造は日本古来の伝統ある建築であり 、

多様性に富んでいます。 5 年前の「阪

神・淡路大震災j により 、古い伝統的

な木造住宅の多くが倒壊iまたは大破な

どの被害を受け、比較的新しい木造住

宅も少なからず受けて圧死者が出て 、

多くの教訓を残しました。一方、建築

基準法の改正により 4 月以降、木造住

宅においても品質確保の法律や性能設

計が要求される時代が始まります。

本講演では 、木造住宅 2 階建の問題点

と思われる「壁量計算で終了していた

耐震性能J 、また「市販雑誌のスパン

留 任

会 長

*荒 巻 恭士( きんでん)

副会長 銭 高 善雄 ( 銭高組)

5名

薬 袋 公明 ( 日建設計)

岡田 隆臣( 都市基鍵盤備公団)

片倉 健雄 ( 元近畿大学)

川口 )1頂弘{ 竹中工務自)

坂 雅s* ( 大阪市都市盤備局)

鈴 木 l決男( 日本建築総合試験所)

理 事 松 原 徹 雄 ( 大阪府建築郷市部)

( 技術)
宮田 照久( 昭和設計)

21名
山下 健一( 大林組)

和田 克朗 ( 日本建築センター)

大林 芳郎( 大林組)

奥村 正太郎( 奥村組)

鴻池 一季( 湖池組)

( 総合)

竹中 統一 ( 竹中工務庖)

14名
友 原 議( I/lI 組)

松村 雄吾( 松村組)

村 上謙一郎( I ! 'j 水ill 設)

松丸 哲也 ( 盟関越設)

( 電気)
栗原 信英( 栗原工業)

3名

( 管工)
仙聞 良行( カンダン)

4名
汗i 水 義一郎( 消水工業所)

( 建材)
恩 庄 二郎( 大阪化工)

4名
永 原 義夫( 王建工業)

常務理事

思'1>53名( 常務理事を含む)

田原 賢 ( たはらまさる)

1958 岡山県生まれ。

1979 大阪工業技術単門学校建築学科卒業。

都市企画設計コンサルタント入社.

1989 凹原建築設計事務所設立。現在に至る。

噂門分野。木精造

表で決定されていた梁成等」を見直し

て、なぜなのか等をお話しさせていた

だき 、木造住宅テザイナーの皆様と共

に考えたいと思っています。 f.l"cI濯法J

及び「性能規定j に対処して考えてい

く上で、これからの木造住宅はどうあ

るべきかを参加者と一緒に考えたいと

思 っています。 ( 田 原 賢)

新( 重) 任 本印新任、ー交替

市川 宏{ 東畑建築事務所)

*井 上 笠( J c 阪大学k 学院)

*芝 野 博文( 止阪ガス)

遠藤郁夫( 大成建設)

* 内田 直樹( 日本建築構造技術者協会)

多弁 幸男( 多弁建築研究所)

金井弘次( アーバンエース)

小島 雄( 鹿島建設)

佐 野 吉彦( 安井建築設計事務所)

*遼 松 展弘( 日建設計)

*広 原 llli 明 ( 龍谷大学)

松 村 度三 ( 語I i 辺設計)

山田 ｦ ｾ＠ ( 修建築事務所)

古林 敏郎( 中国支部)

小宮三辰( 東海支部)

浅沼誠夫( 浅沼組)

井 上 利美( 熊谷組)

河口 允昭( 戸田建設)

久米 宏和( 大阪建設業協会)

原 田 敬三 ( 7 ジタ )

藤 木 鍬三 ( 藤木工務底)

小 林 四郎( 住友電設)

菅谷 節 ( ダイダン)

1半 昭秀{ 西ml i 生工業所大阪商)

仁弁 正{ 大晃設備)

原 田孝太郎( 飯田セメント 化工)

畠山 佑治( シンコー)

加藤 二郎( 事務局)

(敬柄、略 50音順)

日 時 2∞0年 5 月26日倒

18:3 0ー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 団 原 賢

田原建築設計事務所主宰

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般2，000円

* 学生は500円日|

吋見込

申 込 5 月19 日倒 までに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さい。

①催 し名

木造デザイナーのための木1荷造

②氏名

③個人会員・団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月22日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区侮回1 - 1 ふ2100

T E L.06- 臼48- 0633

FAX. 06-6348-0634 

〒530心001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査 : 瀬戸川護/ 関西電力

建築と社会 ・2000. 5 1  



なにわの海の時空館

( 大阪海洋博物館)

見学会

( 再掲)
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大阪市では、 「市制1∞周年記念事業J

として、海や港とともに発展してき

た大阪の歴史や 、広く人と港や海と

のかかわりなどについて、市民に楽

しく理解してもらうことを目的とした、

「なにわの海の時空館j を咲洲コス

モスクエア地区に建設中であります。

「大阪の海の交流史J を基本テーマ

とし、主展示物として、大阪の今日

の発展を築いた礎ともいえる千石積

級「菱垣廻船j を、長さ約3 0 m、高

さ約26 m 、幅 約 7 mの原寸大で学術

的考察にもとづいて復元しています。

当館は 、大阪港の主航路に面した位

置にあり 、海に映え人々の 自に強く

印象づけられる大阪港のランドマー

日 時 2∞ 0年 5 月27日仕)

13: 0ひー16沿O

講 師 岩 城 秀 幸 / 奈 良 市 都 市 計 画 部

計画課課長補佐

喜多恵吾/ 奈良市都市計画部

計画課景観係長

小林広育/ 奈良市教育委員会

文化財課技師

森井直良/ 奈良まちづくりセンヲー

副理事長

見学先 元興寺 個宝・平成1伴世界遺産鶴}

今西家書院 ( 童文)

藤岡家住宅( 重文) ほか

集 合 奈 良 町 セ ン タ ー 会 議 室

奈良市東寺林町38

* 近鉄「奈良駅j より徒歩約10分

*J R r奈良駅j より徒歩約15分

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，500円、一般 2，切O円

* 学生は500円ヲ|

* 入館料を含む

申 込 5 月19日悩までに、 ハガキ、

F似 、電話でお申込み下さい。

① 催し名まちなみ見学会

②氏名

③個人会員・団体会員・一般の別

④職 場・学校名

⑤ 参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知 らせ願います。

クとなるよう、直径7 0 m、高さ 3 5 mの

半円球が海上に浮かぷイメージの海

上展示館として計画されてい ます。

そして陸上エントランスから海中道

で結ばれた海上展示館の中心には、

復元「菱垣l醐昔J が展示されています。

(大阪市港湾局)

. ill 築概嬰

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 北 2

向浜緑地内

発注者大阪市港r . ' l h-J

i設計敗血大阪市港湾局

ポールアンドルーアーキテヲトジャパン

胞 工 大 成 不 動 東 作J V

敷地I町積 33，537.45m'  

ill 築稲積 6，251. 47m'  

延床而積 20，邸4.3Im'

m造規模 S' RC、B2' 5F

日 時 2∞ 0年 5 月17日制

14: 0ひ- 1 6沿O

講 師 葛 原 栄一/ 大阪市港湾局

企画振興部企画主幹

越智嘆人 Ｏｈ［￬ｦｾ Ｍ￯Ｍ ｾｪ 外 ｾＱ ｊＡ ￬

大飯事務所長

宇都宮良/ J V作業所長

集合現地/ 大阪市住之江区南港北 2

* 地下鉄ニュートラムOTS線

Iトレードセント前j より徒歩約10骨

定 員 50人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，卿 円、一般 2川 円/ 税込

申 込 5 月10 日側 までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

① 催し名: t . i : にわの海の時空館見学会

②氏名

③ 個人会員・団体会員・ 般の別

④職 場 学 校 名

⑤ 参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月11 日闘に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業諜

大阪市北区梅田1-1- 3ぞ100

T EL.06- 6348- 0633 

F AX.06-6348-0臼4

〒530- 0001

主 催 (紛日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担 当 主 査 ! 神 九/東 臨 時 柵

査錨夫/ 大成建設語部

* 参加証を 5 月22日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業諜

大阪市北区梅田1-1-3之100

T EL. 06- 6348・0633

FAX.06- 6348- 0634 

〒530- 0001

主 催 附日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担 当 主 査 . 松 本 同IJ / 大阪府

「奈良町J は、江戸時代末頃から明治

時代にかけての町家の面影を今に伝え、

落ち着いた風情を漂わせています。行

政地名としての奈良町という場所はあ

りませんが、世界遺産にも登録された

元興寺の旧境内を中心とした一帯を「奈

良町J と呼んでいます。

このあたりは奈良時代の平械京のうち

東部に突き 出た外京と呼ばれていた場

所で、神社・仏閣が多く、また「迷路

のような小路を歩くと歴史の機顔に逢

える」ーそんな町です。

奈良市においても、奈良町固有の景観

を守り、その良さが活かされている「ま

ちj へと発展させていくために、奈良

市都市景観条例により「奈良町都市景

観形成地区J を指定しています。

陽春、このような古都のまちなみ探索

に出かけませんか。



趣旨にふさわしい、社会性、環境など その他頁に掲載された論文、記事の中

に配慮した有意義な建築作品や建築に から選考する。

かかわる論文、記事などを顕彰するも 〔選考・スケジュ ール〕

のです。なお、その選考方法は 、会員 . 第一次選考

参加を考え 、会員読者の投票による第 「建築と社会J 2000年1月号- 12月号

一次選考及び、編集委員会で定めた選 の各号に読者アンケー卜用紙 (F AX送

考委員会での第二次選考を経て決定い 付用) を掲載し 、会員読者から送付い

たします。 ただく 。また 、2000年12月号には会

員読者の投票用ハガキを綴じ込み、双

方に準拠し第一次選考を行う 。12月

号には 、選考要項、選考委員名などを

日本建築協会誌「建築と社会j では 、

新世紀の幕開けとなる2∞1年初頭より 、

本誌掲載の建築作品、論文、記事を対

象に本会会員の投票による顕彰制度、

読者と選ぷ 『建築と社会賞j を実施し

ます。

本貨は、 「建築と社会」という本誌の

賞
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5 月 号 に つ い て は 、 下 欄 の 読 者 ア ン ケ ー 卜 用 紙 を ご 利 用 下 さ い

〔選考対象〕

読者と選ぷ第 1回 『建築と社会賞j は、

2000年 1 月号 - 12月号の本誌「建築

と社会J の「作品作風頁J r本会支部

作品頁及びそれに準ずる作品頁J に掲

鍛された建築作品及び、 ｲｾ 寺築頁 ｊ rシ

リース頁J r実務の頁J r投稿綱」

掲載する 0

・第二次選考

「建築と社会j 編集委員会で定めた本

賞選考委員会で、第一次選考を通過し

た作品、論文、記事などを捻当者より

提出された審査資料に基づいて選考す

る。

. 発表

入賞者は、本人に通知するとともに 、

「建築と社会J 2001年 4 月号で発表。

同年 4 月に開催される編集委員会総会

で表彰予定。

〔表彰内容〕

作品 1 - 3 点

論文 ・記事 1 - 3 点

各入選作品・論文・記事に対し 、賞状、

記念品を贈呈する。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー切り取り線 ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

「建築と社会J I  r建築と社会J では、読者の方々のご意見を参考に、充実した誌面づくりをめざしております。今月号で、とく

E によいと思われた作品、記事、その他についてのご意見をFAXでご送付下さい。

読 者 ア ン ケ ー ト ! なお、このご意見は、読者と選ぶ第1回 『建 築 と 社 会 則 の1次選考に反映されます。

2∞0年5 月号

口とくにょいと思われた作品

ょいと思われた理由

口とくにょいと思われた記事

ょいと思われた理由

口 そ の 他 、 本 誌 に つ い て の ご 意 見 や 、 取 り 上 げ て ほ し い 内 容 な ど が あ り ま し た ら ご 記 入 下 さ い。
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主催 日本建築協会

第46岡工高生デザインコンクール

地域に建つ「郵便局」

平成12年度

設計課題

課題の趣旨

郵便局は、郵便物や預金・保

険などの取り級いを通じ、地繊

の人々の生活に密着するととも

に、暮らしの拠点として長期間

にわたって重要な役割を担って

きました。

21世紀を控え 、情報通信は生

活・文化・教育・経済などあらゆる分野の活動

を支える基盤となりつつある一方、人と人が直

接ふれ合う機会が減る傾向が見られます。

新しい郵便局には地減の情報

発信や交流の拠点としての機能

を果たすことがより一層求めら

れています。

本課題では、社会の情報化や

入選賞牌 高齢化に対応し、パリ アフリー

化にも配慮するとともに、地域

の人々にとって町の風景となり、心安らぐ交流

の場となる魅力ある提案を期待します。

計

敷

規

所

設

1

2

3

条 件

t也・敷地の大きさ、形状ともに自由。

模 : 200- 500 rrf 

要 室 . 必要と思われるス ペースを適宜設ける 。ただし、

集配業務はおこなわない。

所 要 図 面

1 配 置 図 : 縮尺自由

2. 各 階 平 面 図 縮 尺1 :  100 

3. 立 面 図 ・ 縮 尺1 :  100 (2面以上〉

4. 断 面 図 縮 尺1 :  100 ( l 面以上〉

5. 透 視 図 。設計意図が最も反映するところくアイソメも可〉 。

着彩仕上げ。模型写真に替えてもよい。

6目設計説明: 設計趣旨〈立地・周囲の状況などについての説明を含

む〉および建築概要〈敷地面積、建築物の構造・階数お

よび床面積など〉を示す。

設計意図を表すサブタイトルをつけるのが望ましい。

7  そ の 他: 平面図・断面図には、室名・寸法を記入する。その他

必要と思われる図面を描いてもよい。

応 募 条 件

1 用 紙 . 製図用紙A1半IJ (594mmx 841mm) 1枚を使用し、その中

にすべての要求図面を描くこと 。

2 仕上げ図面は黒色鉛筆仕上げとし、ワープ口、 C Gや C A D、

スクリ ーン トーンなどによる仕上げは禁止する。 くた

だし、色鉛筆等による着色は可〉。 透視図は彩色用紙に

描き、製図図面にのりづけしてもよい。

透視図や模型写真以外の貼りつけ、図面のパネル化は

行わないこと 。

3  応 募 資 格 。平成12年4月王忠弘高等学校在籍の生徒で、個人または

共同で制作したものとする。

4  そ の 他 ・用紙や図面には、学校名 ・学年・氏名など応募者がわ

かるような表示は行わないこと。

※ 以上の条件に違反した応募作品は、失格とすること

がある。

応 募 方 法

1  別紙用紙に、学校名 ・所在地 ・学年 ・氏名を記入し、封筒に入れ

密封し、図面の裏に姑りつけること (記入用紙が足りない場合は複写

して下さい〉。

2 共同制作で応募する者は、 l の記入用紙に連名のうえ、代表者に

丸印をつけること 。

3. 応募作品は学校を通じて提出すること。

締 切 期 日

平成 12年9月30日(劫付の消印をもって締め切る 。

送 付 先

〒530-0001 大阪市北区梅田ト 1-3-2100 大阪駅前第3ビル21階

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 第46回工高生デザインコンクール係

TEL. 06-6348-0633 FAX. 06-6348-0634 

入選作品の数および貧

1 入選作品は10点とする。

2. 入選作品のうちから最優秀賞 l 点、優秀賞2点以内を選び、賞状・

賞牌および記念品を鱒る。

3  他の入選作品には、賞状および賞牌を贈る。

4. 応募者全員に参加賞を贈る。

※ 入選作品の版権は本会に属し、また入選作品は本会にて保管する。

入 選 者 発 表

審査の結果は、各学校ならびに本人に通知するほか、本会の会誌 「建

築と社会J 11月号に発表し、入選作品は翌 1月号に掲載する。

審 査 員 (50音順・敬称略〉

委 員 長 奥 謝 野 久/ 側日建設計常務取締役大阪料土代表

委 員 栗 原 幸 二/ 側大林組本庖建築設計部副部長

小 林 正 純/ 清水建設側関西事業本部設計第 l 部副部長

設楽 貞樹/ 勝安井建築設計事務所設計部部長

末 包 伸 吾/ 神戸大学工学部建設学科助教授

瀬 戸 本 淳/ 側瀬戸本淳建築研究室代表取締役

田中 直人/ 摂南大学工学部建築学科教授

種村 晋/ 近畿郵政局施設部建築課建築課長

4  

塘 伸夫/ 側東畑建築事務所設計部部長

中原 文雄/ 側竹中工務庖大阪本庖設計部設計課長

橋本健治/ 鮒坂倉建築研究所大阪事務所執行役員

丸茂 弘幸/ 関西大学工学部建築学科教授

宗本 Ii頃ニ/ 京都大学大学院工学研究科教授

山 本 光 良/ 鮒昭和設計企画設計部部長

吉羽 逸郎/ 側アイ ・エフ建築設計研究所代表取締役
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由早

設 計 監 理・

国 際 航 業 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 圃

鹿 島 ・フ ジ ノ 共同 企 業 体

京北町立京北第二小学校

本計画場所は、京都市に隣接する京北IIIJ の中央部に位位し、比較的

平坦な地域である 。周辺は、山間に広がる水l到や家# のたたずまい

が一望できる 。本計画は少子化に伴う京北111] の学校統廃合計' 闘で 6

校を 3 校に集約する学校の第一校である 。 また、京北l'可は北山杉の

床柱の産地であり、地元磁の木材を多用した木造建築を要望された。

本計画においては、この周辺の自然環境を取込みながら、子供たち

と先生が創造的に自らの空間を生み出せる動的な空間l を考えた。 そ

れ は、学校全 体が活動性に笛み、のびのびとした活気を生み出すこ

とを怠区|している 。 また、 学校施設が地域コミュニティーセンター

的な役割を梨し、この地区の ラン ドマ ーク 的存在であること 、そし

てそれぞれの地区住民の定住と 他地成との交流を促進する公共施設

となることを考ｲｊＮｾました 。

主体構造を木桝造とするため 、従来の木造建築物とは異なり、平成

7  ［ｩ ｯ ｬ 三 に改正されたｾ築基準法による準耐火辿築物Ｈ木造Ｉとする 。

椛巡材は材料強度、燃え代部分の確保から米松集成材とした。外 壁

は紫外線による木材劣化防止および防火性能を満足させるためにセ

メント成型板に榊造材銘しとした。仕上材は床にヒノキ60角を数百古

め JI妥当主は地元産杉板を横 貼とした。五1<而計画は中廊下、片廊下併用

の単独教室タイプである 。職員室、校長室 は校内全体を見渡せる位

ldに設け 、特別教室 は一般 教室への騒音を軽減す るために準備室 や

楽器: : f li )i をIIIJ に配位した。 ( 赤i "{{ iV l月/ 国際航業)

田 園 曹 明 暗量主

酉 立 面 図 1  :  500 

東 立 面 図 : 1  :  500 

所 在 地 一一一 京都府北桑田郡京北町大字塔小字中筋浦1

敷地面積 一一一 1O，318. 90m 

建築面積 一一- 1，887. 82m 

延床面積 一一一 2，777. 16川

崎造規模 一一一木造、2F

工 期 一一一 1999年 6 月- 2000年 2 月

最 寄 駅 一一一 J R京都駅より J R高雄周山線

周山駅下車町営パス約 10分

撮 影 一一ー かわしま写真室

2 階ベンチコーナー

..... '1諸多目的ホ j レ





由甲

設 計 監理 .

日 本設 計 関西 支 社

施 工圃

奥 村 組

株式会社ワキタ本社ビル

大 阪市の三大メインス トリー トの l つである 凹 ツ杭筋の 中心地に位

置する本社ピルi . i l illli である 。外装計画として、本社ピルにふさわし

L、風絡を持たせるとともに、周辺のビルltf の中でアイデンティティ

を 保 ちながら［ｾＨＭＱＨｬｬになじませることを心がけた 。 隣接寸る車 ｲｲ 石原ビ

ル の 高Jr1建物との調和を考慮し、外壁は7Ei 市i岩: f l込PC とし、 51' 窓

からの見え方を意識して l'会1; [ 3 を持つ縦ス トライプと 横 ス トライプを

組合わせ、リズムのある表 Ｇ ｾＧｩ を持たせた 。 最上階は斜線制限 による

セットノ T ソクを; f IJff I してガラス 11，';のラウンジとし、スカイラインに

特長を持たせている 。

l 階は地下鉄辿絡階段を含むピロティとして 4 m後退させ、歩道と

一体 とな ったゆとりのある歩行者空間 を提供 している 。

内装は、オーナーとの会話を通して共に作り上げていく姿勢で取組

み、木淵の絡式を持たせながらやわらかさをそなえたデザインで統

ー している 。

当敷地 には地下 3 階建の旧建 物 が 敷地ー ぱL 、に建 っており、解体 に

当り、 地下外周壁を 山首IigZに利 問、又地下 319，持11分を残した精進 計

画 として、 解 体に{半なう建築廃材の)li 'l i，戚に努めた。今後ますます刑

えるであろう市街地 での建裕工事の一つのWIo答 を示し得 たと思う 。

( 今枝詔次/ 1 =1本 設計)

Ｎ｟ｊ ｶ Ｍ ｾ｜ＧＢ＠

事 務 室

ーー口ーー一 一 口ー

基 準 階 平 面 図 1  :  500 

所 在 地 大阪市西区江戸堀 1-33-4

敷地面積 一一一 750.41rri 

建築面積 640. 34rri  

延床面積 一一- 6 ，346. 99rri

4再造 規 模 S R C、10F ，B1 F ，P1

工 期 1998年 3 月- 2000年 2 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ツ 橋 線 ・肥 後 橋 駅

j最 影 一一一梶 村f正洋 (左 頁) ・島 修一 (右 頁)

9 階 大 会 挽 室
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倉淵奈干子

老夫婦が安全に、穏やかに暮らすとい

うベーシ ックな条件を満たすと共に、

プランの上で、 また心i. ! l 闘な意味での、

重心のある家にしたいと考えた。

老夫婦の生活空間を道路側から離れた

西側にまとめ 、来客用座敷と水まわり

を東側jに配置した。機能を従えたこれ

らの空間の中心に、鉄平石貼の床と 、

霊木構造の大屋根に包まれた大黒柱の

ある土関空間を設けている。

これは、建替前より引き継カずれた庭を

眺めるための前室であり 、軒内空間を

引込んだ内なるソ卜であり、また各室

を繋ぐものである。

言わ，; 1 ' 室名の無い空間であるが、

生活の核として 、住み手の感性の最も

原始的な部分に働きかけるものを持つ

場とな っている。

＼ｾ＠ H  ，. S こ

倉測奈千子

1962 大阪府生まれ

1984 上智大学文学部卒業

1988 田中啓文総合建築研究所入所

損 影ー松村芳治

企画編集ー前川治彦 ( 作品作刷t委員会)
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電話とイン ターネ y ト ¥ 麻雀

宮崎 興ニ

ちょ っとは人に知られた大物に、恐れながら、と千日前しよう

としてγ山市局の番号制べにr，"，] ｾ、介わせると、 「相 手様のご民地

によりお答えできません」 と、門 前払いするように冷たくいわ

れて、ひや っとすることがある 。 l二l分のような大物を、庶民と

一紺 lこされてたまるか、というのであろう 。 ところが、臼 しょを

顕示したいという人間の悲しい性で、そういう大物でも、 11;: 近

のインターネットになると、とたんに、 千田市寄号はもちろん、

Ｑ￬Ｚ所、経歴、ときには家族 ，Ｇ ｾ ｶ ｾ や ｉｪ ｊＡ写 ￺ まで、あらいざらいを

HJ 示し、 日本 rl-'どころか Il!: W'I' の引体の女nれない人たちからの

アクセスを肖を長くしても? っ。

そういえば明治時代に1払訴が初めてわが問で放かれたころ、

政府民人や有名俳優など、 ト数名の)JII 入者しかおらず、そのγ白

話帳に峨ることが当n寺のわが同で、の段1匂のステータスシンボル

だ っ たと ｼ 百 ｼ く 。 その屯訂の諮り ， ｜Ｇｓｾ 、 ｻ 立世を、今ではインタ ー ネ

ッ トが内める 。 とい っても、インターネ ッ トも、もはやγ日話よ

りも っと庶民的になりつつある 。 これでは末代に恥 を残すとば

かり、あわててアドレスを変えて身を ｉ｜ｾ Ｎ そうとしても、 ー たび

名 前 や ｊｬｩ ｾ 土砂が知られてしま っ た以 ｼ 二 すぐ見つか つ てしまう 。

身元を女nられては困る大物は、インターネ ッ トをやめて' ，' [ 1訊

を{火うべきである 。

京都大学人間・環境学研究科教綬

宴 なるリアリテ ィー

遠 藤 秀平

イ予を J必じさせてくれるいくつかの妥の機会を得た。 まず式能

と呼ばれる新春の能楽である 。 まだ!日L?J ; いころ千駄ヶ行の1'"立

能来、'i :fで一 日を通し 5 流派が順次出じる野沢な祭・rcである 。本

米 江 戸H、? 代に年初の奉納の舛いとして出じられ定.{i したものら

しいが、狂言を含めてもやはり 11 '1: ;¥; にはないゆるりとした進行

に妙なリアリティーがある 。次は大相撲春場所である 。改めて

t依 の ) J 1:: を見ると、テレビの日11縦! 必より速いにも関わらず迫

力せまるものがある 。すり鉢状の宅rl ¥j の rj' でのライトアップの

せいもイT ろうが、不思議な|川合いと ー|隣の生身のぶつかりや「い

とが生む特殊な時間の流れに引込まれる 。 さらに、数 円前 には

般の木のドにて春の宴を業しんだ。 i r:': j IJUの舷は屋外 にもかかわ

らずリアリティーある臨かな宅川を |瞬だけ山現させてくれる。

ともすればこの |立の垣般を取り払い、触れてはいけない 世界に

足を附み入れたような感党だ。 もちろん若干のアルコールが安

必をかき立てるのかも矢11れないが、もはやH寺は刻まれていない

かのようだ。

また、賑やかな音楽と共に小学生のの; が興じているプレイス

テー ショ ン Ｒ にも ＱＱ 艮を見 ｩ ｊＱ ｾ っ た 。 ここにもスリリングなリアリ

ティーがあると 。 しかし、バーチャルのはずのゲームが何度か

の繰り返しによって、均y){ なH年1-1¥.1 と経済に追われる FI 常と 同 じ

ように 比 えてきた 。 改めてＮｦ ｊｴ 夫の常 ＱＱＧ ， ｝ を謬 ｩ うバーチャルと、 ｊ ｉ ｾ

11'';; ¥; 空 間に淋むリアルを感じさせられた。
遠藤秀平建築研究所

12 謹績と社会 ・20∞5

中山 詳三

傾斜 ｦ ｾ で鰍衝なゲーム 『 麻雀 ｪ 、それは知と感と迎の世界 。 そ

して人との 世界。私は大好きである 。

': V  JJ 再11¥.1へ|符りて行くと、大学ノ|三の息 J乙がノ Tイト frI 'I 'I¥j と凧後を

や っていた。私が; f ) た後、 仲間 とともにt帰宅して徹マンをや っ

ていたようである 。 花、も若い ｾｔｉ は 三 ｉ ｬ 三 晩寝ずにや っ たりもし

たが、今どきの校者はほとんどやらないと思 っていたので、少

しひ寺っ くりするとともに何だか糾しくな ってきた。

麻雀は凹人でするゲームだから、自分の百11合だけでは始めら

れないし自分だけの 都合ではやめられない。 これが今大はやり

のパチンコなどとは大いに述うところである 。若い人工主があま

りやらないのはおもしろくないからではなく、 「凹人ーキ11で遊

ぶJ I  ｪｾ ｬ ｬｩ ｊ て 、 何かをする ｊ これが内予なのではないだろうか 。

腕(fをは人生の縮図だとよく 言われる 。縦かにそういうところ

がある 。 ｾＱ ｴ り普がりの手づくりをしていてはだめだ 。 四人の ｲ ｬ Ｇ

での己の位悶をいつも正雌につかんでいないと勝には繋がらな

L 、。 そして、その|瞬間 を逃さない的i治! な判断とパワーがいる 。

テンポよく進むゲームの流れの け1ではl瞬時の判|析がすべてを決

する 。知恵と WJ を働 かせ、迎の力をf，'¥' りて、初めて成功する 。

共同し手nして一つのことをする、そういう人と人との紡び付

きのI1手として、私の好きな麻雀が li のようにも っとも っと流行

るように昨兵 っている 。 京都府土木建築部住宅課長

表象B

桑田 和 明

大|仮から泉佐野まで、久しぶりに向山総を走る機会があ った。

コスモポリス ， ｈ Ｂ ｉｾ ｴ とし、う 「 布 ｬ Ｇ 戸 Ｍ Ｕ ￍＧＡＮ Ｑ 知 ＧＱＧ に築造された人工 山 ｊ

の大|波If :l 側の眺めは、述くの海の反身、! と、内|控化 してしま った

浜 JT公閣の総林以外は、気持ちのいいものがな L 、。巨大なダク

トの銀山する釘j 色の仁場が続く以色は以前見たものと |司じで、

超高Ａ刊のｾ物と煙を吐くことを ｉｉ こ めた州突の貯えたのが、変化

だった。

大|波の1 h は、古代にさかのぼれば上IIfJ 台地 までが陸で剖イEの

中心地 にな っている土地の大半は海だ、っ た。商業のまちであ っ

た大|仮が、取引をするだけでは効率が恕くなり、やがて流通の

コストを削減するために大阪湾を )'111め立てて物を作ることに ) J

を人れ始め、さらに繰り返しの )" li め立てで仁業地帯を拡IJ . 長した

結ｾ，人びとを海から述ざけてきた 。 時代は変わり製造業独占

の術だ った広大なウォーターフロン卜は、 l: g び、人びとが近づ

ける休息や庖告f ! i の街に戻されようとしているところもでてきて

いる 。

都市は |立界中のどれもが、その地域の文化 とその時代とをの

み込みながら、成長・衰退・継承 - 変換を繰り返して生きてき

た。人びとに安らぎを与える街のイバ王は、週!屈ではなく、 百11市

空 rl¥J のインテリアを桝成する建築に係わる新しいH寺代の人びと

の、 J.J; 1境を想うこころに拠っている 。

松村組品質環境管理本部長

建築の限



特集

測る

測定方法と測定結果が意味するもの

総論 世の中の動きが測定することを求めている

各論 一一一一一コンクリ ー卜の中性化深さ

コンクリ ー卜のアルカリ骨材反応性

住宅の気密性能

室内空気質

床 衝 撃 音

界壁の遮音性能

地盤調査と計測

環境振動

耐久性( 鉄 . 防錆)

吸放湿( 調湿) 性能及び結露の測定

コンクリ ー 卜のひび割れ

防水層の劣化診断と耐久性

展望 一一一一一新しい概念“ 不確かさ"

十 倉 毅

永 山 勝

松浪良夫

中 尾 正

上 原 浩 二

森 本 三 男

和木孝男

辻本勝彦

阿部隆之

藤 城 正 樹

小 南 和 也

西 国 朗

荒 木 孝

山本 英 樹

本特集企画担当委員/ 植 田 英Ｈ清 水 建設Ｉ Ｏ 小Ｎｦ ｬ ｾ 八疋猛 Ｈ Ｎ ｗ 水 ハウスＩ Ｏ 太刀 川 丈前Ｈ 竹Ｂ， ｟｛務庖Ｉ

十 倉毅 仰 木建築総合試験所Ｉ Ｏ 能 美敏男 Ｈ ＡｎＮ ね ｩｬｬ 設Ｉ Ｏ 肝 ｮ ヨ ｾ 忠 Ｈ大阪府Ｉ Ｏ 柄 Ｚｊ Ｑ Ｇ ｍｴ ＮｦＱｬ (大林組)



世の中の動きが測定することを求めている

家支十 倉

翌朝の新聞各紙は、 これを「ピアノ ｾｊｴ ａ 事件 ｪ 、あるいは 「騒 音殺

人J の見出しで大きく報じたが、生活騒音として最悪のケ ースであ

時代の進展とともに、物事の判断基準として過去の、あるいは現

在のデータが要求されることが多くなっている 。今年 ( 2000年) 夏

というのも、 表

1 に同事件をさかのぼる 5年間の粗い年表を示そう 。同表から判るよ

うに、当時= のわが国は混沌とした状態にあり、年表の事象は「いざ

なぎ景気J ( 1965年下期 - 1970年下刻) における矛盾が一斉に吹き出

る本事件は、超こるぺくして起こった感もあった。頃には、住宅性能表示制度における尺度としての「日本住宅性能基

準及び詞咽方法基準」、「住宅紛争処理の参考となるべち技術的基準j

の 2 つが告示される予定てあり、それに伴ない住宅の性能、あるい

は ｉｾ 却 ｅ の程度を「測る」機会も増えると予想される 。

した、 と見える 。

高度成国羽における住宅の大量fJL給は、各地でf白ヨ内の騒音に対

する苦情を招き、すでに文献 1) - 3) のような研究 ・調査が、事

件前に実施されている 。また、建築基当向去にも、「長屋又は共同住宅

このような社会の情勢から iiRIJ引を封直として、本特集では、

いくつかの分野における測定労法の紹介と得られた結果についての

考察ぞお願いする ことにした。 また、測定の国際整合イヒのなかで事Vr

たに登場した概念、 iill 慌 の不確かさ J そご説明いただくことにし

の界壁は、政令て、定める技術的基準に従って、遮音上有効な構造と

しなければならないj とする建築基準決七、初の音響条項が設けら

?こ。

本稿では、住宅において苦情を生じやすく、

れた (197l ・1)。

示された技術的基準の内容は、のちはど 「界壁の遮音性能」の項

で詳しく述べられると思うが、防火構造以上の性能をもっ界壁の遮

音能力を実験室でilllJ 定し、規定値を満足する場合、 「界壁の遮音杭造」

しばしば訴訟にまで

発展する遮音問題を取り上け¥編集部から与えられたテーマにお応

えすることとしたい。

として建設大臣が認定する仕組みになっている 。

1974年( 昭49) 8月23日朝、神奈川県平塚市の県営住宅て明子 3

人カf刺殺された。犯人は、殺された悶子の直二上|暗に住む男で、小学

Ｒ 年生のｾｾＡ < ピアノの音に肢を立てて、凶行に及んだものである 。

一方、 1973年にはフ。レノ、フ、、住宅を対象とする工業化住宅認定制度

(建設省) が発足した。 この制度は、各種の住宅性能をランクづけ

( 級別表示) する ことにより、住宅を総合的に前哨回し ようとするも

ので、官頭の住宅性能表示制度の原型 t も言える。

9阻まの遮音に関していえば、前述の遮音構造が実験室における壁

単体の「部材性能」を対象としたのに対 し、本制度では、実建屋に

おける現場測定を義務づけており、天井 ・廊下 ・窓 ・ド アな Eから

社会の動きと環境 ・騒音問題

年 社会の動き

日本万国| 専 EXPO 70 ( 大阪、会期 6ヶ月)

よと'号ノ、イジャy クIIWI 二

わが国の人口 11立を超える

公害国会( 公害|期連14法成立)
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表 1

建築規準法に「共同住宅界壁の遮音粂項j

公害対策基本法に「騒音に係る環境基準」入る

環境庁発足

問、変動相場fflll へ ( 1ドル308円)

1

5

7

U

 

H召手[146

(1971) 
工業化住宅性能認定 ・評価項 目

構造耐力性能

|妨耐火構造性能

火気使m*の内装の|坊火性能

界壁及び界床のl坊火性能

住宅の避難性能

転落防止措置

通風及ひ' 換気性能

省エネルギー性能

防露性能

界盤及び界床の遮音性能

防長1-11切符及び|幼蛾性能

防水性能

表 2

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

⑨

⑬

O

⑫

 

労働安全術生法制定( 作業環境騒音を合む)

千日前ビル火災( 大阪)

i'IJ 縦、日本へ復帰

田中角栄 ｩ 人 ｝ｉｾｉ 成立
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昭和47

(1972) 

イランの石油資源固有化

道路公団、防音壁の要求性tmを決める

工 業化住宅認定tl，11度発足( 建設省)

トイレ ッ ト ペ ー パ Ｍｊｾ いだめ現象

航空機騒音「に係る環境基準告示( 環境庁)
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H召平日48

(1973) 

の{Hl J路伝播音、あるいは施工の{憂劣をも含む 「空間性能J が示され

るので、これは 「有り姿の遮音|生能j であ る。

その後、 このi NlJ定方法は、工業化住宅のみならず各種の建築物の

ルパング鳥から小野問克郎元少尉帰国

]I S  A  1417現場における音圧レベル差損11定法

大気汚染防止法成立、総立規t l J ll 導入

ヒ7 ノ殺人事件( 神奈川)

大洋デパートビル火災ＨｦＺｩｾ本Ｉ
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昭和49
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中間il¥l J定、竣工iNIJ 定にも頻繁に用いられるようになり、 JI SA1417

建築物の現場における音圧レベソレ差のilllJ 定労法 ( D値、 1974年)、 JI

A  1418建築物の現場における床街撃音レベルの測定方法 (L 値、

1978年)、 ] I S A  1419建築物のしゃ音等級 (1979年) の制定に受け

継がれた。 そしてこれらを包含する形で「建築物の遮音基準と設計

指針J ( 日本建築学会、 1979年) カf 出版されるのである 。 (1997年に

第 2版 が出ている)

同業化住宅官立定制度では、音響性能以外にも多くのilll 院が実施さ

れた。 そして これらのデータは、住宅の工業製品なるがゆえに共通

のデータシートに掲載され、われわれは相互の性能を横並びに上回変

できるようになった。数孟化された性能は、具体的でー解り易い。「性

能発注J なる用語もおそらく、この頃から 一般化したものであろう 。

なお、前述の「建築物の遮音基準と設計寸旨針」は、建物用途別に

集められた遮音性能と遮音構造、音源の干掛買と発生騒音レベノレ、遮

音性fiE と苦情発生平盟支等の資料をもとにまとめられたものである。

本書により、わが国における遮音性能の評価体系と設計指針とが初

めて碓立され、以後、竣工した各種建物の許可岡、あるいは裁判にお

ける証拠資料などに利用されているが、刊行後15年を経た時点て新

しい建築の変化( 例えば、、複合ヒツレ、木造/ 鉄骨系集合住宅、学校

建築のオープンスペース化など) を取り入れることになり、 1997年

に改訂1仮カ芋刊行された。

くだって 1999年 6 月、 i1 : 主宅の品質確保の促進に関する法枠J、( 聞各

称住宅品碓法) がま結凝完封筒場一致て通過し、いよし、よ本年 (2000

年) 秋から住宅性能君主示f J lJ 度がスター卜する 。

建設省のインタ ーオ、ッ卜広報によれば、「この法律は、①住宅の品

質椛保の促進、②住宅購入者等の利益の保護、③住宅に係る紛争の

迅速かつ適正な解決、を図る こ とにより、国民生活の安定向上と国

民街斉の健全な発展に寄与する」とある 。幾分作文めいた目的では

あるが、要は 「住宅{ 共存合者が責任をもって住宅の品質を表示し、消

費者もこれを納得して購入するシステムJ を確立することにある 。

ただし、対象は新築の戸建および共同住宅に限られ、性能を表示す

る/ しないは供給者の任意である 。

また、それに先立つ 2000年 4 月 1 日からは品碓法の一部として、

新築住宅の構造部分および、防水音I1分に 10年間の暇庇保証が義務づ

けられる 。この内容を簡単にご紹介すると、「売主は、販売したすべ

ての新築住宅に対して、引き波しから向こう 10年間、基礎や柱な E

骨組み部分 t 雨漏り防止部分に欠陥があった場合、建替えを含む修

繕や補修を無事| て二あるいは損害j阿11に応じなければならなし、 j と

なる 。すでに新聞やテレビで報道された「床の水平度3/ 1000以内、

構造材による f土仁げのひび割れ0. 3mm以下」の論議がこれである。水

平度3 / 1000、ひび割れ0.3mmを、誰が . t こを ・どのような方法てや

「はかる J か。 これは、測る 立場、測定制御買する立場、双方にと

って深刻な問題である。

2000年 2 月に建設省が素案を公表し、意見公募した新築住宅の性

能に関しi表示すぺき事項は表 3 に示す 9項目て、ある 。このうち。「③

音環境」のみは選択項目てい、必ずしも表示しなくてもよし、。 しかし、

実は ここが本志刊ilJ 度において最も伽少て灘しいところでもある 。

なぜなら、住宅イ掛合者にとって、性能表示は売貸契約の一昔日てあり、

性能力f 実現されなければ、多大のJ! 剖賞責任を負うことになる 。反面、

性能に自信がめれば、強力なセ ーノレスポイン卜になり得る 。

表 3 日本住宅性能表示基準( 素案)

① 構造の安定

( 池袋に対する構造躯体の安全性、等)

② 火災時の安全性能

( 避難の容易性、延焼の受けにくさ、等)

③ 構造躯体の劣化の軽減

( 構造極体の劣化対策の程度)

④ 維持管理への配慮

( 配管の維持管理への配慮への程度)

⑤ 温熱環境

Ｈｾ昼休の断熱、気宮による冷暖房負荷の少なきＩ

⑥ 空気環境

( ホルムアノレテPヒド放散立の少なさ、換気の方法、等)

⑦ 光・視環境

( 関口部面積の大きさ、天空光の取得のしやすさ〕

③ 音環境

( 界床の遮音対策の程度、界壁の遮音対策の程度、等)

⑨ 高齢者への配慮

( 移動行為の安全性、介助行為の容易性)

現恋のと ころ、住宅供給者の何割がこれ( ③) に応ずるか不明で

あるが、全国で展開されている騎音訴訟( とくに上下階の床街撃音

遮断性能) を併せ考えれば、 「住宅' 性能の金( カネ) に換算される時

代J が、いよいよ来た、 との思いカ守系い。

(とくら つよしＯ納ＱＧ Ｑ 本主ｉＡ築総合試験所役員補佐 Ｈｬ ｪￎｪ建築物理部長Ｉ工 ｴ￭ｾＩ
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コンクリー卜の中性化深さ

永 山 勝

の平均値を中性イ凶奈さと する 。 なお、赤色音11分がコンクリ ー卜 表面

中性化の定義 に対して不均一な形態であれば、最大値 ・最ノl伯 ・範囲なども記録

(初日本 コンクリ ート工学 協会の炭酸化研究委員会報告書 (1993年 する 。

3 月) によると「セメン 卜硬化体のアルカリ性が低下する現象J を

中性化 ( Neutralizati on) と定義し、炭酸化 (Carbonat ion) は「セ

メン卜の*t 日生成物が、 二酸化炭素と反応し、炭酸化合防およびそ

の他の物質に分解する現象J と定義している 。すなわち、空気中の

炭酸方、スに限らず、酸性雨、亜荷崩交Jゲス、硫化水素、窒素酸化物、

劇生泉な Eの浸透 ・拡散により、コンクリ ー トやモルタルなど のア

ノレカ リ性が低下する現象を広義で中性化と呼んでいる 。

中性化深さ測定方法

指示薬および準備

コンクリ ー 卜やモルタルの中性イ115長さ のifll l定は、フェノ ーノレフタ

レイン指示薬( 以下、尋問i と呼ぶ) の発色閃志を利用して行ってい

る。このfj問主は、] IS K  8006に規定されている 1 %フェノーノレフタ

レインエタノ ーノレ溶液 (15%の水を含む) であり 、pH7 .8以下てやは

発色せず、 pH10. 0以上で赤色( ピンク色) に 発色するも のてある。

コンクリ ー 卜やモノレタノレのf ; i WIは、採取したコアやはつ り塊のサ

ンフ。ノレを用 いる f也、現地の構造物てはつり部分の破段百iて実施する

こ とも多し、。 いずれの場合も ? 織のl噴霧や中性イ協 さ ifll l定の際には、

次の点に注意しなければならない。

① * を用いて切り出したサンプル( コア) は、十分に*? 先いし、

表面Ｊを車ｖＮｊ監させた後におｾを ｬ 噴霧する 。

② * I e イ吏わずにはつり出した破壊面の場合は、 圧 搾 空 気 ( エア ー

クリ ーナ一) などではつり粉を除去する( コアを害|闘し、筈1I裂而

て羽11定する場合も微粉を除去する) 。

③ 誌協Eはできるだけ早 ( 1噴霧する 。

④合 Ｊ ｾ ｴｾ の高い コ ンクリ ー 卜の Ｑ Ｚ ＱＢ 性化 ｊ 奈さ ￬ ｬＡｬ ｬ 定は、言問 ｾｬ￩ ｬ 噴霧し

てから 2 - 3 日後に再イil 官認することがよい (1:1:1性化 していても l噴

霧直後に発色し、花燥するに従い無色に変化する場合がある) 。

中性化深さ測定方法

ｾｾを ｬ 噴霧し赤色反応を 呈した後、 コン ク リー卜表面か ら無色領

域のi奈さを実iHl Iする 。 コアの害1I 裂面の場合、 3 - 5 点、 円周商の場

合て、、 8点平旦支、 iまつり1 i 皮断面では 3 - 5 点平呈度の位置で実iWI し、 そ

16  建築と社会 ・2000. 5

中性化深さが意昧するもの

コンクリ ー ト中の鋼材は、強アノレカリ性環境に置かれているため

に、鋼材表面に不動態皮! 院が生成し防錆された状態にある 。→貨に

は、 この状態で水( 塩化物を含まない) の浸透があ ったり、高湿の

状態であ っても簡単に! 肉食することはない。 しかしながら、コンク

リー トの中性化が進行し鉄筋位置にまで到達すると、鋼材表面の

p H低下により不動態皮膜の破壊が始まり、腐食し易い状態へ変化

する 。 中性 化j楽きが鋼材に到達しただけで直ちに腐食が発生するこ

;: 輔自国間瞬間目

i: H問問問自国国

x l - 3 0 - 2 0 - 10 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0  

占 I I  I  I  I  I  I 品 l

( mm)  1  - 3'0 - 20 - ]'0 O  10  20 3'0 4'0  

グレー ド さぴ評点 鉄筋の状態

認皮の状態、またはさびは生じているが、

I Cコ
。

全体的に薄い綴僚なさびであり、コ ンク リ

ート面にさびが付着していることはない。

E 堅塁塁

部分的に浮きさびがあるが、小面積の斑点

状である。

断面対員は目視観察では認められないか、

E 臨WA 3  鉄筋の全周または全長にわたって浮きさ ぴ

が生じている。

N_ 
6  断面欠損が生じている

図 1 鉄筋の腐食に及ほす鉄筋表面からの中性化領域の距離の影響，)



とは少ないが、 コンク リー 卜中に硫化物が存在している場合な どは、

急速に腐食が進行する こ とになる 。 したがって、 コンク リー 卜構造

物の耐久性や劣イヒ進行を訊咽i ・予測する 際 には、ド!

な検 言宇討討 Ｑすす ｊｾ 工項 正 頁 目てて 、あるム。 図 1 は、鉄筋腐 食に及 ぼす 中ｼ 宝 イ 出 奈さのｾＨ邦陀

検討 した例であ る。

日本建築学会 「鉄筋 コンク リー 卜造建築物の耐久性調査 ・診断お

よび補修指童十( 案) ・同解 説J (1997年 1月) に よれば、中性化に よ

る劣化原因の強さ の分類が表 1 の とおり 示 されており、 鉄筋のかぶ

り!写さの分布1: ｾ ｉ ｊ 性 イ ｬ ゴ 奈 さ の分 布 の院 比系Ｈ 図 Ｒ に 事例 を示す Ｉに 基

づき言刺而している 。な お、総プロ「建築物の耐久性向上技術の開発J2)

では、中性化域が鉄筋分布位置 (変化 しない) に越境して ゆく現象

を両者の正 規分布曲線が重 なり 合 う確率密度を経年予測する ことで、

構造物の残存耐用年数を算定する 乎法が提案 されている 。 しかしな

表 1 コンクリー卜の中性化による劣化 原因の強さの分 類3)

劣化際肉の強さ

大

( %)  

100 

。

中性化進行の程度による分類l

屋 外

かより) g . さの平均値の0. 5倍 以

下

かぶりl早さの平均11自のoＮＵ Ｑ Ｑｾ 以

」二、 かぶりj平田さの平均値米i前

かぶり Jl J . さの平均1iu以_ ! -

!五 l村

かぶり! 写さの平問fili. のo. Ｗ ｩＱｾ以下

かぶりj平さの平I勾値の0.7倍 以ー|三、

かぶりi早さの平均11立に20mm加えた

{ 位未il: l. j

かぶりj平さの平崎他に20mm加えた

イ位以上

中性化i奈さ

n= 148 

.f = 15.4  m m  

Gn→= 5.9 mm 

鉄筋のかぶ り厚さ

n =82  

王= 30. 9m m  

Gn_ ，=13 .2 m m  

70 80  90  100 

図 2 鉄 筋 探 査 装 置によるか ぶり厚さの分布 の 推定と劣化 予測j吋

が ら、実際に劣化した構造物では、中性化以外 に塩化物な E が支配

的な要因であ った り、 また複合劣化てあ った りする こ とが多いため、

rll性化進行 の理論的詞引日に止ま らず、実際に鉄筋腐食不自支を調ぺ、

劣化状況および劣化要因を定量化 す ることで個別の構造物の劣化度

および声慌 法 を検討す る考え 方がと られている 。

新しい中性化深さ調査手法

実構造物において迅速かつ簡易 に中性化j奈さを測定する方法 が開

発 され、 既に日 :本非破壊検 査協会jル俗に制定 されている 。 コンクリ

ー ト用のハンマー ドリ ノレ を用いて削孔する 際、溢れ，':1:' /るドリノレ粉を

利用して、そ の場て"/:1"'1主イ凶奈さ判定する :か法である 。信頼性 b1i Tif認

されて おり 。 これか ら普及する方法である 。

せた獄験紙.

・ドリル削孔粉が常に新し い

所に落ちるよ うに動かす.

図 3 ドリル削孔粉 を用 いた中性化深さ試験 5)

( ながやま まさる/ 例 日本建築総令試験所 材料 試 験 室 室 長)
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コンクリー卜のアルカリ骨材反応性

松 浪 良 夫

と判定される 。 このような骨材を他の骨材と混合して使用した場合

コンクリート将iアノレカリ骨材反応、による過大な膨張を生じ、には、厄介なペシマム条件

るための対策として、 ①

アノレカリ反応性判定、 ②

の抑制対策カ可雄実施されている 。

筆者カ望見時点て最も懸念しているのは、骨材入手が日々深刻とな

造物カ中! ) tJJ 劣化に至 ることとなる 。アノレカリ骨材反応、によるコンクリ ー トi構造物の早期劣化を抑制す

化学法及び、モノレタノレバー法による骨材の

海外におけるべシマム対策

この厄介なぺシマム条件への戸、慌として、海外て、は新たな試験方

法が策定されている 。試験用骨材と無害' 自制を併用するコンクリ ー

コンクリー卜中のアルカリ総量規制な E

トプリズム法である 。

アノレカリ骨材反応、に関する研究の先進国と自認しているカナダ .

アノレカリ骨材閃定、に特有のペシマム粂件に対する

充分な考慮が不十分なことである 。

ペシマム条件とは、 図 1 に示すように、反応性骨材を 100%使用し

っていくなかて二

それぞれの圏内規絡として、 C S A A23.  2- 14 (1994) ， 

A S T M C  1293 (1995) を策定した。RI L E M( 匡| 際材料構造試験研

アメリカは、

安雄関連合) てやも、 RI L E MT C- 106の推奨試験労法を提案してい

tJU各さらには、 IS O' J ; ル陪になる可古旨性もある 。

上記した種々の コンクリ ー トプリズム法は、基本的な考え方は一

る。将来 E

た場合には過大な膨張は生じないが、骨材の一部に混在して使用し

た場合に過大な膨張を生じる条件のことである 。 そのような骨材は、

化学法て

致しているが、詳細は少しずつ異な っている 。表 1 に A ST Mによ

るコンクリ ー トプリズム法の概 ｬ 絡を示す 。 表 ｉ ｾｬ に示すように、調合

は工事にイ変j羽する予定のものではなく試験用のものを用い、尋坊主主吉

果は 1年後に判明するものである 。研究目的てゆ活用は考えられる

が、あまり実用的なｾｾ誌ではない 。

圏内におけるペシマム対策

日本てやは世界に先駆けて 1991年、このペシマム問題に国崎、した試

験方法が開発され掛格化されている 。 1:1*建築学会が原子力発電所

施設における鉄筋 コンクリ ー ト工事 に対して策定した建築工事標準

LJ 

無 害

ど
/ 出一L可 .z  

しｾ 無害でなし

500 

400 

300 

200 

(

国

¥

一

o

E

E

)

嗣

ヘ

ホ

資

制

鰐

「

一

門

主

?

h

100 

。

仕様書 ・同解説( J AS S 5N) の"1:1に示されている、 ] AS S 5 N T -

603 ( コンクリ ー 卜の反応性副験労法、 表 1: 参照) である 。工事に使

用予定の調合で試験を行い、試験結果は 6か月後に判明する 。同試

験結果との整合性があり 3 日後に結果が判明する迅速法が、当試験

700 

註) 図中の1 s o 号はti 料紀号を示す

10 100 

湾解シリ力量 (mmol / a )  

化 学 法 試 験 結 果図 1 a  

0.5 

所てや開発した生 コン G BR C促進法である 。使用予定の コンクリ ー0.4 

トに過剰なアノレカリを加えて製作した円柱試験休を用いる 。既に大

阪市 ・大関有てやは数年前から重要構造物の品質管理に活用してT頁い

ている 。同促進法は、全国的に活用するための検討が行われた結果

若干の修正を行い、全国生 コンクリ ー卜 工業組合の品質管理用試喰

ブ穴去団体士先俗 ZK T 206 (1997) コンクリー卜のアルカリシリカ反応、

0.3 

0.2 

(

決

)

凶

宵

峰

山

醐

S

E

P
R

由

一

誕

苓

0.1  

として制定されている 。今後ま性迅速試験方法( 表 1、図 2参照)

すます混迷を深める骨材事情のもとでコンクリートのアノレカリ骨材

この迅速法の活用が主主々重要反応性を合理的に解決するためには、

100 50 

試料混合率( % )

試 料

試 料 混 合 ( _ . ， ， ) に対する膨張率

試料+ 無害骨材

75 25 

主査)材 料 試 験室よしお/ 附 FI 本長I ! . 築総令試験所

t なってきている 。

(まつなみペシマム条件が膨脹率に及ぼす影響図 1

建築と社会 ・2000.5

図 1 b  
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表 1 コンクリートのアルカリ反 応性 判 定 試験 方 法

A S TM C  1293 ( 1995) コンク リー卜プリズム法 - 1' 1材のアルカリシリカ反応性? 判定する

使用材料 ・3司令 試験 ・評価方法 判定恭準

セメント 11FJ 凪ポノレトランドセメント 試験体 75X 75X  ( 275- 405)  mm [  1年後の平均膨日長率]

'，' ，材 試験! l J*llI1' l' 材と無3 の組' l ' l'材 試 験 温度38土 2' C、霊; 封容総等でお温度を保つ 0. 04%以上の場令、潜:(:E( I(j に反応性あり

無害の制lI fl 材t 試験fl J組骨材 評 fi 町 脱却時に対する膨狼司Ｇｾｻｲ求める

i郁i 合 単位セメント: l iI = 420土10kg/ m'  i I-lQ観察( ひぴWIJ れ、 ゲ、ノレの生成等)

W/C = 0. 42- 0. 45 

組骨材］全 ＧｾｊＧ 材の ＰＮＷＰ Ｚｴ Ｐ Ｎ ＲＥ

( NauH を加えてセメントのアルカリーl止を1. 25% ( Na， 

u eq)  1: する

J A S S  5 N T 603  ( 1991)  コンクリ ートパ一法ーコンクリー卜のアルカリシリカ反応性を判定する

使用材料 ・3司令 試験 ・評価方法 判定基準

J 司 令| 実際に使用するコンクリ ートに Nau H 'i'加lλ てコンクリ| 試験体 I J I S A  1132のもの [  6 か月後の平均膨張率]

ー トのアルカリ添加 i止を1. 2、1. 8、2. 4kg/m' ( Na，1 試 験ｼ温度 ＴＰ Ｚｴ ｴｃ 、 ｦｾ ポ 紙とポリ エ チレン袋でお温度Ｇを保 下記の( 0 0 ) を同時に消，i1: す場合、反応性なし

①いずれのアルカリ添加註においても0.1%未満

②アルカリ添加盆・ - 1. 2kg/  m'- 3.  Okg/  m'で

u eq)  1:する I つ

評 価ｼ脱却 ｩ 寺に対する ｗｾ ，長率を求める

日ｾｊｉＮ観 妓Ｈひび割れ、ゲノレの生成等Ｉ 膨張率が Ｐ ＮＱ Ｅ を越えい、 ｈＨｾ 定できる

Z K T  206 ( 1997)  コンクリ ート迅速 法ーコンクリートのアルカリシリカ反応性を 2 H  HI l で判定する

調 介

使用材料・調合

実際に使用するコンクリ ー卜に Na uH を加えてコンクリ

ートのアノレカリ添加祉を 9 kg/ m'  ( Na，ueq)  

再試験の場合は 6 kg/ m' l :する

ST A R T  

V  

コンク リートの繰り混ぜ

V  

試験体

試 験

手|ι li 町

練り混ぜ完了後のコンクリー 卜を容器に詰める

マ

コンクリ ー トを練り板上にあけ、Na OH を

Na，O換算で9kg/ rrf ふりかけ、スコップ等で繰り混ぜる

マ

供試イ本の製作 (φ 10 x  20c m目 3体)

マ

打設後24時間型枠に入れたまま湿気養生を行う

(温度 20'C ，相対湿度 : 9 5 %以上)

マ

j悦型後241時間水中養生を行う (水温・ 20'C)

V  

共I! 島一次振動数の iJ! 1J定

マ

ゲージ圧50kPa ( 温度 : 111 " C ) の圧力水中下で2時間煮沸

V  

共119一次振動数の iJl IJ定

マ

柱l対動砕性係数孟80.0%

「反応性なし ( A) J  

v  

| E ND  I  

判定

相対動開性係数 < 80.0%

「再試験J

試験 ・評価 }J 法 判定基準

q， 10x 20cm [平均相対動弥性係数]

ｩ ［ｮＺＮｾ ・ 水，Ｇ，で符 ＲＴＱＱ 寺ｉｩｬｊ養生後、水温を ＴＰ Ｇｃ から 80%以上の場合、反応、性なし (A)

110'Cまで上げて50kPa の圧力下で 2 時IIH煮沸し、 80%未満の場合、再試験

冷却する [再試f去の平均柑対動)1ド性係数]

邦 ｴ ｩｯｊｾ ｬｩ￭ ｪＨ こ対するヲ門 ｕｾｈ 去の 相対動 ｾｬｩｴ 性係数を求 める 70%以上の場合、反応性なし( s )

70%未満の場合、反応性あり

。 | 再試験S T AR T I  

V  

コンク リー ト の 練 り 混 ぜ

V  

練 り 混 ぜ 完 了 後 の コ ン ク リート を 容 器 に 詰 め る

V  

コンクリートをおｾり板上にあけ、 ｎ｡ ｏｈ を

Na，O換 算 で6kg/ rrf ふ り か け 、 ス コ ッ プ 等 で 練 り 混 ぜ る

V  

供試体の製作 (ゆ 10 x  20cm.  3体)

V  

打設後241時間型枠に入れたまま湿気養生を行う

(温度 : 20" C ，相対湿度 : 95% 以 上 )

v  

l悦型後241時r: 日水中養生を行う( 水温 : 20"C)  

V  

共I! 島一次振動数の測定

V  

ゲー ジ圧50k Pa ( 温度 : 111 " C ) の圧力水中下で2時間煮沸

V  

共鳴一次振動数の測定

v  

相対動弾性係数孟 70.0%

「反 応 性 な し (B) J  

v  

| E ND  I  

判定

相対動開性係数 < 70. 0%

「反応性あり」

v  

| E ND  I  

図 2 コンクリートのアルカリ シリカ反 応 性 迅 速 試 験方 i去の手順
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住宅の気密性能

中 尾 正

気密性能測定方法

住宅の気密性能は「相当隙間面積: cm' /m'J C 値て表す。 これは住

宅の側目当隙間面積を実質延ぺ府酎責で除して、床面積 1 m'あたり

の隙|習量を表しており、住宅の大告さが異なるときでも、気密性能

を相互によじ松する ことができる 。測定原理と隙間量の求め方につい

ては、 (財) 住宅 ・建築省エオ、ノレギ一機構出版の 「住宅の気密性能試

験マ ニュアノレ」及び 「住宅の気密ift lJ 定技能者養成講習テキスト」に

詳しく述べられているのでここでは省略する 。

一散に使用される i服装置は送働機 ・送風流量の調節装置 ・流量

iWJ定装置、圧力測定装置、温度計などにより構成され図 1 に示すシ

ステムて、. 用いる 。

測定項目は次に示すものである 。

①室内と屋外の圧力差

② iWJ定装置を通過する通知立

③室内の温度

④屋外のiJfl J支

表 1 関 口 部 、 給 排 気 口 等 の 処 理 の 仕 方

制l {立 IJ 日間状態等 4市 考

l  建物外被にあるドア ・ ｾ ロ y ク( 施錠) のみ

2  天ぅ1I ・床下改め仁1* 普通に閉めた状態

目張りしないでl羽じる 3  郵fi . l I受け 普通に|羽めた状態

だけの場所

4  1巨瓜Eにi凪じるドア 普通に閉めた状態

5  基礎と床の両方を断熱している

普通にIUl めた状態

地下へ通じるドア

6  換気レジスター シャッター 閉

7  台jifrレンジフT ン シャッター閉

テーフ.等 で目 51量りを

8  換気扇 シャ y タ一関

空気漏れのない

してもよし、場所 9  F F 式以外の煙突の穴 ダンパ一朗 ようにする

10 属外へ通じる訓水管 封* にする

11 集中換気システムの給相| 気ダ

クトの屋外iJ !l 1出入口

1mける場I' fr 12 主I ! 物外被の外イI!l Jにある日H口昔)1 普通に1mけた状態 必ず聞ける

はじめに

今年は建築基準法の改正とともに、品質石制剥足進法の制定に伴う

性能表示制度カ治まる予定である 。現在、 9項目の性古践示が考え

られており、その表示基準と詞咽i方法についての素案が示されてい

る。温熱環境に|到する訊刊同基準として、年間冷暖房負荷の少なきを

表す判断基準に①紫損失係数に関する基準②男明日射取得係数に

関する基準 ③ 相当際問面積に関する基準が示されている 。

ここ では、良好な居住環境を実現するために必要な住宅の気密化

と気密性能の測定方法およびiUI J定結果のーイタIJを示す。

住宅の気密化の必要性

日本の在来の木造軸組村出ミの住宅は隙聞が多〈気密性の低い住宅

て、あったので、断熱材をj享くし暖房能力を高めても、あち こちの隙

聞から冷気カ河受入し、足元は冷え冷えとし、頭付近は暑いい、った

不快で1肱長上も女子ましくな い居住環境であった。気密性を高める こ

とにより、これらの問題カ対限くなり ↑対車な居住環境が得られるよう

になった。 また、計画的な換気を行う ことが可能になりその結果、

においや湿気の排出も効果的に行えること になる。

図 1 ［ｾｉｊ 定装置 の構成例

(
σ〈

E

)岨

叫

門

判

出

また、気密化 を高める ことにより、 小屋裏、壁内への湿気の流入

を防ぎ結露被害 防止につながる 。

注 1) * 実質延べ床iui 般にxr 人しない小屋袋や床下で、 天井や床に改め 口がある場合。

2  ) これらの部位の外被の貫通昔11回りはそのままとし、 目張りしてはならない。

;  1  

Bα }  

2山 3 W 400 “xl Ｘ 叫 ｉｾ ｘｬ

Q 通l i { 量 ( ，吋fh)

図 2 通 気量 グラフ

通貫性の ない部材を使用する

図 3 ［ｾｉｊ 定装置を窓に取り付けた例 写真 1 測 定 装 置 の 窓 へ の 取 り付 け
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⑤屋外の風速

ここで得られた建物の内外圧力差 と通気品を図 2 のような両対数

Oog- log) 目盛りにプロ ッ卜する 。

通気孟 (Q) と圧力差 (t:. P ) の関係は一般に次のように表される。

Q = α/:::，. p -;; … … … (1)  

ここ で、 α は通気率、 ηl i 隙間特性値である 。

l ogQ二 logG+ j logムP 包

最小二釆法により求めたこの回帰i也宜緋線cより a、 n を求める 0

1駄目当隙間面積 (α A) は次式によ って求める 。

αA  (cm') = α x b..... .(3)  

ここ で、係数 b は

b=2. 78 (長) 4  

γ: 隙聞を流れる 空気の比重量 (kg f/ m')  

e : 室内空気温度化)

353 

γ = 百五百

g : 重力加速度 (9.8m/5
2

)

相当隙間面積 ( C) は

C  (cm' / m')  = αA /S.. 一(4)

ここ で、 5: 建物外被の実質延べ床面積 (m')

測定時の建物J剰牛は完成状態とし、開口部、給排気口;等は表 1 (こ

示す事工頁を守って処理する 。環 境 鮒二t しては原則無肱伏態時を選

び、圧力差の変動がo.  3
mm 

A q  ( 3Pa) 以下であれば測定可能であ

る。測定装置の設置弁法は図 3 および写真 1 に示すように建物外壁

の開口部 t し、接続箇所は空気の漏れを防〈、、ためテ ープな E てや気密

にする 。

N  

l世|民

図 4 天井および外壁断面詳細図

表 2 住宅の気密性能試験 結果

三ぐと

l 図目 2 回 g 3 回目

底力差 通，. A 圧力袋 過" A 庄カ盤 通，. A

d P  I  Q  .0. P  I  Q  .6. P  I  Q  

(..，. q) I  ( m' /h)  ( 回Aq) I  ( mJ /h)  {岨Aq) I  ( m] /h)  

0. 8 263 0. 8 278 0. 9 301 

2  2. 5 562 2. '  579 2. '  612 

測 定 点 3  4. 3 775 4. 3 793 ' . 1 780 

4  5. 9 951 5. 5 
9 "  5. '  933 

s  7. 2 1078 7. 2 1076 7. 0 108ド5

Q c .o. p の聞係式 Q 現高t.' ・岨 Q- 320AP・・1・ Q" 328 .o. P・・"

隙 間 物 性 値

1. '  1 6  
1. '  

n  ( 1 S n 孟 2)

dP" " 1皿 Aqにおける通気盈

3蝿 320 328 

.  (mJ / h )  

他陣問個当面積

212 222 227 

。A=O. 693x 且 { 咽'1

瞬 間 相 当 面 積

1. 8  1. 8  1. 9  

C=- Cl A / S  Ｈ園 ｾＯｲｲｲＩ

.'埋も

出向時の損気回数 ACH (回I hl 2. 7 2. 7 2. 8 

l田" における温気. . mJ / hJ  
(867) [811] I回 11

測定結果

鉄骨・系住宅の気密化した部位の断面詳細図を図 4 、 5、 6 に、測

定結果を表 2に示す。この住宅の C 値は 1. 8て玖池上代省エオ、ノレギ一

基 準 ( 1) ( I I ) 地域に適合する性能てある 。

図 7は平成10年か ら11年にかけて測定した戸建住宅57物件の相

当隙間面積の分布石ナ示したものである 。 1物件を除きすべて気密住

宅と して の性能に適合 している 。そのうち 26%(1別勿件) は2. 0以下

の高気密住宅である 。図 8 は延床面積と相当隙間面積の関係をプロ

ッ卜したも のであるが、床面積の大小が気密|割引こ1i(雑 Fする傾向は

見あたらない。

おわりに

以上簡単ではあるが、住宅の気密性能について測定方法、 iWJ 定結

果を中心に述ぺた。平成11年 3月30日付けの告示( 改正) で気密住

宅は( 1) ( I I ) 地域て守目当隙間面積2.0cm' /m'以下に、( 1II ) 地域以

南で5. 0cm' / m'以下にするものとして全国仕織となった。今後、住宅

品質確保促進法の施行に伴い、 iA. 手持鎖境に|禁lする性能表示の 1項目

として住宅の気密性能が等級表示される ことになると思われる 。省

エオ、ノレギーの存見長からも 重要な項目であるが、空気環境との関わり

からも計画換気を充分考慮した設計が必要となる 。

( なかお U.ごし/秘水ハ ウス(附 技 術 研 究 所 部長)

〔引用文献〕

1  ) 住宅の気密測定技能者養成講習テ キス ト( 平成11年 6 f l  1  n )  

(財)住宅 ・建築省エえ、ノνギ一機椛発行

2  ) 住宅の気密性能試験マニュ アノレ( 平成11年 6 月 1 n )  

(財) 住宅 ・建築干?エオ、ノレギー機構発行

針盤 ザイディンデ 厚 1 6

N  (デラスウール 3 2 K 厚 23 裏打ち)

図 5 外壁断面詳細図

図 E 床および外壁断面詳細図
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室内空気質

上 原 浩 一

室内空気の汚染は、人類が住居に住み、物を燃やして料理をした

り、| 暖を取ることそ党えたH寺から始まっている 。ー酸イり炭素、炭酸

ガス、有機燃焼生成物が発生し、何らかの ｩｾ ｬＡＺｊｬ ｒｲｬｬｾ 害を起こしてきた 。

こうした f/g梁幼質については古くから研究が行なわれ、 測定技術も

軒目; されて いる 。 しかし、 t記丘になって新たな話相留が発生してきた。

住宅の建材 ・家具等から発生するホノレムアノレデ ヒド、揮発性有機化

合物 (V olati le Organi c Compound:  VOC) 等の化学物質による

シックハウスと 言われる健康被害が顕在化し、働結縄問解明、汚

染il民度イ出成イヒ対策技術の町長立と実施が急務となってし、る 。 その前提

となるこれら化学物質の測定技術の概要 ・課題について報告する 。

空気汚染物質

表 1 に1997年に改正された空気制手[1 ・術生工学会の換気規絡であ

る HASS102て" の設言|吉凶IQJ;A度を示す。 ここでは、新たにホノレムア

ノレデ ヒド M志揮発性有機化合物 (T VOC) の値が W H Oの値を基準

に示されている 。1996年に建築省等 4省庁合同で発足した鑓政住宅

研究会が発表した室内空気汚染低減のための佐咲Ｚｊ｛ｾ［距路 ｊ 質は

・ホノレムアノレデヒド、 卜ノレエン、 キシレン (3物質)

・村 4保存剤( 現場f但: 舟j ) 、可塑斉IJ 、防蟻剤 (3薬剤J )

の 6 つで、広義の V OC( V V OC、V OC、S V O広 P O Mの総称)

である 。全て住宅室内の発生盆が多 " t  r司11寺に側部i開 片 浦i念され

る物質である 。

ホルムアルデヒドの測定法

ホノレムアノレデ ヒドは 1997年に厚生省が室内の濃度指針値O.l mgj

m'  ( 司Oppb) 幻践したため、最も注目を集めてし、る 。合板、パー

ティクノレボー ド、枇捌坂等の木質系材料の接着剤からの発生盆が多

いことが指摘され、社会や業界の ｾＡￍ Ｑ い要請からここ数年で木質系材

河弘

仁③

DNPHカートリ ッジ

検 知 管

空気質測定( 上 ・検 知 管 ポ ン プ 下 。DNPHポンプ)
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表 1 室 内 空 気 汚 染 の 設 計 基 準 濃 度 ( HAS S 102)

汚染物質 設計基準濃度

二酸化炭京

1000 p p m ( 総令指標)

3500 p p m ( 単独指標)

一酸化炭素 10 p p m 

浮遊粉腹 0. 15 mg/ m'  

二R変化炭京 210 ppb  

二酸化硫此 130 ppb 

ホルムアルデヒド 80 ppb 

ラドン 150 8q/ m'  

アスベス ト 10 本/L

総部先住布機化千干物

30 0 μ g/ m'  

( TVOC)  

料の低ホノレムアノレデヒド化が大 ｉｾ ［ｔ［に進んだ 。 また ｊａｓ 、 ｝ｉ ｓ の表示

基準 (F 1 - F3、EO- E2) が異なる こと や、現実的で刀い基準になっ

た ( F3喰板の生産量が Oになった) ことから 2000年春に対象製品を

含めて J ASの大幅改定が予定されている (F c O- Fc2表示になる) 。

ホノレムアノレデヒドの簡易il[l J定法としてはキ釦也紙法、 t食主官官; 法、低

屯位屯解法、化学発光法、 l吸光光度法等各種原理による方法が数多

く発表されている 。湖|伝主将i度の安定性、コスト及び化学分析の専門

家てな い人が実施する こと を考慮すると、』鉱官管による 濃度のil!l J定

石僻忍カ ￬ｬｊｾ 実 的と 考えられる 。 ただし、検知管でも類似成分の ｬｩ 郷平てや

iW陀値が変化し、特にアセトアノレデヒド濃度カf相対的に大きくなる

場令には十分注立する必要がある 。

ホノレムアノレデヒドの精密iHl J定法としては ]I SK3003 ( 排ガス中の

ホノレムアノレデヒド分析方法) を準用してし、る 。大別するとホノレムア

ノレデ ヒド を溶液に吸収させる労法と ( AHMT I 吸光法、ク ロモ卜ロ

ーフ1交l吸光法) と、 l吸着剤を合浸さえたカートリッジに l吸収させる

方法 (D NP H法) がある 。現場ていのサンプリングの容易性から

D NP H- HP L C法カ匂必主流になっている 。 これは D NP H(2，4-

ジ、ニトロフェニノレ ヒドラジン) にホノレムアノレデヒ ドを捕集した後、

DNPHカートリ ッジ

( オゾンスクラパー付)

v oc 吸着管

( T E NAX 管)



アセト ニ トリノレて1容出して HPLC ( 高速液体クロマトグラフ) で定

量する方法である04鯨官官: も DN PH カー トリッジもともに現場で

比布をポンプて取引して測定するが、中Ａ神 ｩ 法 ｬ 訂正面坊 Ｚ ｾｬｾ 職能力 ｦ 必要

になる 。

V O C、T V OC の測定法

各手到京毛瑠現IHにこよる筒易i!淑測!l山則[1川IJ定i器t得号も発売されているカがf、ホノレムアノレデヒ

ド主Uニlこ簡易i!ll J定は難しい。il [l J定目的をよく検討して使用する必要

がある 。VOCの精密分析法は、 l吸着剤 ( TENAX、i丙肋実、専用

l吸収斉IJ 等) に一定il; の室内空気を吸着させ、 GC-MS( ヵコク ロマ ト

グラフー質盆分析計) てや定祉 ・定性する j 刀去が一一般的である 。キャ

ニスタ ー という専用捕集界記号で空気を: J iJ l 集して分析するブ了法もある。

またサンプリングに技術がし、らない方1法として捕ま長バッグを使用す

る方? 去もあるが、バッグへのl吸着の恐れがあるので、短時r: 日のうち

に分析ー器に導入する 必要がある 。

T VOC はすべての VOC の総和であるが、厳密に測定分析する

には専門的な設備、技術、 l侍1m (一般的には尚額の費用) カf かかる。

そのため、主要な成分( トノレエ ン、キシレン等制封Ju 以外は全て

トノレエ ンと仮定して定fii する方法も現実的な手法としてよく行われ

ている 。T VOC を室内空気の汚れの折原ーとして考える場令には こ

れでL 卜分と考えられる 。現荘厚生省が VOC についても室内指針イ直

を検討しているので、基本的には俄羽田舛 ｊｽｾ の懸念される ｖ ｏ ｃ の低

減化 を早急に検討する必要がある 。

サンプリング条件と濃度評価

ホノレムアノレデ、 ヒドのj出! 立は加支、温度、換気i辻、換気後の閉鎖 時

GC- MS 

間等のサ ンプリング粂件によって大きく変動する 。 そのために客観

的に詞制するためには室内の環境粂件を一定て測定する ことが必要

となる 。すほ ISOカf標準的なサンプリング手法を検討して近 〈決定

しようとしている 。 この案て1刻印立が定' ，! j f ; になるため に換気後 8時

IlI民L上 ( ーI挽を推奨) 閉鎖してからサンプリングする ことを原則と

している 。 この条件は入居後に測定するには難しし、( 居住者がいて

はいけないので、居住者の負担が大きい) し、外界条件( 温度や風

向 ・風速) によっては必ずしも閉鎖時間だけて定常状態にはならな

い。 このため、閉鎖 5時間五U二て、守二後 21時前後に測定するほうが現

実的てよいとして いる測定例も多し、。 また、温度条件によっ てホノレ

ムアノレデ ヒド濃度は大きく変化する 。気中濃度は 5

0

C温度が上がる

と1. 5倍、 100Cで2.3倍になるとの報告があるへ このように温度に

よって大きく変化する濃度を何度の11寺の値て清明 するのか、温度補

正をどのようにするのかについても まだ定まって いなし、。室温
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C、0.5m: J の換気条件下で評仰liすると発表 している住宅会社もあ

るが、まだ完全に コンセンサスが得られてはいない。

今後の課題

ホノレムアノレデ ヒドの濃度は測定時の温度、湿度、換安直によって

大きく変動するが、現実には換ラru止をallJ 定する ことカ灘い、。 しか

もl滋密にいえばilll J定時の換気量が必要 になり、粂件と してはさらに

困難になる 。 また、 ホノレムアノレテ1 ドの特性として他の建材表面に

l吸着し、それが再放出して濃度に大きな車先主を与える可能性がある

ことも報告されている 。 こうした結果としての濃度を E のように評

価するべきか、今後の大きな課題 t 考えられる 。

VOCの発生註も ホノレムアノレテ、、 ヒドと同様に温度 と換気量等の影

響を受けるが、同時 に経|時履歴の2持 拘 吹 き い こt に も注意する 必

要がある。極端に し、うと i!l IJ定した 日が違うだけでまったく異なる値

を示す こともある。それだけ急激に変化する (→ l量的に は減衰する)

のて予 ｬ Ｇ 側 も要 ｦｦ ｾ しいといえる 。 ｗｈｏ の ｔｖｏ ｃ の方、イ ド ライン イ 直

300μ g/m' も原則 として新築時の住宅を対象とした1ifi てーはないとさ

れているが、建物 ・建材からの放f技量としては新築入居前しか測定

できな いのも現実である 。 こうした調理に対しては物質 ごと の経時

履歴を把握して個別に評価するか、測定事例の蓄積によって総合的

に評価する必要があるが、 iwJ定法の難しさがここ でもオ、ックとなっ

ている 。

( うえはら こうじ/ 紛ノドハウス(仰 技術研究所)

〔参考文献〕

*  1 ホノレムアノレデヒド の 気 中波皮 のカーイドライン対策 井 上 明 生 木材工業

VoI. S2， No.1.l 977 
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床衝撃音

森 本 三 男

はじめに

今年は建築基送局去の改正とともに、品質事fr M剥足進法の制定に伴う

性能あ利，IJ 度が始まる予定である。同表示制度では、 9項目の表示

が考えられているが、音響性能については選択項目となって，' 7 . : >。

しかし、音響性能は現在、集合住宅居住者の関心も高〈、将来的に

は予測IJ 中15度の向上が確立されれば、必須項目になることも充分に考

えられる。

本稿では、音響性能の内、床衝撃音性能を表示する上で、 毛 ｾ状の

問題点について述べることとする 。

現状の測定規格

床衝撃音に関する 測定法につ いては、JI S A  1418 ( 現場の建築物

における illl 陀法) 、および JI S A  1440 ( 床イ土上げ材の床衝撃音 ν ベ

ノレ低減性能の実験室iftl J定法) に、 それぞれ. j ; J Z定されている 。 これ ら

は上階に街撃源となる音源がある場合における階下の現場のj新阻害

音レベノレ、および、実験室における コンクリ ート床版上に施工される

床イ:1ゴニげ材単体の床衝撃音レベノレ低減量、 それぞれの測定方法が述

ぺられている 。

ｊｩ ｫ 終 的には、現場における床構造 全体 Ｈｾｉ 昼休Ｋ床 イ 土上げ、材Ｉの床

衝 撃音 レベノレ空間性能を求める ことになるが、コンクリ ー 卜系建物

においては、構造A巨体と床イ土上げ判を分離させて、各種の組み合せ

について予測しよう t いう考え方がある 。 この場合の算出法を以下

に示す。

L = Ls - /::'L 

= L s一 ( Lo- L
1
)  

ここに、 L 床 街 繋7T レベノレ推定値 ( dB)

L s 現場における コンクリ ート 床版ぷ而の床街聖書音レベル (dB)

d L ・実験室におりる床仕上げ材の床術務11'ν ベノレ低 減 量 ( dB)

Lo  コンクリート床版 ｾｾ￬ｩ 而の床 Ｑｆｔ 務 Ｑ ＧＱレベノレ Ｈ､ｂＩ

L ， ・床仕上げ材1 M工後の床衝務-fi 'レベノレ (dB)

上記方法にて推定する こととなるが、 性fiE表示をする場合には、

実際の現場性能との整合が問題となる 。

二種類の実験室

前項の躯体と床1: I : : J ニげ判の組み合せによる予iWJ精度 における問題

点 t しては、 ω巨体音響性能の現場実iH l 胞の碓立分布の把握、②床

仕」ニげ材のj末街撃音 レベノレ簡戚:1生fiEを求める場合に、実験室の床版

端部納まりも含めた現場建物との整合、および床材の施工バラツキ、

τ与が考えられる。
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上記①については、実i知庁、ータカミ事積されればバラツキの把握が

可能となるため、新工法床等のデータが少ない場合のみが問題とな

る。②については、 ] IS A  1440に測定法が規定されているが、この

ドの実験室については、現在、これまで使用してきた残響室、 およ

び IS O規絡に対応する箱形実験室の両方が該当する 。これら 二つの

実験室の違いは、床材ーを施工する コンクリ ー 卜床版の設置か法カ宮崎

本的に呉なる ことである 。図 1 にその詳細を示す。

際根太固定用

木枠

実験室鑓体

[f長響室における試験H 11末版設ri T状況]

1  1 4 0 0  

断而 l立l

5 4 0 0  5 4 0 0  

(受音霊) 慢音望。

(  S = 1 9.44ni )  ( S = 1 9.44ni )  

(寸法単位 m m)  

｛ ｒｃ ｾ 笠式情巡幸 ￭ Ｇｪｾ［ￆ験室の概要 ｝

( 11 本企J ! 築総令試験所)

図 1 二 種 類 の 実 験 室 に お け る 試 験 用 床 版 設 置 状 況



期に創設したものである。燐 t室てやは、誠実用床版はゴムを介して桝造躯体と側] りされ、

単純支持てあるのに対して、箱形実験室IJ : 床および壁が鉄筋 コンク 現在、性能表示に向けでは、 JI SA  1440の実験室測定法にも細か

いlfi lJ 限を加え、限定した試験方法が検討されている 。すなわち、床

仕上け‘ 材の平野Hによってはキ制限実験室を用い、 jお材端措11は現場納ま

りそ 一 再現させた上て、のｦＱｩｾｾ法に限定される棋慌てある 。 そして、

リー ト造の→本構造となる 。 これら支持条件の異なる コンクリ ー 卜

床肱仁に床仕 上 ｾｲ 材を施工する こ ｴ になるが、床衝撃音レベノレ ｦ 馴

量の表れ方については検討する 必要がある。

予

」

れらに基づいた結果をもって、言刑附判定される ことになるであろう 。

床仕上げ材の低減性能の表れ方

おわりに
前記二つの実験室を用いた各種} 利土t l fキ4の床衝撃音 ν ベノパ副長

五L 七、簡単て1まあるが、応材の手重類によっては異なる実験室を用性能を上国交すると、厚みの薄い直張り防音木質床 lこついては二つの

ひいては、

この違いが責主主冬的な推定精度にも大きく影響する ことを述べた。

住宅購入者は本来、「躯休+ 仕上げ材J の床構造全体を介する床衝

撃音レベソレ空間性能を知りたく 、 そのための表示を望んでいる 。従

って、 この表示に向けて、極力、予mlJ 値 t 実iRl J値を整合させるため

の手段を選ぶ ことが重要てあり、今まさに、JI S規絡の中でもさらに

制限を加えた試馬交法の導入がされようとしている 。

いた場合、床衝撃音レベノレ簡戚性能の特性に誤縛1を与え、(図 2参

照) 。しかし、 二重床については、同一床材を実際の R C壁式構造建

物 ( 図 3 参照) に施工した場合を含めて比較すると( 図 4参照よ 重

量衝撃の63H z 帯域の特性が大きく異なる。すなわち、残響室では

+ 7  dB 程度改善されるのに対してキ副長実験室および現場では - 2

dB 程度となり改善は見られない。実大建屋 に近い箱形実験室の低

減宜持性カ望見場データに良〈合う ことヵモ判る 。

実験室において、重量 ・軽量街撃ともほぼ同一傾向となる

環境試験室主査)
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1  ) 森本 各積仕上げ材の現場および実験室における床街繋fl : レベル低減盆

:Pr響技術 nO. 95 1996年 9 Jl

2  ) 森本 新形実験室の床術黙ffillll 定法について

青年手技術 nO.105 1999"F 3  }  I  

みつお/ ( l I . j ) 日本経築総合試験所(もりもt二重床の現状の試験方法ては、残響室においては府械情1Iは前出

図 1 の木製拒と床材を縁切り施工し (10mrr可塑支の隙間) 、自由端とし

ているのに対して、箱形実験室および現場では木製際線太を凹周に

取り付けて端部を固定している 。 この端十昔日固定方法の違いによる影

。0 残響室 (際線士宮 し)

一 ・ 箱 形 実 験 室 - r  
ロ ロ 現 場

ノ
4  

J  

/イV  

v. 
￥- - ;  

[ 曜を1止術咳]

t_t  

60 

響が、重量街撃の63Hz 帯域に約 9 d Bの差となって表れたもので

( 残響室てや四周際恨太固定した場合には、全周波数帯域にわた

って大きく性能低下を引き起 こす ことカ可儲忍されており、試験法と

ある

50 

しては現実的で万ぃ) 。

また、建物竣工時の尉i冬的な床衝撃音レベ、ノレ空間性能てやは、一般

的に 63H z 帯域て九|全能決定されることが多〈、同周波数J市城の低減

n

u

n

U

 

A

句

、

》

床

衝

撃

音

レ

性能の差は、そのまま推定精度に大きく b洪型する ことになる 。従っ

て、現場生能との整合を図る場合には、特に同周波数Jf ij域における

実験室の床材低減性能の精度向上が強〈望まれる所以てある。当所

これらの要望に応えるべく、市街支の高い推定を得るための試

〆、c

' " 20 

低

減 10

量

(d B)  

。

て。は、

その結果、 実大 建屋を模した年前 ｦｾ 実験室 を早験法の導入を検討し、

60 

4k 125 250 500 1  k  2k 

オウ合一ブ帯域中心周波数 (Hz)

- 10 

63 

j レ 10

低

減

量

(d B)  

- 10 

63 

40 

床

衝

30 

撃

音

レ 20

，、c

g

D
回

∞

円

ベ

ラ

ン

ダ

ーーーー・ ーーーー- -

・ー・ーー・ ・・ーー・

f下積

( 試験体施1 : 附所)

50 

床

衝 40

撃

音 30

レ

べ

20 

'" 
低

減 10

量

(d B) 。

[ if( i止衝撃1

125 250 500 1k 2k 

オウ合一ブ帯域中心問波数 (Hz)

。

25  

二 重 床 の 低減量比 較図 4現場の平面図 (RC壁式構造)

3000u 

図 3

125 250 500 1k 2k 

オク空ーブ帯域中心周波数 (Hz)

直張り防音木質床の低減量 比 較図 2



11111111111 測る 11111111111

界壁の遮音性能

和 木 孝 男

つ壁について表示する制度になっており、表示の基準となる性能は

実験室における音響透過航失値である。

ＡｊＱＭ 壁の遮音構造は ＱＹＷＲ ｾ ｆ に個別指定が開始されて以来、 ＲＰＰＰ 年ま

でに約360件カ苛旨定を受けている 。 この間に遮音性能はめざましい

向上を? とけ、た。図 2 1)は事!1立の平均透過損失 (125，500，2000Hz) と

面密度の年代変化を示したものである 。図 2から、 1988年度以降か

ら遮音| 生の向上が顕著であり、 1975年頃の平均透過損失45dB に比

べ平均50dB程度へと 5dBの向上がみられる 。遮音性能向上の主な

要因はq遊休の面密度の向上② 単層壁から多重壁へ③二重壁の間柱

が共通間柱から独立間柱へ④二重壁の中空昔日への針頃材の充填も

が上け‘ られる 。 これら の工法の基本は音源{ J l I 陛面の振動を受音作11陛

而に伝わりにくくする出印象よ法である。医12 には一般断面の面密度

が111'記さ れているが1982年まてやは遮音性能の向上に伴って蘭密度

が増加する傾向が見られるが1983年以降は面密度が小きくなって

いるにもかかわらず逃汗| 企能は向上しており、これから手掛象工法に

よる軽くて遮音性の日い壁の開発が進められたことがうかがえる 。

界壁の遮音性能の向上

はじめに

本年は建築基語句去の改正 t 共に品開制剥佐進法の制定 lこ伴う建物

の性能表示制度が開始される予定である 。同制度において音響性能

については選択項目であるが、集合住宅の居住者にとっては最も関

心のある項目の一つである。本稿て" は音響性能のうち界壁の遮音性

能を表示する上で、現状の問題点について述べる 。

界壁の遮音性能の実験室測定方法

界壁の遮音性能は建築基当地第30粂の 2てい「長屋又は共同住宅の

界壁は、政令て定める技予防叫主lこ従って、遮音上有効な栴造としな

ければならない」と定められている 。 そして建築基当増施行令第22

粂 2 に、界壁の持つべき遮音性の下限25，40，50dB( atl25， 500，2000 

Hz) を定めており、 この性能を認定するための試験は建設省告示108

号に基づく実験室における音響透過損失前検によることになって い

る。この試験方法は JI S A  1416-1994に込時Eしているが JI S A  1416 

が2000年に改定されたため、近くそれにともなって改定されると思

われる 。 これ らの試験方法は図 1 に示す様な音響的に品色縁された 2

現場における遮音性能と実験室における遮音性能の関係

現場で界壁の遮音性能をiWJ 定する際には、 JI SA1417に基づき室

間音圧レベノレ差 ( D) を測定するが、 実験室てやは音響透過損失値 (TL)

をil¥l J定している 。 この 2 つの値の関係は(1)式 2)によ って表わすこと

つの残響室の聞に界壁を施工して音響透過損失を測定する手法であ

る。実験室illiJ 定では界壁四周のシーノレなども十分j I 寺聞をかけて施工

され、スイ ッチボックスや貫通孔等の音響上の弱点音11位もなく砥想

的な施工状態て測定を実施しているといえる 。性能表示制度では界

地の遮音性能は告示108号に基づ く指定の下限性能以上の性能を持
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における壁の取り付け状況
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客 m 途 ＨＱＩ式首ｾ 2  f j ' [ による補正値 ＨＱＩ式首ｾ 2 m、百; 3項による補正値

ホ テ ル 客 室 - 1 - ー2 1 - 4  

和 ヨ主
。

3 - 5  

j，lH 半 住 宅 洋 室 ( 床 紋 盤 )

1 - 2  4 - 7  

J長 =豆

集合住宅洋室( フローリング) 3 - 5  6  - 10 

ができる 。表 1 2) に(1)式の第 2 、3項の概略的な補正値を示す。これ

により現場における遮音性能射能定できる 。

D = 江 一l 陶 i-zω ω  

ここで、 D 現 場 で の 巡 苛 性 能 ( 筆 Jll]音圧レベル差) ( dB)  

T L  実験室での音響透過おi失 値 (dB)

s 材料面積 (m' )

A 受音室の似苦力 (m' )

泣￥: 材料及びそれを取り巻〈条例等による補正値 ( dB)

① 音場的要因( 背i原案、受苛室ともに完全拡散管場で

ないこと)

②測定誤差

③イJ! tll 路伝搬1Tのi必料

④ ｽｩ 包工誤差のｾ悶によ っ て発生するバラツキ

現場における界壁の遮音性能測定例

図 3 は当] ifrで現場測定を行った独立間柱型乾式二重壁の実験室に

おける 音響透過損失値である 。透過損失値を D 等級線で' 評価する

とD55等 級 封筒たしている 。この独立間柱型乾式二重壁を図 4 に示

す様に某集合住宅の同一階の 2D K 3室を 4 D K 2室に改装するた

め、 図 Ｕ に示す様に ｴｾ Ｚ Ｑ 間 住戸のスラブ ｴｪ Ｍ ｉ 央に ｉ ｉｬｬ仕切り壁として施工

したところ、実験室での遮音性能が得られなし、。 そこで版図を探る

べく illi l定を笑胞した事例である 。

この壁を挟んてやノカレ コニー{ J ! i lの 2 室111] の遮音性能は D 40干由主、同

線ーにこの壁を挟んだ廊下{ J l i lの 2 室問の遮音性能I:;J: D 30程度であっ

た。 いずれも窓及び玄関扉からの1J l i J l 附封般カ f}_ f f i 固と考えられた。 そ

こで図 4 に示す様に窓及び玄関扉からの側路伝搬の忠洋怜なくすた

め玄関{JlI J t 窓側に間仕切り壁を設け乾式二重壁のみの遮音性能を ifli l

定した。図 6 の0 . 末商シー ト無し) にその結果を示すが、 D45干到支

表 1 概略的な補正値 ( dB)

独立間柱製乾式ニ霊援

304住戸 303住戸

図 5 独立間柱型乾式二重壁の現場

スラブ上での施工状況

図 6 独立間柱型乾式二重壁の現場における遮音

性能( 床面アスフェルト系シート有り、無し)図 4 独立間柱型乾式二重壁の現場施工例

て、あった。さらに床面からの個体伝搬音の話先手が考えられたので床

面をアスフアルト系シー トてー覆って再度測定したところ図 6 の( 床

面シー ト有り) の測定結果の遮音性能の上昇が見られた。 この結果

から壁の遮音性能の低下の原因のーっとして床スラフーからの固体伝

搬音の寄与が明らカ、になった。

現場における遮音性能維持のための留意点

実験室て

は、上述の窓やドアカか3 らの{ !側!!則!IJ 路伝; 搬A般主音、床スラブ等からの佃体イ云搬

音のＱｲｾ竿 ＱＱ のほかに界壁面へのスイッチボ、ツクスの設置や界壁貫通 孔

のE倒 l また、界壁四周のシーノレの不足等が上げられ検討が必要であ

る。 さらに、施工仕掠が現場て容易に再現できる胞工方法てあるこ

とも重要である 。

おわりに

界壁の遮音性能について、界壁の遮音性能の向上の要因、界壁の

遮音性能の実験室でのil¥l J定値と現場てゆ測定値の関係及び差を生じ

る要因について述べた。居住者は性能表示された実験室てゆ遮音性

能力宅見場て平平見されることを望んでおり、試験機関には実験室測定

において現場での施工を再現した測定を行う こ とが、住宅をｾ合す

る側には実験室での性能を再現する努力が要求されている 。

(わき たかお/ ω 円本建築総合試験所環境試験室主査)
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地盤調査と計測

辻 本 勝 彦

はじめに

建築構造物のための地盤守司査は、品研i ↓学的なものではなく、プロ

ジ‘ ェク卜の計画、設計、施工を合理的かつ経済的( 近年大きなワエ

ートを占める) に行うために実施するもので、当然、調査は建設予

定地で行われる 。訓査の主 目的は顧客が要望する建設蜘也の地樹幹

成と地盤の工学的枠性を明確にし、得た結果を設計と施工計画に利

用しやすいようにまとめ ・報告することにある 。 また、調査を効率

的に遂行するには、 設計 ・施工の各担当者 と紫密な連絡を取って進

めることが重要であることはいうまでもなし司王である 。

きて、地童相司査には、数多くの種類の調査方法があり、現在も新

しい手法が開発 ・提案されている 。 これ らは、その目 的によ って、

地盤の硬さや締り 具合、変形、水圧や透水性、 地盤の振動などを illi J

って い る ( 表 1参照 (1) ) 。 ここでは、すべての調査を紹介すること

は、紙面の都合上無理であることから、建築のための地鶴岡査で品

も良〈利用される標準貫入試験 L 施工時から施工後に実施される

地盤変形の測定( 動態観測) について紹介する。 また、最後に品丘

の新い、調査方法についても少し述ぺたいと思う 。

標準貫入試験 (2)

一般に、地虫許凋査では、: l : t l ! . 層構成と各地j曹の工学的性状を知るこ

とから始められる 。標準貰入却設は、この両者を同時に満足できる

試験法てゃあることし試験法が比較的簡単で、ある 等の理由から、広

〈手l聞きれており、今後も地盤調査の主体をなす調査法い、える 。

この試験は、ボー リング孔の孔底を利用してボーリングロッドの

先端に取付けた専用サンプラーを地盤に11入させる動的サワンデイ

ング法の 一 種である 。 ｦｪ ｖｾ 主は、 ｊｉ ｓ A  1219にがむ|各化されている 。試

験より求まる N 値と土の種類から、 表 2 のような数多くの事項を

推定した り、算定する方法が提案されている 。 これも、 この試験が

用いられる理由のーっていある 。

N11直は、ボー リンク守uまを利用した試験であることから、ボーリ

ング工の技量によって、その値に当然変化が生じるが、 ここてやは正

しく N 値が測定されたものとして、 N1i1直を利用する上での問題点

を述ぺる 。

試験区間で土層が変化した場合

N イ直1;): 、サンプラ ーを30cm貰入させるのに必要な才担磐田数てある

こt から、 30cmの範囲で土層が変化した場合、各土層の N 値の再評

価が必要となる o ...例 : N値と粒度副験の結果を用いて、液状化の

判定を行う場合などは、 N 値を機憾的に用いることは避け、 N11直の

評イjUiを必ず.行うことが重要である 。

28 建築と社会 ・2000. 5

地層に大磯や玉石が混入する場合

試験に用いるサンプラ ーは、外径が51mm、内径35mmて、ある ことか

ら、砂喋地盤で大喋や玉石カ f地盤に含有されるような地盤では、 N

値が過大に測定されることが多いので、このような地盤で N 値を

用いる際には、 N イ直を再詞刊日目する必要がある 。 このような場合に

は、 N 値の内訳( l Ocm侮のす担磐田数) などを考慮して N 値を補正

することが重要である 。

この他にも N 値の利用に際して問題点はあるものと考えるカミ

N 値を利用する立場から 言 えば、近隣のボーリングデータとのよ凶変

もN 値を詞刊而する 一つの手法である 。 また、 N1i aをiWJ 定する場

合、モンケンを 63. 5cmの高さから自然落下させて、サンプラーを打

ち込なのが基本であるため、モンケンの落下には“ 自動モンケン"

や“ トンビ" を用いて行うことが犬切である( コ ーンプー リ一法は

避ける) 。

地盤変形の測定( 動態観測)

変形を考慮した設言-1ーが今後増える環境のもとで、建築物の品質を

保証する立場に立てば、地盤調査で得 られた土質定数( 地盤モデル)

と土質理論や経験式を用いて求めた地総の挙動の予測を検証するこ

とは、今後益々重要になるものと考える 。

建設工事においては、地盤変形のi!¥l J定は、施工中から施行後に建

築物や地盤などの挙動を経|時的に測定することであり、若令埋立地

や軟弱地盤における構造物や地盤の沈下i l ¥IJ定、掘削現場での山留め

牒の変位のifll J定などがある 。 これ ら測定の多くは、工事の施行守安

ぺこ行うために実施されるが、 iRI陀テ守ータを逆解析して、土質定数

を再評価し、予ifllJ11直の精度を向上していくことも場合によ っては行

われている 。 このようにして行ーわれる施工は' 情報化施工( 現場計調IJ

法) とH乎ばれ、必要に応じて、地盤の挙動をチェックする目的てや地

盟主i'Jli J査が行われる (3) 。表 3 は、建設工事によく行われる計ifll J項目と

そのill lJ 定苅法を示したものであるが、計il¥l Jにおいては、いずれも共

通していえるのは、 il¥l J定の基準である 。例えば、山留めの変形は、

傾斜計て測定されるこ t が多いが、その場合の基準点は、測定管の

最下端となり、層別沈下計の場合も最下端の沈下計( 又は沈下京子)

が基準点となる事が多い。つまり、 これ らは、相対的な変位を計ill l]

していることになるので計illlJ 値の解釈を行う上で、 iff lJ定のる凶主を確

認するこ t が重要である 。 なお、計illi ]の原点は、現場におりる技術

者の観察てある 。近年、計調1]機器の発達によって、計器を設置すれ

ば、自動的に計測が行われ、場合によっては、現場に居なくても地

盤の挙動を知るこ t が可能になりつつあるが、特に、現場技術者は

その言lilllJ11直を現場にフ ィードパックして、計調IJ 結果 t 実際の現象を



表 1 現地における主な調査、試験、計測のいろいろ

目 fI' .J 調 査 試 験 の 名 材 、 備 .Jj 

サプJ ボリl  

機械ポーリング

土のポーリングとコアリング

土試料の匹 ノ、ンドオーガーポーリング

人 )J によるi主いポーリング

jl 5  A  1219. 試料採取

接観察

グンリ 7  とン

標準l ' t 入試験

地盤断面の肉眼観察と試料 ｪｾｬｻｾ
テストt _ ' .，トとサンプリング

主として乱さない試料の保1担

地主主情造の 探査と 地表物理探査 地m探資、電気探査など

1m被調査 検問 孔内物理検M 電気検版、開性I庄速度検Mなど

動 的 線 機11 : 入試験 上記参，I! 明。l ' t 入抵抗測定。

此 入 動的コーンl ' t 入試験 l' t入m抗の述統測定。

土の強度J R

オランダ式二 i I l 管コーン11:入 jl 5  A  1220 

ｾｉｩ Ｈｩ の測定
的飾

試験 貫入測定の述絞測定

と地1i 1t 拝成

スウェーデン式サウンディン jl 5  A  1221、軟弱地盤J l j

の判定 l't 

入

グ試験 l' t入 jl l : 抗の連続測定

式
ポータプノレコーンJ ' t 入試験 軟弱粘上向き簡易1 1 : 入試験

電気式静的コーンJt 入試験 l ' t 入測定の連続測定。

せん断強度 せん断 現場ベーンせん断試験 軟弱粘上に適用。ポアホーノレ必要

の測定 ぷ験 ! 京位III せん断試験 岩盤せん断試験が$ い

強度と地主E τ] z 板載荷試験 道路汗lには jl 5 A  1215があり

反カの掴I{ :;E 孔内水平紋荷試験 水平反力係数測定。 ポアホーノレ必要

透水係数の 製品』透水試験 各種の方法あり。ポアホール必要観測

測定 t品水試験 j十を!)!.lす。大規模試験

水圧と地下 ノド 圧

n日隙水l Dj ' iUll 定 作ＮｦｩｔＡの計総あり。ボーリングをｾすすー

地下水位祖11定 シング式

水流速の測

{  正

流 速

単弁式洗向i車速捌I{ 定 最近開発された。数種あり

観測 )1' 式流向琉速測定 トレーサーの到達時1m測定

阪位置土の 現場密度試験 砂置換法( J 15 A  1214) ほか.

曹i皮と水分 放射能検府( 密度検防、水分検府) ポアホール利用

ｩｾじ ｆ
沈下板計掴I{ レベルによる測定

地主主変形の
府知' J i t -Fa{羽II :;E 数種の方法あり。ポーリングを2 ' . . ' す

測定

変 形

地表変{ 立測定 変i立杭測定、伸縮計測定など

地中変位測定 パイプひずみ計、孔内傾斜計など

微少ひずみ

域の Ｕｪｾ 性特 P  5i 庄速度験用( 干し内検府} 動弾性係数、副Jせん断剛性係数

性、 J也量生首長 常時微動測定 l司有間期頻度、周波数特性祖II :;E

到月: ト性

そ の 他

現 場 CBR 試験 路1末、路盤の原位L l l 強度調I{ 定

腐食住試験( ローゼンクイスト法) 地 '1' 鋼材の腐食率推定

表 2 N  fl 直 か ら 土 性 を 推 定 ま た は 算 定 さ れ る 事 項

砂賃上および砂質地主主 粘性土および粘上ｾｾＩ也悠 一般的な地態として

0 柏戸，t，WJ< Oコンシステンシー 0 支持府としての適性

0 内部l官僚1' 1 0 一軸圧縮強さ 0 7イのJ ' t 入の可能性

0 沈下を考慮したときの ( 粘者力) など 0 矢板の貫入の可能性

地主主の詐務支持 )J 0 軟弱府の発見

OJ也悠の支持 )J 係 数 0 スベリ破喫而の推定

ounゲキ比 0 地盤改良効果の判定

0 液状化の判定 など 0 掘削方法の験討

0 地盤の極限支持) ) など |  

0 7イの鉛[ 庄支持) )

0 7イの水平変位

0 鉛直方向の地豊富反力係数

0 水平方向の地盤反力係数

0 変形係数 など

tH典 上 'lH左礎工' 下ライブラリー 4 r上質試験結果の解釈とその適用例」 上質J : '戸会

表 3 よく行われる現場計測例

計測する変i i l : | 則違工本 J{ 描IJ }J 法

J自削 lまl倒 ・情 造 物 の 沈 下 J¥il 間11 工 担4 f止

地 表 l而 の 沈 下 持; I'f ll 工 事 、 ト ン ネ ル 担4 i L 事l' 紛

地 表 l師 の IJ!l I ) ; 移 動 掘削! ) J :  <炉 、 杭 工 '1> 担。 ftt 

I也量生 l勾 の 側 ) ; 移 動 J官 1111 I  
，(>  傾 斜

j也 下 ァド {立 畑町11 工 事 、 切 . ｾ見上安定 観 訓リ )1' 

地 盤 内 の HH 隙 水 圧 盛上、軟弱地盤の建築 ｛Ｇ ｉ ｾ ピ エ ゾ メ タ

構 造 物 に 働 < WJ 隙 水 圧 機 空E
←E  lJJ  ピ エ ゾ メ ー タ

杭 に 働 〈 荷 m : ｾｩｴ＠ 基 礎 ロ セ ノレ

切 L誌 に か か る 力 姻 円。 工 '1'  
ロ ド セ Jレ

ア ー ス ア ン カ ー に 働 く 1 J J組 自1)
工 '1"¥ 

y  ー，

ヤ
。y

キ

Ｚｊｉ Ｑ ｾＱＡ＠ 現場技術おのための軟弱j也豊富対策J :l l>ポケ y トプ，7 : 山海世

石信忍する姿勢を いつも持ち続ける こと が 犬切である。

最近の調査法の中から

近 年 、地 盤司王 ｬ 査の分 野 でも、 屯 気 的 な装置を 月れ、た￬ｒ ｬ ｬ 定機株が ｉ ｾ ｆｉ

発されて し 、る。 ここ では、電気式 ｩｾ ｻ ＨｴＨ ｻ 句 コ ー ン員入試 ｬ 験 と ｇｐｓ を用 い

た地盤の変位言一l"i ftil につい て簡単に紹介する。

電気式静的コーン貫入試験ω

この試験は、近年世界的に急速な普及を見せており 、今 後我が固

においても、広まって い くものと期待されて いる劃験法である。 こ

のf，i ¥J ，検は、 地盤にコー ンを静的に圧入す るもので、先端抵抗 ・周面

摩擦力 ・間隙水圧等が連続的に測定される。 ti抵では、 地盤への適

用' 性 t 迅速性を向上させるために、大型 トラックに試l投機を搭載し

たり、貫入能力の大きい貫入機が開発されてい る。 この前! 験は、地

盤によっ ては先の棋準貫入f ，i ¥J験を芹J ｾ 、た ボ ー リ ング誹 ｬ 査よ り簡 単で

経済的な手法である ことから 、土木分野で液状 化強度を簡易的に評

価するー調査法として注目されつつある。

GP S を利用した地盤変形の計測 (5)

GP S  (グ ローノカレポジ‘ ショ ニングシステム) は、 人二口街星を用 い

た高精度三次元屯汲:if!i l量システムであり 、米国が主に軍事目 的で開

発したものであるが、電波の一宮11がーー般にも公開されて お り、専用

の受信機により ￬ ｬｬｩｬ ｩ 止を行う こ とがで Ｓ るよう に なって ｾ ， J.，。 近年、

この GP S を、長大な e切り取り斜而や地すペり 地の変位計il1i 1に適用

し、その有効性カf { l i信忍されている。今後、大王lU却旦立地に おける 地

盤変位のilUl定などに利用されていくものと考える。

おわりに

地盤調査は、それ自体 ri lli l J.， J もので、 そのiJli I定項目や測定方法

は前述 したように多様であ り、 とてもすべてを紹介できなかった。

お詫びす る次第である。また、 紙面の都合で簡単な紹介に なって い

る。さら に、詳しく知りた い方は、参考文献でごE訂頁きた い。最後

に、 地盤を正しく調べ詞制 する ことは、建築物の品質保証の観点か

ら、さら に重要になる こと は間違いなく 、正確 な地蝶情報を得る こ

とが今f括主々大切で‘ ある。

( つじもと かつひこ/ 0拘束 );¥.1わけサーチ| 刻凶支J. 5技術調査部)
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環境振動

阿 部 隆 之

環境振動とは

環境振動とは次のように定義されて し、る 。「段坑振動 u立地盤、建

物など、ある広がりをもって我々を取り巻〈境界の日常的な振酎此t

態をいうものとする 。 したがって、特定の振動原単体や強い地震な

どは除かれるが、広義には合めてもよい。 また、建築城境振動と し

て空間的に限定される ことも多い。J

図 1 に地蝶および建物内で発生した環境振動が伝搬する様子を示

した。建物外部の地盤上てやは自動車あるいは列車などから発生した

振動が広い範囲に伝 ｴ￟ｾ する 。 また、大型設備樹成建設工事に伴う

振動な E も地盤を伝わり建物内へ伝搬する 。一方、建物内に目を向

けると制市樹戒をはじめとしてJ樹統制反動が多くの振動を発生してい

ることがわかる 。建物床では人間が歩行しただけでも大きな振動を

発生し、人体には知党されなくても上下階へ伝搬し精密樹成などに

振到nl:草害を起 こすこ とがある 。

環境振動では こうした振動の伝搬するメカ ニズムの解明や振訓埠

害の原因追求、大慌の検討など、振蹴H l J定に関する ニーズは多方面

にわたっている 。

環境振動における測定の留意点

環境振動においては地盟主ヒや建物! 末、欄脚何本など、目 的により

様々 な; 場所を測定するが、 ここ では主! ! 物床のifllJ 定を対象とする。

2提抗振動のiJli J定 には様々なタイプの振到扇十があ り、測定対象 とす

る振動制随囲や振l陥レベソレなど ijjlJ 定目 的により信組のおけるピック

アップを逃走する 必要がある 。測定する振動の物理主は、変位、速

度、加速度てや示され、環境振動てやはその単位として変位振| 隔は μ m、

速度振| 隔はcm/ sec( ki ne : カイン) 、力J ] 週日主振IP高はcm/ sec
2

( Gal :  ;ゲ

ノレ) が用いられている 。環境振動では、通常、変位振| 陥および加速

度振l隔て潤?イl回する ことが多いが、振| 陥値については片振幅 (O- p) 、

笑 効 値 ( r. m. s.) あるいは全娠中市 (P - P ) な E て澗引liする こ とがあ

り事前に 11月確にしておく ことが重要である 。 また、 iWJ 定 データにつ

いても振動数データ (F F T 分析 、 1/ 3オクタ ーブ分析 など) て議論

する場合と |昨間車111データて守議論する; 場合があり、 それぞれ分析ブア法

ゃil!J J定ブデ法も変わってくるので司王町Iに(i'{fi 認しておく必要がある 。

建物! 末を測定する目的としては、大きく次のように分けられる 。

1  ) シミュレー ションN制- 結果との整合性を検討する場合

2) 振釧埠害が発生し、または3性する懸念があり亦慌を施す場

b  
日

3) 品質碓認を行う場合

以下てやは、 これらの項目についてのiWJ定労法と結果の解釈について

述べる 。

測定結果の評価

1  ) シミュレーシヨン解析結果との整合性を検討する場合

大スパン床構造てやは人1mが歩行したi時の歩行振到M惑党がnfH辺とな

る場合があり、設計段階においてシミュレー ション角材庁を行し、振動

防害の有無をチェックする ことがある 。 この場合、大スパンj耕作造

の l 次固有振動数と歩行H寺の振動応答を求める必要があり、向平{ J i " 結

果の評価 としては 日本来! ! 築学会てtJj lJ 定されている 「建築物の振動に

関する居住性能前 向 。 ｬ ｩ 指 針 ・ 同 Ｑ 附見」などを参考に居住性 能 を ｾ ｆｬＧ ｻｩｬｬｩ す

るのが一般的てある 。 また、単に!科育造においてf本感振動力潜じら

れるかどうかの検討だけであれば、マイスタ ーの振動感党Itu線が有

名である 。 こ の振動感党曲線は、長 ｾｉ 党限界だ

1  t1ll a  f-→巨亙む→1 ￼ Ｎ ｾ＠ ｾ→区予ァイ日
けではなく不快感を党える限界など し、ろいろ

な感党段階を示しており、広範囲に活用され

ている 。f木J器振動の許可ilfi については、シミュ

レ ー ション ｦｾｾ ，［ｪ ｲｲ 結果および ￬ｦｬｬ ｊ 定結果とも振動
内部振訪日 ↑  ↑  し高

段備機械 (空鯛機、ファン、うf ヲト 、変圧器、発電線)

生産機械 ( プレス 、研磨機、ふるい機、ポンプ)

人間活動 (歩行、小走り 、跳躍、多人数リズム運動)

巨亙ト区E →1ｾ ｾ ＱＪ＠ 1<>匡冨

ζ 三益 重量尋

白白イ今

」寸ｾ
軌 道
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図 1 環境娠動の伝搬

応答を このl曲線にプロッ 卜すれば人体に E の

樹 立 の 振 動 燐11があるかを? 把握できる 。術誌

振動の感じ方については、周辺環境の括処! や

感じ方に佃人差がある こt を認識しておく必

要がある 。 したがって、 この様なシミュレー

ション角平析結呆を測定により検証する場合に

は、床構造に振動計ーを設置し、実際に人が歩

行した11寺の振動応答を測定し、床緋造の l 次

固有振動数と歩行時の振動応答( 変位娠中高ま

たは速度振幅) を求める ことになる 。 この場

合注意すべ、きことは、品丘、事務所ピノレて" は



フリーアクセス床( 二重床) の採用が多〈フリ ーアクセス床に直接

振動計を設置し測定した場合、フリ ーアクセス床の影響力f現れるこ

とがある 。 こうした場合、測定結果の評価に影響する ことか ら、フ

リーアク セス床上ではなく、コン クリ ー 卜床に振出肩十をセッ卜して

測定することが望ましい。実際の建物床において歩行振動などの応

答を測定する場合には、スパン中央部分が最も振動が大きく、柱に

近くなるほど振動は小さくなることを認識して測定点を決めること

が重要である 。

2  ) 振動障害が発生し 、または発生する懸念があり対策を施す場合

環境振動における振動問題は、精密工場等の精密機恭に及ぼす物

理的な要因と歩行振動など に見 られる人聞の心理的な要因とに分け

られる。前者は主 として半導f本製造工場に代表される精密加工精度

に及ぼす振到原角聾であり、近年、生産装置の加工精度向上とともに

床振動の振動許容値が厳しくなってきた。 また、後者は前述した建

物床における執諸環境の言平価( 人体への振動感覚) カf対象てあり、

振動源としては人聞の歩行があげられる 。

こうした振封F章害が建物床において発生した場合、振動原因の究

明と対策を測定により検討することがある 。建物床において振醐I章

害が発生した場合には、必ず問題となる振動源が存在する 。床構造

における振動発生の基本的な考え方を図 2 仁示す。振動現象の理解

においては、 『加振振動数J !: r固有振動数』ぞ明確に区別しておく

必要がある 。加振振動数は振記H原としての特性、固有振動数は振動

媒体としての特| 主であり、通常の振動現象には両者が複合して現れ

る。一散に、振動日IJ 定い、った場合、受振体としての建物床の応答

量 を測定することを意味している 。すなわち、特殊な測定を除いて

は、振到封原の加振力や媒f木の特性を ill lJ定できないことに注意が必要

である 。図 2 に示した振動応答について五4 から j C の振動を低減

させたい場合、それぞれの振動数てやは全〈違う原因で問題が引き起

こされていることに注目する ことが重要である。すなわち、メ4 の振

動数成分は加振j原に起因するものであり、パワ ーの小さい振到H原が

多数同時に加振される場合に多〈見られる。また舟の振動数成分

は床構造に起因するものであり、スパンや梁断面、床スラブ厚きで、

決まる床構造の固有振動数である 。一方、 j C については、振動源の

lL: l  
¥ム/

------r--

イブ二三党L

i X J  

Ｂ Ｈ Ｂ ｾＴＱ 三で し

X (f)f1 士亡j ぃ

応答量 τ二T

図 2 娠動原因の考え方

加振振動数と床精造の固有振動数が一致した場合、いわゆる共振現

象である。したがって、測定により振動原因を明らかにしたい場合

には、どれが 『振動源J に起因し、どれが 『媒体J の枠|主である の

かを明確にすることが重要である 。

仮にメ4 の振動数成分を低減したい場合には、床構造などの補強

対策を実施しても効果は認められず、振動i原から発生する加振力を

|財辰装置の性能アップなどにより小さくする ことカ f必要である 。j B

の振動数成分は床構造に起因するものであるが、床補強を実施 した

としても固有振動数が多少右にずれるだけで大きな効果は期待でき

ない。振到障害が竣工後に起き j B の振動を低減させたい場合の対

策は、振動が最も大きくなる応情造の中央付近に T MD ( チューン

ドマスダンパー) と呼ばれる制振装置を取り付ける対策が最も有効

である 。また、 j C については、振動源の加振振動数と応構造の固有

振動数が一致した共振現象であるから、振到湖東の加振カを小さくす

るか、または、床構造を補強し固有振動数を加振振動数から離す対

策て張封抵減は期待できる 。 こうした問題では対策前後に最も振動

が大きいと思われるスパン中央に振動計をセットして iWJ 定を行うが、

振動低減としては対策面lの1/2- 1/3の振幅になっていることが多

い。 この様に振動障害の検討てな、効果的な対策を立案する上で振

動illl J定は重要な意味を持つ。

3  ) 品質確認を行う場合

近年、科学技術の飛躍的な進歩により、{ 蹴: 即J日工技術がサフマミク

ロン以下のオ ータ守ーで可能となってきた。サブミクロンオ ーダーで

枇帝国加工を行う施設では僅かな振動でも歩留りの低下に繋がること

から、床構造に要求される振動環境も非常に厳しくなってきてし、る 。

特に、最先端の半導体工場に要求される振動剣牛は厳しく、宅問:てや

は0. 1μm、O.l Gal 程度の振動環境が要求され人体には至IJ膨感ずる

ことができない徴振動を制御する必要がある。 こうした建物では計

画段階から床に振動制牛が提示され、それを満足させるための設備

機械の配置検討や|財長対策などカ検討され、竣工時に振動創刊ニに対

する検証測定が行われるのが一般的である 。

半導体工場の測定てやは設備樹液などの上凶空白的高い振動数を対象 t

するため、加速度言| て羽IJ定する ことが多い。 il ¥l 広場所に ついては重

要な生産装置が置かれる基礎な E を中心に測定し、測定結果につい

ては提示された振動条件と上回安し制附することになる 。仮に、測定

結果が振動条件を超えていた場合には、振動原因を追求し子直しを

行い再度測定することになる 。

まとめ

本稿では環境振動のil¥i J定、評価に関する留意点について簡単に述

ぺた。環境振動の測定では、測定する振割問戸の周波紋持| 生を事前に

把握しておくことが重要であり、測定結果の考察については工学的

な判断が求められることが多い。 また、測定データにつ いては、周

辺環境の状況や与制牛などにより結果が大きく異なることがあるの

で、測定結果の判断には経験者に意見を聞くことも 重要であると思

われる。 ( あ べ たかゆき/ 鮒竹 "1'工務l苫技術研究所主任研究員)
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耐久性( 鉄・防錆)

藤 城 正 樹

はじめに

鉄構造物の蓄積は栓済の発展に伴って大変大きなものになってき

た。杭造物の素材として、鉄の長所は安価なこと、加工しやすい こ

となどが挙げられるが、短所ーとして、大気中て3青びる ことにある 。

鉄を錆から守るために様々な j 'j 法がとられてきたが、なかでも塗装

は扱いやすく、多様な色f土上げが可能なことから、長年にわたり有

効に活用されてきた。 このように塗装された鉄構造物の劣化を把握

し、耐久性を倒寺するには、出l英の管理が重要てあり、的確な調査・

点検に基ずく刻時管樹支術の石1はが急がれている 。

ここ では、これまてやに鉄構造物のが備管理において活用されてき

た副院の調査 ・点検方法について示すとともに、今後の点検 ・診断

技術についても紹介する 。

塗膜の劣化形態

塗JI英は時間の経過とともに

劣化し ていく 。劣化が進行し

て、鋼材に対する保設機能を

失うと錆が発生するようにな

る。 したがって、劉英劣化を

早j切に発見することが構造物

の耐久性f制寺に重要になって

くる 。

塗JI英の劣化は、様々な環境

因子の作用が塗JI英内部に蓄積

し、やがて各手重の劣化 t なっ

て顕在化 したものとみなせる 。

盟! 英劣化の経時の変化を図

1 に示すが、さびが発生する

頃には劣化がかなり進行して

いる ことカ f わかる 。

自主朕形成

浴剤l蒸発

収縮応) J

UVラジエ ー ショ ン

先般化反応

光iN減少

' チ ョー キング

衣附クラ γ ク

色の変化

本のも之透

"f i持1' 1' 成分のi在社1

3E目:;rのl骨太

イオン透過

。訟股下腐食

腐食生成物の ilifl1

プリスタ -

!N. 而剥離

l止事Yl のきび先生

Ｚ［［Ｍしいワレ、組 ｉｊｾ

塗膜の調査・点検方法

塗) 慌の劣化を把握する方法として、以下のような方法がある 。

目視調査

塗j院外観を目;視で: 観察 し、「さびJ IふくれJ IはがれJ IわれJ など

を調査する方法である 。特に「さびJ rはがれ」は劣化度判定の対象

になる主要な塗JI英劣化形態である 。評何日方法は、図、写真等の見本

以社開制する方法が大多数てある 。例として、 図 2 に J SS IV03-

1993 I鋼橋塗映調査マニュアノレJ の図を示す。

32  建築と社会 ・2000.5

l l  l i i ::;1 
図 2 J S S  N 日3-1 993 r鋼橋塗膜調査マニュアル」のさび程度の標準図

目視湖察は塗! 脱会イ材需品置できることが長所としてあげられるが、

官能調査てあるため、調査者の経験や知識が必要な上、調査結果に

個人差がでてしまう ことが留 ijr としてあげ' られる。

付着試験

塗) 院にカッタ ーで主継目やクロスに切れ込みをいれテープて弓 |き

はがし、はがれた状態を観捺する 。砦盤目の場合、テープてや引きは

がして残った碁盤自の残数で、塗l除伏態の判定を行う 。JI S K 5400 

て。は、 図 3 を参考にして、 表 1 のように言利回iする 。 この労法では多

用JI英の;場合、どのJ百からはがれているかも重要である 。

表
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劣
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l
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l
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 榊輔
10点 8点 6点 4点 2点 日点

図 3 碁盤 目試験の評価の一例

内

部

劣

化

表 1 基盤目試験の評価点数

評価点数 傷の状態

10 切り傷 l 本ごとが、制11くて両側が滑らかで、切り傷の交点と正 }'j 形の一日一日には

がれがなし」

8  切り傷の交点にわずかなはがれがあって、正 }i 形の一日一日にはがれがなく、欠m

部iの面積は全正方形 l而舗の5 %以内.

6  切り傷の両側と交点にはがれがあって、欠111剖iの面績は全正方形 l面積の 5- 15%

4  切り傷によるはがれの隔が広〈、火抑制lのl面品'1は全正方形面似の15- 35%。

2  切り傷によるはが札の隔は 4 ＮＮ ［ｾｾよりも広〈、欠目 ｬ 部の 而績 は会正方形 ￯ｦ ｍｮ の ＳＵＭ Ｖ Ｕ

%。

。
はがれの間航は、全正 }i 形面倒の65%以上。

このブデ法は、操作が簡単なことが長所てある。

また、塗膜商にドリ ー (iWI定用端子) を接着し、養生後、アドヒ

ージ、ヨンテスタ ーでドリ ーを号 |っ張り、そのときの付着力 (kg/ cm')

を測定する労法がある 。

インピーダンス測定

劃l英劣化が顕在化するには劣化が進行してからであり、ミク ロの

視点でみれば、 これ以前に劉l英下ては既に腐食が始まっている 。 こ

のような塗膜下の腐食を早期に検出する才法として屯気化学的な非

破壊il l 1院が行われる 。



特にインピーダンス法は周波数別 (0.2、0.5、1 . 0kHz) に交流

低抗と青争電容量を測定して塗JI莫劣化を検出する方法で、 iHl J定機器は

コンパクトサイズが普及し、現場でのiWJ 定も可能である。しかし、

経時変化を測定することが重要であり、またiWJ 定値は塗料の干重類や

日陶享によって異なるな E 問題点もある 。

その他の調査方法

塗j慌の劣化を微視的に観療すると巨視的な塗JJ英劣化には至ら ない

が、分子量の変化、官能基の変化分子の立併特造の変化など劉英

劣化の速度や原因角平明に不可欠な情報が含まれてし、る。

近年、分析装置の性能は著しく向上しており、 塗JI英の微視的な変

化を定量的にある程度把握でき、耐久性の予測にも役立つようにな

った。下表に主な分析法を示す。

分 析 法 評価 ・診断

徴主)I. (l (jf，Yi造の変化 光芋顕微鏡 劣化による塗脱去而又は断

定:tE型電子顕微鏡 ( SEM) T自1の徴説的構造の変化

化学桝 造の変化 フーリ エ変換赤外吸収分光法 ( FT - IR) 塗脱の国ｾ化メカニズム、

光屯子分光法 ( ESCA) 光劣化による化，'j!: m造の変

: 0: 子スピンJ生物分光法 mS R) 化. 塗H英 1ご腐食生成物の解

析、など

' i [ l 子線7 イクロアナリシス 1l1J斑'1
1
の成分の元: 日分析

(E P MA、X M A) 腐食性物質の似入距離、な

ど

分子f誌の変化 ガスタロ7 トグラフィー 1l s:民'1
1
の伐儲浴剤、低分 下

? " う速液体クロ7 トグラフィー( トI PLC) 成分の変化、分子i L 分子i在

ゲノレ佼遜クロ? トグラフィー ( GP C) 分布の変化、など

塗膜調査結果の考察

前述した通り、鉄は大気中に放置する限り必ず腐食する 。 これを

防ぐため手段として塗装が行われるが、 一般に構造物の供周年数に

比して塗JI英の寿命は短いため、塗替塗装が必要となる 。塗替塗装を

実施する時:_jtfJ の判定は構造物の主出寺管理者にとって重要な問題であ

る。なぜなら、変退色や汚れなどの美星むこの問題ならともかく、防

錆性能は構造物の寿命そのものに景縛iするためである 。

塗答塗装を行う判断材料として、塗JJ 英の調査 ・点検を行うのであ

るが、塗JI 莫の劣化は鉄構造物全体に、同じ状態で進行するのではな

く、部位によ って差異が生じるのがほとんどである 。劣化した部分

を発生都度、補修していたのでは経済| 企の観点から不都合である 。

しかし、塗JI英劣化を放置すると正常部位にも拡大することは確実で

あり、塗替l明朗を逃すと逆に工事費用カ
f

かさむことになりかねない。

このような ことのないよう、 盟! 英調査 ・点枕結果は適切に利回する

必要があるが、残念なが ら、前述した目視 ・碁盤目試験な E の労法

てやは劉
l莫の耐久性予i Hll、塗膜の残存能力などの把握はできないので

ある 。現状では、劣化が構造物全体に対して何% にあたるかを算出

し、それによ って塗替の判断が行われている 。例えば、 「鋼 橋 劃j莫調

査マ ニュアノりでは、錆の発生面積が橋梁全体の面積の0. 3%を越え

たとき、塗替時期である t している 。

今後の点検・診断技術

これまでの塗) 良輔食では目視による調査が行われてきたが、調査

労力が大きい害I j には調査者の個人差がてやるなど、定量的な判断がで

きないという欠点があった。

最近、産業分野のモニタリング、診断技術が高度化しており、こ

れを塗JI 英診断にも積極的にとりし、れる試みが行われている 。具体例

として、塗Jj 英劣イr J . 宮支を標準写真 t 対比することで、、評価し、劃l莫の

残存奔命を予測し、塗替塗装仕様を選定する塗膜診断シス テムが開

発されている。 図 3 にシステム構成図を示す。

L _ j  

直豆E イ 「
| C OMS - I  

I  

¥.. -(1) 1全断結果データベースを書照する .

ー橋梁諸元データベースを書照する 。

ｾ Ｎ＠
撞替え履歴テ' タベ スを書照する 。

@ 予測崎果テ ータベースを書照する。

|  装j 士描選定 H一一一 L
一一一一一」

・ 且

ー一一一一 |  C OMS ー III I  

図 3 塗膜診断システムの構成図

おわりに

鉄構造物は形状が多様なうえに置かれる環境も画一的でない。 '

れを防錆するためには、優れた材料や施工技術を用いるのは当然な

がら、積極的制崩管理方法の確立が必要てある 。 その手段として

調査 ・点検技術においても高度な技術の開発が必要である 。

( ふじしろ まさき/ 円本ペイン ト側 鉄 構 塗 料 部 技 術 グ ルー プ)
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吸放湿( 調湿) 性能及び結露の測定

也

一定の値に合わせるか試料の使用制二に合わせる必要がある。

fitfij は 、製品から採取したもので、概ね 20- 30cm角の大きさがよ

く用いられている 。試峨前には、 一定の温温度創'1ニて酒量となるま

南 和

はじめに

t両立の建物は、省エオ、ノレギ一政策のための高断熱高気密化 をはじ

アノレミテープなどによって断湿てや養生し、 H及放iB. 面以外は金属板、めとして、新しい材料や工法の開発、 l暖冷房機器などの住宅設備の

しカ、し、

新たに室内空気質汚染や構造体内部における結露などの問題が発生

している 。快適で働棄な生活を実現する上てやは、第一に室内の温湿

進歩により、' 出血で豊かな生活が実現されるようにな った。

風防

度環境が重要である。日常的には、 l凌冷房機器の普及により温度の

調節は比校的容易に行えるようにな ったが、湿度の調節に関しては

ほとんどなされていないのが実状である 。 これは人体が湿度に対し

て出ｬｊｊｴ ｬｬ ど倣 ｊｩｒ てゃないためであるが、高 ｩｾ 或いは低湿の環境てやは、

阪直性や御家に大きな景錯il を与える 。 また、湿気は壁体などの構造

試 料

循環式恒混恒湿槽

吸放湿性能の試験装置図 1

体内に侵入した場合、内部結露の原因となり建物の耐久性を損なう

恐れがある 。 このような湿気に対する 一つの対応策として、材料自

身がもっ吸放i E性能を利用して、 室内が低湿になると 湿気 を吐き出

し、高温になる t 湿気を吸い取り、建物内の温度を快適な状態に保

つことを目的として開発された調湿建材がある 。 ここでは、湿気に

関する測定の中で、調湿建材に代表される l吸放湿( 調i!il!J 性能及び

結露のiWJ定について述ぺる 。
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吸放湿性能の測定

l吸放i毘性能のiRl J定原理は、湿度を変化させた場合の註t料の質量変

化を| 侍間的に測定するものであるが、現在のと ころ吸放湿性能を評

価するための明確なil!l J定法l正確立されていな し、。l吸放温性能に要求

される il ! l 陀項目は、

144 120 48 72 96 

経過時間 (hour) 

吸放湿性能試験の測定例 ( 1 )  図 2

24 
。

144 120 48 72 96 

経過時間 (hour) 

吸放湿性能試験の測定例( 2  )  

24 

図 3
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1  I段放混主に|到する項目

の 吸iE量 ②放湿量 ③ l及j毘企と放i毘量との差

2 温度変化による応答性に|掬する項目

。 ｾｩ 毘勾配 ②放湿勾配

などが挙げられ、i RlJ 定を行うにあたり これまでの文献や測定対象の

調温建材が使用される環境条件などを考慮して、試料の暴露詰時間や
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温温度条件などを決めている 。

l吸放湿性能に用いる試験装置は、 図 1 に示すように制斗を一定の

環境条件にする恒温恒湿槽し試料の質量を測定する電子苅れて。

構成される 。恒温恒湿槽は一定の温湿度を? 倒寺することが可能であ

れば、飽和甑水溶液を用いたデシケータでもよい。ただし、試料表

面の風速、即ち湿気伝達抵抗は、 l吸放置| 全能に大きく草殉iするため、
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処理を施す。

| 吸放湿性能の測定例として、i J f fJ支20.Cの一定粂件で、55%RH で

養生後、 75%R Hのl吸湿条件で24時間、 35%R Hの放混粂件てや24時

聞を l サイクノレとして、 3 サイクノレ行一ったものを図 2 及び 3 に示す。

その結果、 図 2及び 3 とも 3サイクノレてやはぼ定常状態になっており、

両者とも l吸温室; と放湿量の差はほとんどないが、 図 3では湿度の変

化した時点から約 Ｔ 時間て Ｇ ＱＱ 及放 ｲｾ 止とも官邸ｉｬ状態となり、それ以後

はl吸放iE性能力f期待て3 ないものとなっている 。

結露の測定

結露 U 立、あるも目度の空気がその空気の露点以下のものに触れる

と、 その表面てい水蒸気の一部前提府首して水滴となる現象て二冬期の

写真 1 結露の測定例( 出窓)

写真 2 結露及び湿度センサー

( 左側 3 つ : 温度センサー、右端 結露センサー)

窓ガラスのように材料表面て発生する 「表面結露J ! : 、多孔鮒枠!

などの微細な空隙内に発生する「内部結露」とがある 。最近の建物

では、高断熱高気密化 により表面結露は減少して いるが、反対に 内

部結露の危険性は増大してし、る 。現在のと ころ結蕗歩みを判所する

ための明確な測定法がないため、目視により直接判断する場合が多

い。 また、温j毘度を淑IJ定して結蕗を推定することは可能であるが、

材料の吸放置|生能や透視性能により、表面温度が露点以下になって

いても結語見象として現れない場合があるなど、結露毛f . l . 創立定量的

に捕らえにくいものがある 。

結露のiftiJ 定では、表面結露に対しては、目視観察によりくもり、

小水浴し大水滴、流れなどの判断を行い、 それに加えて表面宙技を

熱電対やサーモカメラにより i!l1J定して、空気の露点より結露発生の

有無を判定している 。出窓の表面結露のiHl J定例を写真 1 に示す。 ま

た、直接観察できない箇所には写真 2 の右端に示すような結露セン

サーを貼り 付 けて、結露の有無を測定する こともある 。結露センサ

ーは、相矧毘度が95%以上て、百気抵抗が大きく変化する吉d 子素子

ｏＩｾ 寺生を応用したものである 。

内部結露に対しては、内部に空気層を有するものであれば、その

空気の露点及び空気に接している表面湿度より結露の有無を判定で

きる 。 また、表面結露と同様に結露センサーを用いてもよい。最近

では写真 2 に示すような小型や薄型の温度センサー も市販されてお

り、構成材内部の湿度を測定する場合には有効である 。ただし、材

料内部の結露の推定では、熱及び湿気物| 主値が必要である 。内部結

露を目視によって観察する場合は、①あらかじめ結露が発生する可

能性のある箇所を取り外しができるように加工しておく、②透明な

観察窓を設ける 、③ファイパースコープを挿入して観察する、④実

l蜘冬了直後に構成材を11J 何本して観察するなどの方法がある 。

おわりに

湿気に関する 測 定項目のうち、透 ｩ 毘 係 数や平飾 ｾ Ｗ ド 率はすでに、

JI S や ISOで 加 制ヒされ、 iwJ定法カ iji' (i l l している ことを考えると、

ｉｾ 及尉毘性能につ ｌ 、ては、その矧而のためのill lJ 定法の1 i ' 6 庄が望まれる 。

また、結露測定については、日平脱見察的な言制面にならざるを得ない

が、結露の推定では、特に熱及び湿気刷I生値を整備する こt により、

コンピュータシミュレーションとのHI' 用によって、より有効な評価

が可能 t なる 。

にみなみ かずや/ 例日本主I ! . 築総令試験所主I ! . 築物理苦11 環境試験室主査)
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コンクリートのひび割れ

はじめに

コンクリ ー 卜に発生するひび割れは、建築物の耐力や耐久性の低

下あるいは漏水による使用性の低下や美観の低下の主要な原因とな

る。一方、 コンクリ ー 卜は周知の通り号 |張強度( あるいは伸び能力)

が小さく、 一般にひび割れが発生しやすい材料として認識されてお

り、その気になっ て街なかを歩けばコンクリ ー 卜のひび割れを見つ

けることはさほど困難ではない。つ まり、 コンクリ ー トカf広〈建築

材料として使用され始めて以来、我々はひび割れともつき合い始め

たことになる 。

建築物に発生した コーンクリ ー 卜のひび割れを調査してその原因

を特定 したり劣イロ呈度を推定する ことは、性能保証の観有から、ま

た、建築物のM備管理上、非常に重要となる 。 ここ でやは、 主に鉄筋

コンクリ ー ト造建築物のひび割れを対象としてそれを illl Jることの意

味と技術の現状について若干の紹介を行う 。

ひび割れを測る前に

鉄筋コンクリ ー ト造に生じる劣化現象 t その原因は図 1 に示すよ

Ｈ ｾ＠ ぷ) (老化現象〉 (劣化J京閃〉

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

唖 E ji 

Ｍ 可否高石 ｬ ｾ ーＭＭーーー

の

劣

化

外 来塩 化物 Ｈ 外 部ｾＧＮＧｦＩ

図 1 鉄筋コンクリートの劣化現象の分類 1)
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うに分知される 1)。 この図からわかるように コンク ート のひび割れ

現象の原因は多岐にわたり、また、 コンクリ ー トのひび割れは鉄筋

腐食現象に対してはその原因として位置付 けられている 。 したがっ

て、ひび割れは単にその|幅や深さを定量的に捉えるだけではなく、

本来は手組三簡所や形態等も含めた総令的な調査を行ってその原因を

特定し、補修の要否を建築物の機能に立ち返って検討する ことが必

要となる 。

コンクリ ー 卜のひび割れは現実的にはその全ての発生を抑制する

ことは困難てゃあり、結果としてのひび割れについて建築物の機能維

持の観点から有害と判断されたものに対して補修 ・補強等の措置が

講じられるのが一弥生的である 。 こうした一種の合理性を踏まえて、

表 1、 2 に示すような許容最大ひび割れl陥やひび害IJ れl阪の限度とい

ったものが勅格化あるいは提案されている 九 また、本年 4 月に施行

された住宅の品質雌保促進法て" 1. : 1: 0. 3あるいは 0.5mmのひび割れ|陥

カぢ|錨 Eの判断基準とされている 。

ひび割れを測る

さて、前記のことそ踏まえていざ 「ひび割れをiRIJるJ とな った場

表 1 許容最大ひび割 れ幅の規格値の例 2)

1]1 名 規準あるいは提案者 環境粂 ('1'. あるいはあt1i t 構造物

許容ひぴ時11れ師

(mm) 

u  本 上木学会 ｒ ｃ 示ｽｊ ｩ ｾｴ 海洋コンクリート [ 解 説] 干潮部 0. 15  

(1974) 海水中 0. 20 

港湾栴造物設計指針 [ 解説] 干潮部 0. 15  

} 毎水中 0. 20 

日本工業規絡 遠心力鉄筋コン7
1
) ートポーノレ

設計干ｾＧｪ ｩｬｬ￟ 寺、設計 ＱＱＱＱ げモーメントの作用時 0. 25 

設計荷量、設計-1111げモーメント 1111欣 時 0. 05 

アノリカ ACI  Bui l di ng Code 屋外部材 (0.33) 

318-83 屋内部材 (0.41) 

(111) ソ)! J l S NIP  11  - B- I-62 非J腐食性 0. 3 

ｾｾ腐食住 0.2 

'1' 腐食性 0.2 

強腐食性 0. 1  

フランス Brocard 0.4 

λ ウェ ーT ン 道 路 崎 タE有I丞のみ 0. 3 

タ ｅ 荷量ＫｲＮ百平 ｾｩｭ Ｉｻ 0.4 

イギリス C P- 110  一般のm岐 0. 30 

浸食性の環境 ( 主鉄筋の公称

か.j;り) xO  04 

以下

ヨーロ ，，/ 1. ( ヨーロッノマコンクリート 相当の浸食作用を受ける榊造物の部材 0.1 

委以会 ( CEB) 防護｟｛のないｾｉＡ［ Ｚｩ 品の 榊 造物の部材 0.2 

防護工のある将過の構 造物の部材 0. 3 



合、現場でなにをどの様に iWI るのかい、う ことになる。一般的には

目視による外側1透析干し¥櫛悲したひび割れに対してクラックス

ケーノレで幅を計測するといった手法が収られる。しかし、 この場合

の計調l防法に関する規定があるわけではないのでやり方によっては

結果に大きな差が生じる ことが考えられるため、やはり専門家によ

る知識と判断が要求される 。 ひひ:ifi ll れ|陥のiJll I定に際しての留意点と

しては、補修 ・補強の要否を判断する資料とする場合は最大ひび害1I

れlt;f， ! : ひび割れ会長にわたる |闘の分布に若円すべきであるとされて

いる。また、ひび割れ幅は温度、 ｩｾｕ 立てや変化することから、ひび割

れ幅の変動を経時的に測る場令にはできるだ. け同じ粂件になるよう

測定時五1Iを一定にする こと、外壁や屋根スラフーなどの雨に直按ふれ

ることの多い部材では降雨後少なくとも 3 111間 凶ニ経過 してから測

定する必要があるとされている九

ひび割れ|隔はクラックスケーノレを使う ことで比中交的容易に iJll I定す

る こ とができるが、ひび割れｾＪさを ￬ ｊｬｬ ｉ るのはひび割れ師ほど簡単で

はない。またひび割れi奈さに対する許符限度は特に規定されたもの

はなく、漏水に対しては貫通の有無、耐久性に対しては鉄筋位置ま

て遣しているかどうかがやJI腕主準となる 。

ひび割れ探さを直接il!l lろうとすれば、ひび告1I れ筒Jyi- からコアを採

取したりはつりを行って調べる ことになり、作業の煩雑さやその後

の補修等を考えると現実的に行えるケ ースは有Hである 。 したがって、

現実的にはまず3阿波壊検査により涼きそ推定する手法が採られる こ

とになる o ｾ同支壊によるひび割れ深さの測定方法としては、超音波

を利用した技術カぢ丘年発達しており各種の装置や手法が提案されて

いるが市川、基本的にはひび割れの有者I，f ，によりコンクリ ー 卜'i' での

表 2 補 修 の 要 否 に 関 す る ひ び 割 れ の 限 度引

耐久性からみた場合

厳しい 1  ，'， Ii H  1  f.:1やか

防本性から

Aた場合

0.4以上 1 0.4以 |二 1 0.6以上 1 0.2以上

0.4以上 I 0.6以上 I 0.8以上 I 0.2以上

0 6以 lニ， 0.8以1 : I  1. 0以七， 0.2以 t

0.1以 F ， 0.2以下 I 0.2以下， 0.05以下

0.1以下， 0.2以ド I 0.3以下， 0.05以下

0 2以下， 0.3以下 I 0.3以下， 0.05以下

*  1  その他の要因( 大、中、小) とは、コンク 1) ート情造物の耐久性および防水性

に及ぽす有吉性の程度を示し FZEの' &i 閃の彬特を統令して定める。ひぴWII れの

深さ パターン、かより厚さ、コンクリート} ; . f ( ij 被官iの布然、材料 . ｾ￪＠ (司司)

令、打継ぎなど。

超音波の方向性や伝j般速度カ対日達するという性質を利用したもので

ある。 写真 1 は超音泌則定格のーイ列で、この装置のiHl I定方法の概要

を図 2 に、 iHl I定精度の検討結果を図 3 に示すへまた、ひび割れltffi !: 

併せたiftl l定結果の例を写真 2 と図 4 に示す。

こうした装置をイ史用する ことで、精度よく汎則的にひびj[ il lれを iJIII

ることが可能になりつつあるが、 築構造物に発生するひび割れは按

雑な ｾｲｾ 状である こ とが多〈、また、水分やごみ、炭酸カノレシウムの

Z舟 li や鉄筋を貫通したひび: 与1I れのiJII陀桁度については更なる検討の

余地がある。

おわりに

建築物の劣イヒ潤支を把握し性能訓備するために、コンクリ ー 卜

のひび割れを精度よく iJll Iることは重要であり、性能保証に対する制

度の充実や建築ストックの有刻月IIHj のため今後さらに こうした要求

は強まるものと考えられる 。誌面の都合てや詳細な紹介はできなかっ

たが、参考文臥等てひび割れのなにをどう測り、その結来からどの

ような判断 ・対策をするのかを参考にして項きたい。

( にしだ あきら/ 治不法設{ 附技術研究所主任研究只)
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図 2 ひひ'割 れ 深 さ 測 定 方 法 の 概 要 写真 2 ひ び 割 れ 幅 の 測 定 結 果 の 例 図 4 ひ び 割 れ 深 さ の 測 定 結 果 の 例
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防水層の劣化診断と耐久性

荒 木

メンフ、、レン防水府とは下地全面にU! j. い制限を形成 して 防水する

法て。、殆どの防水屑がこれに該当する 。|坊水府は気i且変動や気候の

変化 による詰郷宅受け、さらに紫外線やオソ〉、雨水な E にも作月l

される 。 これらの劣化要因により防水層は物理 ・化学的な劣化 を受

けるほか、下地の挙動や熱的な変化 なども防水j晋に対し劣化要因と

して作用する 。

劣化診断における物性・分析試験

建設省総合技術開発プロジ、エクト( 総フ。ロ) の「屋根メンブレン

防水の劣化診断指針 ・同 解 説j によれば図 1の 3次謝析が防水層の

物 |生 ・分析主械に 当たる 。 3次診断は防水用自身の劣似 犬況を調査

する こ とを目的としている 。調査は既存防水府を切り取り採取し、

切り取り作業時と試験室で行う材料の物|全試験によって防水! 百の劣

化状況を把握するものである。調査は 2 次診断で劣化が進んでいる

とみられた部分と 一般的な部分について行う 。

採取防水層の試験項目

現場において採取した防水府については表 1の部験項目を参考と

して、部験を行う 。 アスフアノレ 卜防水、 シート 防水、塗JI 莫防水、の

各工法により診断方法が異なる。

各種防水尼『の内、劣化診断の要求が多いのはアスフアノレ 卜防水と

思われ、つぎにその主 な前験方法と診断ブ法を示す。

(1) 試料の採取

① 露出防水層

屋根全体として平均的な劣化部分と、劣化の激しいと忠われ

る部分を選び、 50cm角ιU二の ものを採取する 。

② 押さえ防水層

押さえ コンクリ ー トを大きめにはつり、上記に準じて防水j習

を採取する 。

(2) アスフアル トの試験

採 取 した防水府を赤外線ランプてや加熱 しつつ、試料のアスフア

ノレ卜 を採取する 。

① 針入度試験

]I S  K  2207 ( 石油アスフアルト) に込討処して行う 。

針入度はアスフアルトの硬さ ・軟 らかさを測定するもので、

試料の上に 100g の荷重 をかけた専用の針を置き、その針が

5秒間試料に貫入するi奈さを 1/10mmて、表す。 数値が小さし、程

アスフアノレ卜が固 い。

本試験が最も重要な意味を有する 。

② 軟 化 ｾ試験

JI S  K  2207に準拠して行う 。 アスフ アルトの流動する温度

を測定する 。
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アスファルト防水層の劣化診断

アスフアルト防水府は経年によってアスフアノレ卜の硬化 ・j脆化が

進行する 。経年アスフアノレ 卜防水屑の物性 ・分析前験のうち、経年

と最も相関関係カ苛郎、のはアスフアノレ 卜の針入度である。すなわち

アスフアノレ 卜の針入度の経年による変化がその耐久性とほぼ令致す

る ( 図 2 )。

その判断J詞書を示 したのが表 2である 。 この基準てやは、防水j百を

椛成しているアスフ アルト各層の針入度は層 によ って劣化の進み具

合が異なり、上下府の硬化が早〈、中間の屑が硬化しにくい こ とを

前提に、全層の針入l支が10未満になる| 時制にその防水府カ f耐用限界

に近づいたとみなす。

防水層の耐周年数

メンフーレン防水層に作用する劣化要因にはいろいろなものがあり、

経年により秒1)' 1生カ河止下していく 。

(1)  アスフアノレ 卜防7]c' 門

実際の現場から採取した 1000数件におよぶ経年アスフアノレ 卜防

水府の分析を行い、経年数>) IJ の各言問の劣化度を判定したものから

平均耐用年数を設定すると次のようになる 。

平均耐用年数

(2)  シー ト・塗JI英防水層

蕗 出 防 ノ ド 仕 様

t l]1 さ え 防 水 仕 様

高分子系材料も経年によって、 その物性カ河止下する 。 シー トに つ

いては引張性能( 特に仲び率) や下地との接着性なE が低下する 。

塗JI英防水も写 |張性能な Eが低下する 。

(3) 改:{l釘刷羽

改4宴11部切を検討するのは防水層自身の耐用年数を碓認する こ とは

もちろん、その他の状況も十分考慮して決定する。各種防水! 日，にお

いて、故障が多くなり改修が必要となる H寺則は、総プロによれば次

ぎの通りである。

柄i )'; 11 
平均改修11寺JOJ

|  押 さえ 17:{下

ア ス フ ア ル ト 防 ノK 1M I  

露 出 13年

ン 防 ノk j荷 13年

塗 1I英 防 7/< lfi 10年

何れにしても前述の平均改{ 彦11招V.jや耐用年数に近づ いてきたら、

大 ｊｊｾ 挟補修一改修を実施するわけで、その際既存ヰ ｼド さえ用や防水府

の撤去の有無、改修防水工法をよく検討し、決定する 。

( あらき たかし/ 1l 1! .J ノレーフイング側技術サービス似託)

〔参考文献〕 建築防水の耐久性向上技術



(1) 劣化診断は、調査項目 ・手法等に応じて 1 次、 表 1 防 水の種 別ごとの 3 次 診 断の項目

2 次および 3 次診断に区分する。

(2)  劣化診断は、原則として図 l のフロ ー に基づ 3 次診断は、現場において、または試料を採取して、主長の項目について試験を行う

いて実施する 。

〔

川

ハ

凶

図 1 劣化 診 断のフロー

砲 月IJ 試 験 Jt( n  

アスフアル ト防水 a) 防水! 百 ① 外相4

(誌NJ ，、事I
1
え) ② lli_ f_主質 ilI およびj平さ( 乾燥Hキ)

③ 引張試験

b) 基 材 ① 村長成 ・外 観

② lj i . 位質 ill およびj平さ( 車E燥l I;n

③ 引張試験

c )  アスフアノレ卜 ① 針人l支( 試験) ; 法は ] IS K  2207による)

② 軟化 点 ( 同上

シ ー ト 防 水 a) 現 場 試 験 ① 垂直引銀試験( 下地との桜ずf強さ)

( 露出) ② 最 ｉｊ 出Ｈｾ試験 ＨＱＸＰ ・ ピーリングＩ

b) 実験室試験 ① 引リ長試験( J IS A  6008による)

② 引 裂 試 験 ( 同上

③ 桜令官イiのせん断般u 試 験

④ 桜令書f I の7k¥' f ; 試験

ウレタン塗! 漠防水 a) 現 場試 験 ① 垂 直1; ｉｾ ，長試験Ｈ 卜 ｊ 也との桜 ｊｴ､ 虫色Ｉ

( 蕗山)

b) 実験室試験 ① 引 Ｇ［ｌ ｾ 試験 Ｈｊ ｉｓ A  6021による)

② 引裂 試 験 ( IJf J上

③ 劣化度試験

図 2 アスフアルトの針入度の経年変 化

表 2 針 入度による劣化診 断 基 準

抽出アスフアルトの針入度 (25.C) 'I"J 
{  疋

ilu水があった時の対応

全 府主主 10 十分余命あり 部分布Ii修て 中JtJ I延 命

11>門以上孟10 やや余命あり 昔f I分布ti 修で、短期延命

10> {I : 主良の 1)村 主主 5 耐川限界に近 応急処理lを胞し、全面改

づく {I :主主f i¥f[，{，111

全 !習 三五 5 余命なし 日1111年金而 改 修

← 要注目ライン

( 注) アスフアノレトの針入liE. 初 期 値20- 30のものに迎f I J
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新しい概念“ 不確かさ"

山 本 英 樹

方守 ￭ Ｇ� ｩ かさは、精度や誤差Ｈｾ差Ｉに替わり用いられる用語て、、あり、

計ij[l Jを伴う 前験結果や計測機器の校正結果等の信頼性、正自制空等を

証明する際に必要となるパラメ ータである。現在、言↑ 立法に基づき

認定された校正機関が発行する標準絡の校正証明書には方守i在かさが

明記されており、今後、試験機関が発行する試l験成績書等にも試験

結果と共に測定の不確かさを1j問己する ことが必要になると考えられ

る。 このことか ら、試験機関にと っては避けて通れない謝虚であり、

て雌かさが重要な意味を持つ ことになると 考えられる 。

慨に、| 玖米では不確かさに関する様々な耳耽Eみが進められており、

多くの企業、技術者に周知されている 。 それらに比べ、我が国では

不確かさがどのようなものであるか知る人は少なく、極限られた人

にしか理解されていない状況にある 。 そこで、不確かさの簡単な説

明と試験機関に t つての不確かさ、例日本建築総合試験所における

不確かさへの恥組み等について以下に述べる 。

新しい概念“ 不確かさ"

1993年11月に施行された新言仕立法に標準の供給制度と標準の校

正事業者を認定する制度を盛込んだトレーサビリティ制度が導入さ

れた。 これが、我が国の本格的な方守i定かさへの耳対i l l . みの第一歩であ

ろう 。 トレーサビリティとは、「国際言行JI基本用語 ( VI M)J による

と「不確かさが全て表記された、切れ目のない上回疫の連鎖を通じて、

通常は国家1. .1宜標準又は国際創立標準である決められた標準に 関連

づけられ得る iJll I定結果又は標準の値の性質」と定義されている 。冒

頭に“ 不確かさ " と記述されていることから、 トレーサピリティに

は不確かさが必要不可欠であることは容易に理解て3 る。 トレーサ

ピリテ ィは、経済や牧疏等の国際化に伴い、品質性能を客車町内に保

証することが要求されるようになったために必要とな ったものであ

る 。 現在、我が国では ｦｦｩｴｾｒ 結果や計 ￬ｦｬｬ ｊ 機器の信頼性や正碓 ｼ 全を表わ

す用許? として“ 精度 ( accuracy) "又は “器差 (i nst rument alerror) "  

が広〈用いられている 。 これに相当するものとして臥川 てやは “精度

誤差 ( accur acy error)  " 、北米ては“ バイアス誤差 (bi aserror) "  

等と表現されており、国によって表現や内容が相巽する 。言葉や習

慣、fli lJ 度、考え方等が異なる国の人々が集まる国際的な議論の場で

はな兄の相違が生じて当佼? である 。 そこで、表現や内容、考え方等

の世界的な統ーが必要である ことが議論され、その結果、計測結果

の信頼性の度合いを表わす用語として導入されたのが苛守ifif かきであ

る。不確かさという 聞 き慣れない表現になったJ.m由は、全ての匡|が

平等に不利益を被るように、全ての固で信頼性や正確生を表わす用

語と して用いられていない用誌が選ばれた。

不確かきは、 「匡際音也基本用誇 (VI M) J によると「測定の結果

に付槌した、合理立 ｉｾ に浪 ｉ ｊ 定誌に結び 、 付け られ得る値のばらつきを特
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徴づけるパラメ ータ」と定義されてし、る 。 これを筆者の理解範囲てや

簡単に説明すると、下線部分 lii !ll J定から導き出された試験成績苦等

に表記する測定結果の ことである 。 ごれは、計測機器等から直接読

取ったイ直に楼誌の特性等の全ての補正を行なった後の値であり、試

験機関としては最良のi RlJ 定結果である 。 これを世界的にはfik良推定

値と表現する。最良推定値は様々な要因によって変化する可能性が

あり、不椛かきは最良推定値がぱらつくであろう範囲を示す用語で

ある 。ぱらつきは、誤差ではないかと疑問を持たれる方もいるであ

ろう 。診器の定義は 「真の値からの差J てあり、 厳密には其の値は

不可知であるので、不可知なものからの差てある誤差もまた不可知

であると考えられる 。 しかし、不確かさは測定結果( 最良推定値)

が対象であり、基準となる数値酬明在である。 したがって、不確か

さと語嵯は全〈異なる概念7てもる 。 このように、試験成績書等に表

記する illlJ 定結果のばらつく範囲を定義する用語が羽i雀かさである 。

不確かさを求める目的

不確かさを求める目的は、 ifll J定結果が国家計量標準等に繋がり、

信頼のおける正確なものである こと を証明するためである 。 したが

って、 iWI定結果に京発防及ぼす計iWI機誌は国家計量標準等に トレー

サブノレである ことが必要てある 。ただし、現状では全ての言| 立単位

でトレーサピリティ制度カ' 1 i i的; していないことを付け加える 。

現在、各国聞で国家計宜棋準の相互承認の締結が進められており、

将来的にはiWJ定結果に不確かさを明記する こと により 、相手国て再

度試験する ことなく試号妙サ象の製品が受入れられるようになる 。 こ

のような考え方は One St op Test i ng ( 一度の試忌貨で世界中 E こで

も受入れられる状況) と呼ばれ、不確かさは国際化に欠かすことの

できないものになると考えられる 。

試験機関にとっての不確力、さ

試験は一般的に ]I S 等の規格化された方法に従って行なう こと

がほとんどである 。規格には使用機器、 iWJ定精度及び試験方法や手

順等が詳細に定められており、試験機関によって手順等が異なるわ

けで" はない。 しかし、不確かさは算出方法や手)1際、要因、値の大き

さや妥当性等が定められた ｾｊｍ 各はなく、各機関が自己の責任におい

て独自の手法により評何日し なければならないものである 。 したがっ

て、試験機関は不確かさを理解するだけではなく独自の手法を新た

に考え、文書化し、運用 し、更に必要に応じて依頼者等に証明しな

ければならない。また、各試忠雄副知ま独自の手法てや不確かさを評イiUi

するため、同一勧忠実であっても利定かさの大きさは試験機関によっ

て異なるはずで¥ ユーザーにとっては試験機関の選定基準のー要素

となる可能性があり、 ニーズに合ったものにする こと が必要である



と考えられる 。 これらから、試品対幾|掲にとっては様々な意味てヨ判古

に重要なものになると考えられる 。

f ，i ¥J t 対幾関にとっ て不確かさを小さくすることは大変重要な ことで

ある 。 しかし、不確かさを檀婦に小さくするためには、高精度な言十

ill l];機器て石城しなければならず、対備管理等のコストカf非常に高く

なる ことや、 ]I S 等の規格で試験に要求される精度より 過剰になる

可能性がある 。

ザ

一方、不碓カか、さカが苦苛キ極豆B古端; 出品に大きいとユ一ザ一』にこそつぽを向カか、れるてて

あろう九。これらカか、ら、試喰機関て

精度に見合つた弓守苛i在カか、さにすることカがf重要てて、、あるム。剖部l験時喰突機閑と標準

器をを? 校正する校正機関とててで、守、lはま、ユーザーから要求される不昨かさの

値は当然の ことながら大きく異なる 。高桁度な機器を保有して小さ

な利雀かさが要求される校正機関に比べて、現状の ]I S 等で定めら

れている精度を考えると試験機関には校正機関ほど厳密な弓守i寵かさ

を求めるこ uまあまり得策ではないと考えられる 。

不確かさを小さくするには高価て、高精度な機器を購入することに

より、どの機関でも実現可能であるが、ユーザーが求めている精度

の ｦ 可イイ音も高い草青度て官十 ￬ｬｬｬ｝ することは者 ｉＮｾｾ 駄であり、定、 ｉ 床がない 。 こ

れらも含めて各試易対幾|知立、不雌かさに恥組んでいかなければなら

ない。ただし、不確かさの号刊同iブ市5等 については、第三者機|刻によ

ってその妥当性を矧附されることが望まい、と考えられる 。 このよ

うな体制作りは、弓守iをかきの普及に向けて大きな課! 置であろう 。

不確かさ算出方法

不確かさはばらつきの集合体であり、 ifllJ 定結果がぱらつく様々な

要因を考える ことカ苛苛在かさの算出に繋がる 。第一 に、 iW] 定結果の

ばらつく要因を挙げることから始めなければならない。iw院結果が

ぱらつく要因の代表的なものとしては、計illl] 機器主、 il¥l]定者、測定室

の環境変化やill l]定方法等が考えられる。次に、佃々の要因のばらつ

く程度を標準偏差等により評価 し、それらを合成し、包合係数1 :
11
乎

ばれる信頼の区聞を表わす係数を釆じて、方守i驚かさを算出する 。評

価された耳守i在かさの大きさは、後数の試験機関が同じ試験を同じ手

法で行ない、同じ測定結果が得られたとしても iW]定に用いた計測機

器の精度、測定者の努柳度 ・空調の良し悪し等により少しずつ呉な

ることが自然である 。冴守i雀かさの算出方法等の詳細は、日本親指協

会が出版している「計il¥l]における有司i寝かさの表現のガイド」及び「計

調1] の信頼性言利岡」を参照してほしい。

( 財) 日本建築総合試験所の不確かさへの取組み

当試験所は 1996年 4月より IS O/ IEC ｇｵｩ､･ＲＵｩ ［ 校正機関及びｾｾ

験所の能力に関する ー弛要求事項J に基づく品質システムの運用を

開始し、 1999年 4月には恥壬工掛票制ヒ法の「前験亭業者認定制度

(J NLA) J に基づく if，j. 1切矧工業 者J として通商産業大臣より認定さ

れた。 これに先駆け 1998年 4 月に長さ、質量等の標準器を購入し、

保有台数の多い計illl] 花蹴器を対象に内部で不確かさの許制iシステムの

構築を開始した 。 現時点では、長さ、質量及び ￬ｽｾｊ Ｎ支等の計 ￬ｬｬｬ 臓器の

不確かき回利回iできる手順書カ瞥備されており、これらについては

全月日l句に不確かさが求められるまでやになっている 。 また、職員には、

勉強会、研究会及び各種説明会で収集した情報を委員会活重)J等を通

じて周知することで、方ミ11催かさに関する耳対JLみを促進している 。

なお、最終目的である il ¥l ] 定の不備かさについては、現底、我が国

では情報がほとんどない状況にあり、その少ない情報をもとに検討

を進めている段階である 。

当試馬主所が、まず計測1]機器の不確かさに若手した理由は、 iW]定結

果の不確かさを算出するためには、 inl]定に用いる機器の不確かさを

正確に求めておくことが重要てある t 考えたためである 。

計測機器の不確かさを求めるには、メ ーカ一等 に校正を? 依頼する

か、又は、内音rl で標準器や手順書- を所有して内音Jc校正するかのいず

れかである 。前者I . : t コストが間み、後者は| 時間と石Illi された手法を

必要とする 。 そこで、当jif( C' は保有台数の少ない計illl J機株はメーカ

一等 に校正を依頼し、保有台数の多い計iJII] 機器は内者11で校正するよ

うにしている 。ただし、我が国には前験に使用する実用器に弓守i徒か

さを含めた校正ができる機関はほとんどない状況である 。 なお、計

測|器メ ーカ一等に校正制砂l l ' iする場合は、不確かさが記述された校

正成績書以外に国家言 |註標準にどのような繋がりを持って校正され

たかを示すトレーサビリティ体系図を入手する必要がある。

不確かさの今後

不確かきには確立された詞刊而手法がなく、評イillj した不雌かさの良

否や値の妥当性等について判断する術がない。このことか ら、 ]l S等

のf，j. 1坊主士見絡に測定精度 t 並び、方守i在かさについての記述を併記する

ことが検討されているようである 。

また、 2001年4月から 笑用の青l-iW] 機器を校正する校正事業者の認

定制度が開始される こ とにより、実用器にもトレーサピリティが

徐々に普及することで、不確かさが一般にも広〈知れ渡ることにな

ると考えられる 。

不確かさが導入されることにより、試験機関にはiW] 定のプロセス

を含めた信頼性、正昨|主力主要求されることになり、これらも考慮し

ながら弓守 ｩ 在かさに ｉ￭ｾｴ 且む礼的情を進めていく必要があろう 。

( やま もと ひでき / GHl II 本ill 築総令試験所品質保証部品質作攻室)
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42 建築と社会 . 2∞0. 5

2 6 8 2  ファミールハイツ上野芝

設 計 ・ 間 組 大 阪 支 庖 一 級 建 築

士事務所

施 工 : 間組大阪支庖

a  大阪府堺市東上野芝町 2 - 500 - 1  

b. 19，932.93m'  

C.  ( 1番館) 1，1  6620m'  

( 日番館) 2，140.75m'  

( 凹番館) 2，078.97m'  

d.  ( 1  番目官) 7，567.75m'  

( 日番館) 14，916.43m'  

(m番館) 18，957.54m'  

e. ( 1番館) RC、10F

( 日番館) SRC( 一部RC) 、15F

(m番館) SRC、15F

1 平成 7 年 10月~平成10年 3 月

2 6 8 3  川西市北陵 公民館

設 計 大 林 組 本 庖一級建築士

事務所

施 工 : 大 林 組

a  兵庫県川西市丸山台 1 - 5  - 2  

b  3，000.5Im'  

C  780.57m'  

d  1，135.53m'  

e. RC、 2 F

[  平成 9 年 8 月 ~平成 10年 4 月

2 6 8 4 ブライトタワー ラフ工ス卜

天王寺東

設 計 : 大 林 組 本 庄 一 級 建 築 士

事務所

施 工 : 大 林 組

a  大阪市東住吉区桑津 1 - 26 - 25 

b. 2，301. 51 m'  

C  552.49m'  

d  7，265. 1  3m'  

e.  RC、15F、PI F

[  平成 9 年 3 月~平成 10年 8 月

2 6 8 5  ステイツ千里吉江台

設 計 : 大 林 組 本 庖 一 級 建 築士

事務所

施 工 : 大 林 組

a 大阪府吹田市古江台 3 -119-86 

b.  3，522.43m'  

C  1，317.85m'  

d  7，227.85m'  

e. RC、8F

[  平成 9 年 10月~平成 10年 9 月

2 6 8 6  秋 田県 富大野住宅

設 計 現 代 計 画 研 究 所 、

加藤一成計画事務所J . V

施 工 : 県内69業者

a 秋田市大住 l 丁目、 2 丁目

b. 22，066m'  i  

C.  6，079m' ト(18棟、 206戸分)

d. 17，415m' )  

e. RC、 3F

[  平成 6 年 10月~平成 1I年 3 月

2 6 8 7  水尾コミュ二テ ィセンター

設 計 : 創造社

施 工 ハコダ

a 大阪府茨木市水尾 2 - 9  - 15 

b. 2，155.48m'  

c. 453. 15m'  

d. 796.55m'  

e. RC  (一部S) 、 2F

仁 平成10年 6 月~平成11年 3 月
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2 6 8 8  新 三 田 駅 前 駐 輪 ・ 駐 車 場

設 計 : ニ ュージェ ック

施 工 : 新 井 組 ・日興共同企業体

a 三 III 市福島地 内

b  3，530.00m'  

c. 2，662.50m'  

d.  10，568. IOm'  

e. S、B I F、 3F

[ 平 成 10年 1 Ｉ］ ｉ ｾ 平 ｬ 刻 ｬ 年 Ｓ 月

2 6 8 9  秋 田 県 営 荒 天 住 宅

設 計 : コスモス設計

施 工 : 県 内 8業 者

a 秋田県本荘市出戸町字架党天

b  

C.  1234m'  H 3 線、 38戸分)

d  3242m'  

e.  RC、 3F

[  平成 9 年 l 月~平成 日年 3 月

2 6 9 0  ルネグランステージ

松 原 天 美

設 計 長 谷 エ コ ー ポ レ ー ション

大阪エ ンジニアリ ンデ事業部

施 工 長 谷 エ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

a  大阪府松原市天美東 7 - 97他

b. 4，230.08m'  

c.  1，836.75m'  

d.  1  8208. 57m'  

e.  SRC、 14F

[  平成 9年 10月~平成 日年 3 月

2691 モンセーヌ布施

設 計 長 谷 工 コ ー ポ レ ー ション

大阪エ ンジニ7 リンデ事業部

施 工 長 谷 エ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

a 大阪府東大阪市足代 2 - 19  - 1  

b. 2，166.54  m'  

c. 856.90m'  

d.  9，812.97m'  

e. SRC、15F、119戸

[  平成 9 年 12月~平成 11年 3 月

2 6 9 2  大分市大野川防災センター

設 計 : MC S環境計画

級建築士事務所

施 工 : ナ カ ノ ス 建 設 工 業

a 大分市大字丸 ((l 字宮前430

b. 15，200.00m'  

C.  276.29m'  

d.  45J. 20m'  

e.  S、 2 F

[  平成 10年 9 月~平成 11年 3 月

2 6 9 3  ルネ・ヒューマンズガーデン

万博公園南

設 計 : 長谷工コーポレー ション

大阪エ ンジニアリ ンダ事業部

施 工 : 長 谷 エ コ ー ポ レ ー ション

a  大阪府吹田市 JJI [ J 酋 1 - 15  - 1  

b. 15，882. 93m'  

c. 7，115. 03m'  

d. 38，390.42m'  

e. SRC  ( 一部RCl 16F、 350戸

t  平 成 9 年 8 月~平成 11年 3 月

凡例

a  所在地

b. 敷地面積

C. 建築面積

d. 延床面積

e  構造規模

f 工'01

43 



民間指定確認検査機関

国 庫 勲

(槻京都確認検査機構代表取締役

350 
。 法令コーナ

その後、徐々に確認の受付件数が桶加し、旧知の人も顔をのぞか

せてくれて何とか事業としての見通しが見えほっとしたのは、 9月

も後半に入 ってからであった。

京都市では、平成11年11月 1 日の確認の受付分から、特定建築物

( 工業化住宅、木造 3 階建て及び千平方メートルを超える特殊建築

物) の中間検査の義務付けを行った。その結果、 10月末日に木造 3

階建て建築物の駆け込み申詰が集中し、日常業務に支障を来すほど

の件数の噌加があった。

建築確認 ・検査の業務が「確認」に偏り、「検査」が不十分で、

昨認を受けた建築物の大部分が検査を受けてなく、建築物の安全li 在

保にも問題を残していたが、確認した建築物全数を検査するだけの

人員も体制もできていなかった。

建築物の安全確保を目的とした改正建築基準法が平成11年 5 月 1

日に施行され、そこで、官民の役割jの分担を見直すことにより、的

確で効率的かつ迅速な建築確認や検査の充実を図る彩ぱ子体制の創出

l 確認・中間・完了検査の実施状況

確認の受付は順調に伸びを示し、中間検査、完了検査も徐々に増

加してきた。乙のH寺点で、木造 3階建てに対する建築業者の姿勢が

変わってきたように思える 。先に駆け込み申訪をして中間検査を逃

れようとした業者までが、義務付けのない10月以前の磁認申詰分ま

で中間検査を要望してくるようになった。建売業者は、検査を受け

ていることをセールスポイン 卜として宣伝し、銀行は検査済みを融

資条件 とするようになってきた。これは消費者の意識変化を敏感に

反映 した結果の現れであると思われる 。

l 民間確認検査機関としての今後の方向と目標

民間機|共|として、今後とも 一般の信頼に応えていくためには、公

正で中立の立場を貰き、 的確・迅速な業務の遂行が不可欠である 。

今後気をゆるめることなく気持ちを引き締めて、法令の解釈や運用

取り扱いの研鎖に努め、公正中立の立場で適正な業務遂行をはかり、

かつ懇切丁寧な相談やサービスに努めて参りた L、。

業務区域については、京都市とその周辺部の京都府下の区域に限

って業務を 開始したが、多くの設計者から業務区k批広大の要望があ

るため、今後区域の拡大・サービスの向上に努め、よりよい業務遂

行ができるようにしていきたい。

また、平成12年 4 月から施行される住宅品質確保法についても、

民間で 「住宅性能評価機関j としての業務ができることになるので、

確認・検査の業務並びに住宅金融公庫の審査業務とも関連し、消費

者ーサービスにも繋がるものであるため、住宅性能評価業務について

も、進出の方向で検討を進めていく予定である 。

事業開始半年で何とか軌道に乗りつつあるが、民問機関ゆえの諜

題と問 ｊｾ 点も多く抱えているため、今後とも安定した事業の継続の

ために、創意工夫と業務改善の努力が必要と考えている 。関係各位

も民問機関育成のためのご協力とご指導ご鞭縫をお願いしたい。

参考までに、業務開始半年間の京都市内の確認及び検査の件数の

推移を紹介した L、

措置がとられた。すなわち、特定行政庁の建築主事にしかできなか

った確認 ・検査業務の民間開放である 。

民間による確認・検査の問題点は、確認審査や検査の能力、公正

中立性の確保及び継続性の問題で、ある 。また、法令の適合性を客観

的・機能的に、かつ的附: に判断できるよう裁量を少なくすることで

あった。そのための措置として、行政の役割j と民間の役割lが明確に

区分され、許認可権は行政に残されたが、行政でしかできなかった

従来の業務の大部分は、民間でもできる制度となった。 しかしスム

ーズな移行には、審査能力や業務経験を有する行政経験者の協力が

不可欠と考えられる 。各府県では、行政庁の外郭団体または第三セ

クターによる業務開始の準備 を進めているが、その大部分は行政の

亜流で、民間としての活動がどれだけできるか疑問を感じる 。

そ乙で、純粋の民問機|刻として、行政にできないサービスの提供

と、多くの行政経験者が民間の立場で活躍できる場を矧共できたら、

との願いを込めて始めた事業の、創業の苦しみと悪戦苦闘の半年間

の概要を紹介したい。

法

令

コ

ー

ナ

ー

月 確認受付件数 中間検査 受付1'1'数 完了検査受付制数

平成11年9 F1 105 
。 。

10月 321 
。

3  

11月 244 5  4  

12H 337 34 13 

平成12年 1) ' 1 346 43 25 

2F1  340 82 59 

メ仁弘『、
1，693 164 104 

いさお)( くにひろ

まず、業務に必要な会社の設立において、出資や役員の制限業種

の制約をクリーアーして、会社登記申請にこぎ着けた段階で、登記

官からクレームがきた。日く、「行政の業務を民閉会社の定款に入

れられな L リ、法律改正の経過資料を持参して説明すると、「初めて

のことゆえ、前例がないので今後のため登記官会議で検討する J 、

「定数の文言について 問題がある 」等、専門の司法書士も 四苦八苦

して、やっと会社登記をする ζ とができた。

確認検査機関の知事指定申請に必要なものは、 「建築基準適合認

定資格者J r業務区域J r指定対象建築物の選定J r確認検査業務規

定」の作成等であるが、まず業務区域をどの範囲にするか、対象建

築物・設備- 工作物をどの範囲まで含めるか、業務規定はどの穆度

の規定を』張り込めばよいのか、予定件数はどの程度見込むのか、確

認検査員と補助員の人数はどの程度が必要か、誰に依頼するか等々

手探りで、計画を練って、建築基準適合判定資格者登録に引き続いて、

機関指定 l陪15をしたが、指定側 も申請側もすべてが初めてのことゆ

えの悩みと対応があり、ことごとに壁に頭を打ちながら、平成11年

6 月19日に資本金 l 千10万円の株式会社の設立に統いて、 7 月27日

に確認検査機関の指定と業務規定の認可を得ることができ、 9 月 1

日の業務開始に向けて宣伝活動を開始した。

9 月 1 日は、期待と 一抹の不安を抱きながらの庖関きであったが、

NHKの取材カメラが待ちかまえるなか、当日の確認受付は l 件 と

相談が l 件のみで、将来への不安を綴き立てるスタートであった。

建篠とヰ士会 ・20∞5

l 創業と指定機関の申請

l 確認検査業務の実施状況
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性能設計とリスクマネージメン卜

篠塚正宣

篠塚研究所所長、 ph. D 米国コロンビア大学、南力ルフ才ル二ア大学教侵 プリンストン大学名音教授
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造
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頁

規定された許容値を超過しないように設計したかどうかにかかって

いた。仕様設計の湯合、このことを事後検証することは客観的に可

能であり、性能設計で考えられる性能そのものは背最としてのみ存

在し、性能の不備はむしろ設計基準の不備にあったと考えられてき

た 。 これは、被筈を伴う大 ｉ 由民の後に、 ｩｩ￺ｾ 股基準が随戸時改訂されて

きた経緯を見れば理解できる。

しかし、性能設計の場合、規範は概念的な定義に基づくため、設

計に不備があったのか否かを事後評価することが難しい。例えば、

目標性能として、再現 ｊｾ ｉ 問 が Ｑ ＰＰＰＢＱ 三 相互のかなり強い地震の下でも、

構造物は11il 峻に近い状況 ( N倒 ーCoUapse) にはなるがIli lJ吸はしない、

というような規定について、それが具体的に何を意味するのか明確

にできない。同様に、完全機能的 (FulJ y Operational ) というような

定義も l慶昧である 。 このため、設計に不備があったかと、うかの事後

判定は困難なものとなる 。性能設計の実務における上記課題の解決

には、性能を示す客観的かつ工学的な条件の分析整備、さらに信

頼性工学の導入が必要となる 。

信頼性工学の研究者は、記述的な限界性能状態を性能表示のため

に用いることに苔かではないが、表示した性能を完全に確保できな

い可能性があるという立場を取る 。彼らは、建物が、ある性能限界

状態の範囲内で挙動するための具体的な条件( 工学的応答指標を含

めて) を分析 ・策定し、それら条件が成立する( あるいは成立しな

L、) 年間当たりの確率を推定する 。この確率は地震に対するリスク

評価の基本的な情報であり 、現在、 地震保険の純率やストックの評

価、市慢性能に関する投資対効果の分析にも応用されるようになっ

た。実際、このような応答指棋のーっとして慰問変位カ; Y J sion2α刀、

その他の性能設計基準の試案の中で提案されている 。これは、従来

の仕様設言! と類似しているものの、基本理念において異なる 。それ

は、性能設言|では、! 百間変位は性能の不備を指摘する事後判定に役

立つものの、性能確保のための多数の工学的条件の一つであると認

識するからである 。

H諌 匹 学 の 応 用

本有jでは前提設計を例に、性能稲|の特徴、問題点、そしてリス

クマネージメン卜の関係を分析してみたい。

現在考えられている性能設計には、従来のいわゆる仕犠設計とは

異なった二つの特徴がある 。第一に、構造の専門家ではない建物の

所有者( あるいは利用者) にも理解できるような“ 性能" で設計目

標を示すことができること、第二に、設計者は、最新の知見に基づ

く設計地震動を考え、最先端の応答解析設計方法、建設施工方

法などを駆使して、性能目楳を達成することができるとと、である 。

前者は、建物の機能あるいは人命の安全を確保できる設討を基本

とし、建物が許容する限界性能状態を明示することによって椴性

能を格づけすることを可能にする 。限界性能状態の許容度は、地震

動の大きさとの関連性の上で考慮、されることはいうまでもない。

SEAOC (Structural  Engi neers Associ ati on of Cal 立omi a) のVi sion

2000 (“ Vi sion 2000 ;  Perf ormance Based Sei smi c Engi neering of 

B凶 蜘gs"April ， 1995) では、完全機能的 (FulJ y Operational ) から崩

峻 にoll apse) まで 5段階の限界性能状態が、地震動の大きさとの

|英|係において提示されている 。下表は、V i sion 2∞0で推奨されてい

る地震時の建物の 4 つの性能目標で、 Desi gn LeveHまtt ! J 震動の大き

さを示し、 Performance LeveHま各限界性能状態を示して L唱 。地震

動の大きさは、 30年間に発生する確率が0.5 (Frequent) 、50年で0.5

(  Occasional) 、50年で0. 1 陥 re) 、及び50年で0.05 (Very Rare) に対

応した地震の再現期間で示している 。同表は、例えば希に発生する

(Rareな) 地震動に対し、建物は人命の安全( 凶e 匂fe) を確保でき

る性能を有する必要があることを示している 。また、より良い性能

を求める所有者には、そのための投資の増加分と効果を比較するい

わゆる費用対効果を分析して提示するとともできる 。

l' 闘 瞬 間 意 義

Dk¥¥evs¥eigl トPel¥form¥1am¥I1¥ce l  
Fully Operati onal  Life  Safe  Near 

OperationaJ Col l apse 

Frequent (43 year )  BO UP UP UP 

OccasionaJ (72 year )  E/ HO  BO UP UP  

Rare  (475 year) SCO E/ HO BO UP 

Very Rare (975 year )  SCO E/ HO BO 

地震時の建物の推奨性能目標

45 

l リスクマネージメント手法の導入

性能設計では、各限界性能状態及び対応する地震動の大きさが記

述的な定義であるが故に、性能確保のための工学的な必要条件を分

析し、それに基づき性能確保可能( あるいは不可能) の陥率を評価

する信頼性工学の考え方が必要であることを述べた。 この確率が推

定できれば、統計的信頼度に留意しつつ、リスクマネージメン卜に

応用することが可能となる 。

リスクマネージメントは、線々な代替案の費用対効果の分析が基

本であり、耐震性能の改普、保険の是非、建物の証券化等、総合的

な視点から利用者にとって最良の方策を評価することができる 。こ

のような設計手法こそ、所有者と設計者の責任分担の明縦化、さら

には、設計者自身の防衛手段として用いられることになる 。

( しのづか まさのぶ)

建築と社会 ・2000. 5

UP:Unacceptable  Perfonn加 ce ([or  New Conslnlction) .  BO:Basic Obj eclive 

E/HO:EssentiaI/ Hazardous Objective. SCO:Safety Critical  Objective  

一方、後者については、建設に関する設計 ・施工技術の進歩を促

し、同時に建設業界における正しい競争理念を育成することに繋が

る。これは、 利用者にとっては都合がよいものの、設計 ・施王者に

とっては市場原理に基づいた淘汰あるいは住み分けを余儀なくされ

ることになろう 。

l' 断簡十の間患者

このように性能設計は、設計の規範変換( パラダイム シフト)

をもたらすものであるが、その実施においては課題も存在する 。

従来の仕様設計では、設計規範は設計基準の解説( 指針) として

記述されるか、応答解析に基づく設計目標の概念的な意義を示すも

のであり、法的責任問題を含めて技術行政の表面にでてこなかった。

単純化が過ぎるかもしれないが、簡単に言えば、設計者の責任問題

は、規定された設計・荷重を用い、規定された方法で求めた応答値が
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長 伸 和

木村工機側本社宮業部営業開発課課長

l 楕円管熱郊賠( ゼ口コイル) の開発

大潟度差シ ステムではコイルの伝熱面積( 夢IJ 数) が大きくなるた

め、空気抵抗が大きくな ってしまう 。空気抵抗を小さくするため、

桁円管熱交換部( ゼロコイル) を1 J f . 1発、従来丸管の60%( 当社比) と

した。 ファン コイルユニ ッ トは小型フ ァン性能より丸管 3列組み込

みが限度であったが、 ｊ 低圧服、ｦＧｩＧｩ円管ＨゼロコイルＩの ｉｊ ｦＮ Ｑ 発で Ｕｾ Ｑ Ｑ

組み込みを可能にした。

ｊ 山 ｊａＨ ｹ ｾｬ ， 暖化の嬰囚とな っ ているエネルギー 問 題 。 世界各国 はむろ

んのこと、あらゆる産業がその対策に取り組んでいる 。

オフ ィス ビルで消費されるエネルギーの約半分は空調JTIとされて

L、る 。冷hR水を使用するビル空調において、 1倣!底的な省エネを阿る

ため、Ｉ温水 ｩｅ を ｦｾ 小 ｼ 浪にし、その保有エネルギーを最大 限 にす古 川 す

る大渦度差空調システムがいま注目されている。

木村工欄紛では、大温度差ファンコイルユニットを、省エネ対応

品として IJH発した。

「ゼロコイル」とは、橋円形

オ パルの頭文字と惰円

状O( ゼロ) を表したもの

l 大手踊と倣システムの蜘

図 3 楕円管熱交換器“ ゼ口コイル"

・ 大温度差フ ァン コイルユニ ッ ト

従来丸管 H II コイルは Llt =  5  'c時の能力を l ∞% とすると ，J t =

10'C では70% にダウンしたが、 Hi 円管ゼロコイルはL l t  = lO'C で 5

列を使用し1∞%とした( 当社比) (表 3 )。

. 温度差設定と水量比: 冷房時

従来 システム は冷水WI 入n yM¥J .lt 差 J t = 5'Cで設計、水1il をきめて

いたが、大温度差システムでは、 J t = 10'C にすることにより、能

力は同じで水虫は半分になり、送水脱出も理! 論上50%となる (表 1)。

表 1

---------

HT  Q w  ムpw

(kα I/h)  (1;:'; 凶 n) (mA q)  

従来FCU
J l = 5' C  ω90 20.3  2.0 

(丸信:')
J t = 10'C  42ω 7.3 0.7 

大j，'tMJ1差FCU
J l = 5 'C  6190 20.6 1. 42 

(桁円竹)
J l = l O'C  62∞ 10. 3  1. 49 

カセ ッ ト型フ ァンコ イルユニ ッ ト(800型)表 3

12'C  (  J  (  =  5  'C)  

大il，，'.JJl' X システム

設

備

の

頁
50%  

gi ll えば、冷房能力H T= 6側 k叫 /hにおける 水量は、

. 従来システム

Q w= H T/  J t X ω =6(削/ 5X ω = 2 0'1.z/mi n

. 大YlilJ . l t 差システム

Qw= H T/  Ll tX ω =6(削/ lOX ω =lO' IUmi n

(Qw: 水量 W n也1，H T:冷房能力 kα1/h，J t : 渦度差 'C)

・熱交換器( コイル) の伝熱面積

ｼ 司 一 能力で 、 水 ｩ ｬ ｬ を ＵＰ Ｅ に することにより、冷水と空気の ｙ Ｚｉｾｬｬ 度 差が

小さくなるため、コイルのほ熱I伺fi. 'l を大きくしなければならない

(表2) 。

tiE)l / 本111比

条刊 : 入口水?祢温品品，1，1仰wl = 7ア。'C I吸汲込2笠E気DB = 2幻7' C w1匂5= 1 9.5

ＨｌｬｴＺ 滑 ｴ討滑 ｬ目 ｉ ｾｊ 投直良変 勾差 ， H T 冷房能jμJ ，QW: 水虫 ，LlPw: J .白水J抵抗)

. 多機能ファンコイルユニット

行i 円管熱交換部( ゼロコイル) に より、言i水量化と多機能化を実

現。 4管式、気化式JJl lr!l t.端、 11
1性能フ ィルタなどを組み込み、省エ

ネ直近空調を行い、シンプルなマイコンflj lJ 御lにより快適な空調迎 '1ぼ

や中央集中管理を低コストで可能とした。

表 2

l 大漉差システムのメリット

- 配管が小口径となる 。

.  j呆Yl fk材が削減 される 。

Ｍ 配管工事がやりやすく、コ ］ Ｉｾ ｉ が短縮される Ｐ

・使用水量が軽減され、; J < 質管理が楽になる 。

. 送水動力貨が削減される 。

など、イニシャルコスト及びランニングコストの低減となる 。

※ 従米j杉を ! としたときの準

H T= A S X K X  MT D  

(H T:冷房能力 kα I/h，AS: (云熱IIlIfl.'1 m' ，K 伝熱係数 kcal/ m'.h. 'C ， 

ｍｔｄＺ 対数 平均 � ｬ ｾｕ 主 Ｆ Ｇ ｃＩ

コイル能力を実測すると、従米 システム( Ll t  =  5  'C)  3 ダ11に対

し、大ylJJ . l t 差システム ( J t  = 10'C) では 5 タ11が必要となる 。

大詰.U交差システ ム

のぶかず)( ちょう

5I  
玉

、Ｎ ｾ

ファンコイルユニ ット標準形

(天井埋込形 4 管式B WS型)

図 1

ファンコイルユニットカセット型

(建材組込型)

図 2

建 築 と 社 会 ・2000. 546 
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住宅用断熱材

216 

役締取表
山

剛

吉

岡

市

川

由
一

E

4

原

刊

福

U

平成 ＱＰ 年に京青 Ｑ Ｑ で↑ Ｑｦｬ ｦｦｊ ｩ された 「 地 ｊａＨｩｬｩ ｬＮ ｬｾ 化 ｼ 抑止会議出界大会 ｪ に

おいて孜が国の地球温暖化防止のための炭酸ガス 6 %排出規Hr il の国

際公約以来、住宅用断熱材への関心が ｕｾ かに高ま っ ている 。

諸外凶においても、また我が国にあ っても対も多用されているの

は言 うまでもなく 「グラスウールJ i ロックウールj に代表される

繊維系断熱材である 。制約が安いこと、 11.b性能を求められれば耳目呈

することによ って対応出来るI示、価桁弾力性を有している 。が、 一

万で業界人であればこそ守っ て熟知している、所前 「へたる ・壁内で

沈みを1I単こすj 現象が、断熱性能を逓減させる欠点を有している 。

吏にドイツを中心に、鉱物繊維であるそれらの粉塵を l吸引するこ

とでJI 市発焔の危険性も指摘されるようにな った。

その対抗尚 Ｑ Ｕ Ｑ として出された発泡系断熱材はへたる現象は克 ｊｉｾ し

たものの、化学物質であること故の 「環成ホルモン」燃焼時の 「有

75ガス、ダイオキシン j 発生の危険性から逃れられない。

こんななかで、最近ではとみに天然物指向が高まり、セルロース、

ウールなどの再生天然繊維も使mされるようにな った。これらはそ

のままのピュアーな純粋製品を使うことが出来れば、まさに耳目怨の

断熱材たり得るだろうが、 一方で桁Hのf政主物、細菌の食料にもな

るので ｉ ｾｪ 虫のための 化 学 処理を行わざるを符ない 。 結果、 化 学製品

と近似の許制しか出来ぬこととな ってしま っている 。 また繊維系で

ある以上、 「へたり 」問題も解消しな l 、。

! これか問主宅用断熱材の必願

次の 世代の住宅用断熱材に求められる要件は、概ね以下の通りと

考えている 。

① 居住者に絶対安全を保附できるものであること 。 切削 Ｑｾ ｽｉ些 ｬ 吸引に

よる被守の根絶、添加l化学物質による 二次被害がないこと 。

②断熱性能を最大限、また長期lに保持するため、壁体内で 「へたり 」

現象を起こさない、発泡ガスなどの宅気世扱により効果逓減など

ないもの。

③断熱材自体は透水性を持ち、たとえ結誌などの発生時にもその水

消を u' I ちに排出する機能を持っていること 。水i尚が残ると徴発生、

断熱性能低下につながる 。

④出来れば 「胞工者j に作業トーで、の不快感を与えず、それがひいて

手で裂いて間柱問調整ができる

は住宅品質に好影響を及ぼす ，'st危nがあるもの。

i  パーフエクトバリア断熱材の糊

以上のような環境の '1'で 「ハーフ ェクトバリア住宅用断熱材j は

開発された。その特徴は以下の通りであるが、現在本j l ，i ! ! ，' fi，は |立界80

ヶ国に向け特許申言irl 'のものである 。

①当製品は、 100%ポリエステル繊維イミ織布( フェルト状のもの)

である 。ポリエステル繊維は元々 「綿( メン )J の代仔物として

開発された合成繊維で、既に長年にわたりカッターシャツ等に泌糾

して使問されている 。その人体への安全性は既に実証済で、ある 。

木製品は、ポリエステル樹脂である 「ぺッ トボトルj をリサイク

ルした繊維を使用している

羽おみあ った繊維の交災部分を熱で融J守することによ って成形す

る。絡みあ った網状の柿造が 「へたり 」 を押さえパンタグラフの

ような級密な構造が強いリqi)Yrt :を発' 1: : させる 。

また成形段階で 一 切 ｪ の按 Ｎ ｻ ￭ ｽｾＱＱ を 使 っ ていないのでシ ッ クハウス

の心配がない。

③燃焼した場合、水と i炭椴ガスになる 。イT15ガス、ダイオキシン守:

の心配がない。

｀ ベ ッ ドマ ッ トのようにｊｬ ｊ ｌｬ ｱｾＡ りがよく、繊維の刺さりによるチクチ

ク感など一切ない。切削粉躍を l倣っても鉱物性繊維のようにJI 市で‘

ｾＡ ｉ ｉ さることもなく発綴の心配も ｡ 切なく、施工者も心地よく作業

できる 。

⑤l吸音性能も高く、 1側 一5側 Hzで、85%以上のI! 及音性能がある 。

@II¥I 柱・スタッド 間の淵節は、予で縦裂して附人する乙とが，'1' ，. *る 。

⑦断熱性能はO.038W/ (m • k)  < 日本建築総合試験所調べ> である 。

施

工

材

料

の

頁

l 今後の課題

建築業界は厳しい環境 Fにある そのなかでコストが;1剤耐なパー

フェクトバリアを如何にコストダウンするかが当而の諜題である 。

現;在 5 JJ を目標に、外|斬熱川パーフ エクトバリアの開発を急いでい

る。これが完成すれば、令: く新しい概念による断熱材走行時代の魁に

なれることと期待している 。

( ふくは ら とよたか)

路工例

http:/ /www. endeavorhou犯 co.jp/

建築と 社 会 ・2 0 ω5 47 



やさしいケンチク文章術圏

実例その卜郵便局の受付カード、より 山田 修

修 建 築 事 務 所

1  ) 接E罵吉の「お」は重ねない

郵便局で番号カード( 写 1参照) をもら った. 時間待ちを利則 し

て推敵する. 今まで気にならなか った文章が気になりだした.

番号カード
を符カード

0 4 1  0 3  

平成 11  ｾ手 7月29 日
平成 l Uf. 7月298

郵便局
0 0 鯖更局

番3M買にお取り扱い致し
番号順に虫り扱っており

て すちりますおので 恐れ入
ま 丈

主ま が 口事びするまで
L ば5 ぐの間お待ち〈だ、

待 ください。 芝山。

写 1 写 2 新しいサンプル

や

さ

し

い

ケ

ン

チ

ク

文

章

術

それは ，rお」が4 巨|も出てくるからである . rお」は，尊敬 ・謙

譲 ・丁寧 ・親しみをこめた接頭語とはいえ ，重ねすぎると返って不

快感をさそう. また，文章がもたつく. 過ぎたるは及ばざるがごと

し，というではないか. rぉ」が重なる場合は，動詞の方にまとめ

てつけると ，文章がス ッキりする .

ほんらいは番号 札 ゆえ ， 文ｦ，Ｑは不ｾなものだ 下側に余白が生じ

たので ，親切心より 呼びかけ文を入れたのだろう . r恐れ入ります

が」は，とつぜん相手に声をかける場合には適切だが ，当例は不安

である .

2) 新しいサンプルと告全尉ラのカード

わたしの考えた新しいサンプルは ，写 2 に示した その要点は

①番号順に受けつけるカードゆえ ，タイトルは 「受付カードJ と

した ，

お客様の受付番号は

②文章は 2行に分け，上の文と下の文を揃えた ，

③漢字とひら仮名の比率は， 27 ・73 C%J である 四捨五入すれ

ば，EIにさわやかな30 ・70 C%J となる ，

である

ビジネス文章をまとめる三点は ，①正確でまちがいがない ，②簡

潔で分かりやすい ，③誠実で相手に好感を与える ，である これは ，

J t t 述した文章作りの三ポイント 「筒( 簡i潔) ・新 ( 新! 鮮) ・活 (活

力)J と似ている

カタ仮名で調子を合わせれば「ハッキ リ ・スッキリ・ニ ッコリ

( ハスニ現象)J ということだ. すなわち，ハッキリ記述すればスッ

キリと読め，ニ ッコリと納得できる.

ついでに， 他の銀行の受付 カードを点検してみた( 写 3 の① ~

①参照) .

@ は，次のようにHt敵する.

「番号順に取り扱いしております. あらかじめ ，伝票・依頼書な

どにご記入のうえお待ちください.J  

@ は，次のように推敵した

「ご来庖ありがとうございます. 番号をお呼びする まで，手続き

に必要な用紙にご記入のうえお待ちください .J

① は，次のように推敵する.

「番号順に受付けております. お11干びするまでしばらくお待ちく

ださい. J  

「お手続きを早くするために j は 「手続きをお早くするために」

とする ワク組みの中にお願いを記した点はよい全体の字の大小

とその位置もバランスがとれていた.

この受付カ ードが 「わたしは一番よ L、」と判断 した. が ，読者の

皆さんはどう思われますか?

なお，写真にはのせなか ったが某銀行の番号カードは， 郵便局

とま ったく同じだ った その銀行は銀行より郵便局の方が庶民的

と考え，安易に採用したのかも知れない.

こんなささいな受付カードにも それぞれの金融機関のパーソナ

リティ( 個性) は出せるもので、ある また， 出してほしい ，と思う .

(ゃま だ おさむ)

0 7 7  

受付カード

寄号願に受付けておりますので、

お呼びするまでしばらくお待吉下古い

0 5 6  
0 6 4  

' 99.  7. 29 
『ヲ9. 7. 29 

'99年 7月29日

銀行

支庖

番号順にお取扱い致して

おります。伝票 ・依頼書

などにあらかじ めご記入

のう えお待ち ください。

ご来庖ありがとうございま弗

恐れ入り ますが、お手続きに必

要な用紙に ご記入の うえ番号を

お呼びす るまでお待ち くだ さい。

在お. 紛央のお届けなど緊血の場合

It 直j量窓口へお申しつけください.

477  

お手続きを早くするために

税 金 ・公共料金を納付される

お客さまは、あらかじめ

飽 盆 盗 遁 壷 に ご 記 入 い た だ き

ますようお願いします。

(a)  
(c)  
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(b)  

写 3



防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点圃

小野慎吾

松下電工側電材分社

l 調 7の 倒

消防用設備には、消火設備、警報設備、避難設備、消防用水及び

消火活動上必要な設備がありますが、ここ で述べる誘導灯は避難設

備の一つにあたります。

誘導灯の基本機能は大きく 二つに大別され、 一つは災害11寺に建物

内の人を屋外の安全な場所ヘ避難さ せるための避難方向や避難出口

を指し示す役割、二つ目は通常使用時において誘導灯の設置により

避難方向を普段から認識させる学習効果にあります。

l 調 7の 駄 臨

誘導灯は、災害時に安全な出口へと巡目m誘導することが本来の目

的であるため、建物内が停電などにより照明がつかなくなっても、

誘導灯は点灯していることが必要となります。

そのために誘導灯には予備電源を有しており、停電時でも予備電

波i、にて20分以上点灯することが消防法施行規則第28条の 3 により義

務付けられています。

そのほか、誘導灯の構造および性能の詳

細! な基準については告示などで定められてい

ます。社団法人日本照明器具工業会では「認

定試験基準j を定めて試験を行い、この試験

に合格したものは認定証票が貼付 され、誘導

灯として必要な構造および性能を満足するも

のとして取り扱われています( 図 1)。 図 1 認定証票

l 鱒灯に関する法令の班

誘導灯に関する消防法施行規則第28条の 2 および第28条の 3 に|刻

しては、平成11年10月1 日施行で基準の改正が行われています。

今回の改正は、最近における規制緩和lの流れ、および新しい機能、

性能等を有する誘導灯の開発、建築物の用途および形態の多様化等

に対応するためのものであると考えられ、誘導灯の設置方法につい

て大幅な改正がなさ れています。

l 鱒 灯 の 頒

誘導灯は設置さ れる場所や目 的に応じ分類され( 図 2) 、避難口

の場所や方向を示す表示板は用途に応じ図柄が異なります( 図 3)。

また、誘導灯は表示面の大きさや明る さの違いにより 、A級から

C級までの区分に分かれています( 表 1)。

避難口誘導灯

( 避難口および近傍にて)

避難口の場所を明示

類分
の

日

判

明

¥

I

l

l

1

1

導

竺

|

引

酔

卵

誘

万

戸

露

照

難

戸

麗

の

2

明

「

|

埴

蹴

図

灯

へ

灯

の

導

口

導

内

誘

難

誘

場

路

澄

席

劇

通

(

客

(

十

T

a

J

 

品
‘

r
導誘

室内や廊下に設置するもの

階段に段置するもの

E 二三ヨ

ー す も の 悶 国 国 園

避 難 口 一

図 3 誘導灯表示板の種類

表 1 誘導灯の区分

区分 表示而の縦司法

表示面のi則るさ

(表示而の平均輝度× 面積)

避難口誘導灯 A級 0.4111以上 50以上

困
時

20以上

0.2m以上O.4m未満

10以上

C級 0.1111以上0.2111未満 1. 5以上

通路誘導灯 A級 O.4m以上 ω以上

圃
品昨

25以上

0.2m以上O.4m未満

13以上

C級 O.lm以上0.2m未満 5以上

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

防

災

整

備

の

要

点

l 髄 の 鵠 灯 の 犠

誘導灯の形状は、もともと表示而の縦寸法を短辺とする長方形で

したが、法改正の動きもあり、現在では表示面が正方形のものも認

められるようになりました( 図 的 。

関11

•• 図 4 誘導灯の外観 図 5 冷陰極蛍光ラ ンプ

表示而が正方形の誘導灯の特長としては、これまでの蛍光ランプ

とは遣う管径の非常に細い冷陰極蛍光ランプ( 図 5) の採用により、

l隔な省電力とランプの長寿命による省メンテナンスに貢献すると

ともに、器具の小型化によ るデザイン性の向上を実現しています

(表2)。

表 2 新旧誘導灯比較 (6級6 L形)

表示而寸法

化i1l 711カ

ランプ寿命

200mmX200 mm 200mm X  600mm 

9.3もV 2 3 W 

8. 50011寺!IU60. 000時11¥1

( おの しんど)
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[お知 らせ]

n f o r ma t i o n  

fj毎を渡った大工道具展in神戸J 一竹中大工道具館一 「環境・エネルギー優良建築物マークJ

日蘭交流400年を記念 して、 オランダのライデン国立

民族学博物館大工道具コレクションが里帰りし 、港町

長崎・神戸、そして償浜では 6 月23日から展示される。

約200年前、オランダの駐日商館員ブロムホフ 、フィ

ッセル、シーボルトらか'長崎や江戸参府の途中で収集

した大工道具は 1820年前後に製作されたもので、この

約300点はライデン国立民族学博物館に保管されてき

た。この収蔵品の中から 34点が海を渡り巡回する。

神戸では、竹中大工道具館が担当 し、 自らの収蔵品約

60点も合わせて、 江戸後期の建築大工の世界を知る展

示会とする。

会期 Ｒ ∞ Ｐ 年 Ｕ 月 ＱＶ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ Ｖ 月 ＱＱ 日 Ｈ 日 Ｉ

9  :  ＳＰｾＱＶ Ｚ＠ 30(入館は16: 00まで)

会 場 竹 中 大 工 道 具 館 TEL 078-242-0216 

神戸市中央区中山手通4- 18・25

市営地下鉄「県庁前」下車・徒歩 5 分。rJ R

神戸線「元町j 下車 ・徒歩約10分

入 館 料 一 般3∞円、大高生2∞円、小中生100円

展 示 ①海を渡った大工道具34点

2大工道具絵図( J II 原慶賀作) パネル展示

③19世紀前半の日本の大工道具 (竹中大工道

具館収蔵品) 約60点

パウハウスゆかりの地を訪ねて

京都国立近代美術館で開催された「日本の前衛ART

INTO  Ll FE  1900-1940J 展が、今夏ベルリン ・バウハウ

ス資料館を巡回する。これを機に、パウハウスゆかり

の地を訪ねる旅が側堂本印象記念近代美術振興財団に

より企画され、参加者を募っている。

. 近畿日本ツーリスト主催の第 1J ! 月コース

期間 Ｒ ∞ Ｐ 年 Ｗ 月 ＲＹ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ Ｘ 月 Ｕ 日 Ｈ 土 Ｉ

旅 費 298000円

募 集 ω名 (最少催行人員20名)

申 込 2000年 6 月9 日締切。旅行申込みは近畿日本

ツーリスト神戸支庖 (TEL 078-252-3561) へ

申込代金30000円を添えて。

目的地 ワイマール→テ ッサウ→ベルリン

・J TB主催の第 2期コース

期間 Ｒ ∞ Ｐ 年 Ｘ 月 ＲＲ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ Ｘ 月 ＲＹ 日 Ｈ 火 Ｉ

旅 費 315∞0円

募 集 最 少 催 行 人 員20名

申 込 旅 行 申 込 み はJ TB団体旅行京都支庖 (TEL 075-

241・3181)へ。

目的地 ライプツィヒ→ワイマール→デ ッサウ→ベル

リン

両コースの旅行企画の問い合わせは、側堂本印象記念

近代美術振興財団 (京都市左京区岡崎円勝寺町 ・京都

国立近代美術館内、TEL075-771・2629)へ。

なお両ツアーの旅行説明会は 5 月27日(土) 14P寺から 、

京都国立近代美術館 1階講演室で行われる予定。
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江戸時代後期 (約200

年前) の作と推定され

る墨室。塁打ちをする

工匠が彫られている

(竹中大工道具館所蔵)

担 ｴｾ 主宅 ・ 建築省エネルギ機構では 、 昨年 Ｓ 月に創

設した「環境・エネルギー優良建築物マーク表示制度j

に申請があ った建築物について審査 (委員長/ 松尾陽

明治大学教慢) し、平成12年 4 月10日付 で第 4 次環

境・エネルギー優良建築物マークを交付した。

この制度は 、室内環境水準を確保したうえで、一定水

準以上の省エネルギー性能を有する建築物にマークを

交付し普及を図ることにより環境低負荷型建築物を促

進しようとするもの。

今回マークを交付された建物は、以下の 7件。

- 神鋼ビルネオ工ス卜/ 神戸市中央区

申請者 ・神鋼興産株式会社

・財団法人モラロジー研究所刑事寮/ 千葉県柏市

申請者 ・財団法人モラロジー研究所

.  (仮称) 太陽生命新本社ピル/ 東京都港区

申請者 ・太陽生命保険相互会社

- 神鋼興産西本町ビル/ 大阪市西区

申請者 ・神鋼興産株式会社

・イ ーストネ ットビルデ ィング/ 東京都江東区

申請者・株式会社カクマル

・晴海一丁目地区第一種市街地再開発事業/ 東京都中央区

申請者 ・都市基盤整備公団東京支社

晴海一丁目地区市街地再開発組合

. 藤枝養護学校 ・教室係/ 静岡県藤紘市

申請者 ・静岡県

C D- R OM版「京都の街の屋外広告物J 刊行

市民研究グループ「街の色研究会 ・京都j は、1998年

10月31日京都市アハンティホールで <f街の色研究会 ・

京都」シンポジウム ' 98京都の街の屋外広告物〉を開催

したが、それを記録したCD- RO Mを刊行した。

このシンポジウムでは 、もっとも厳しい屋外広告物条

例が施行されている京都市内の屋外広告物について 、

現状報告、基調講演、パネルディスカ ッションが行わ

れたが、とくに 〈屋外広告物の色彩調査研究部会) が屋

外広告物での黄色の氾滋が京都の都市景観を損ねてい

~なぜ今、ヴ‘ ァナキュラーか~

昨年ソウルで閑かれた 7 ジア建築家協議会において 、

「蜜柑花の家Jでコールドメダルを受賞した建築家・久

保清一氏が、茅葺き屋根とジグザグ壁、白いエンヴエ

ロープと内外をぬけるデ ッキで構成される 明るいヴァ

ナキュラーな装飾建築「蜜柑花の家」を主題に、建築の

現在とこれからを語る。定員200名 (先着順)。

日時 Ｒ ∞ Ｐ 年 Ｕ 月 ＱＹ 日 Ｈ 金 Ｉ ＱＸ 目 ＳＰ ｾ ＲＰＺ 30 

会場大阪市立住まい情報センタ - 3 階ホール

大阪市北区天神橋6-4-20

参加賞主催都欣阪府建築士会会員/ 1000円

一般/ 2000円

申 込 催 し 名 ・氏名 ・勤務先 ・連絡先を明記し、ハ

ガキまたはFAXで下記へ。

(紛大阪府建築士会 ( 干540-0011大阪市中央区

農人橋2-1-10 FAXO日 以3-7103)

ることを 『イエロービールス ' 98J と名付けて憂慮した

ことは 、記憶に新しい。

CD- ROMは、この全記録とともに 、簡便な景観シミュ

レーションを加えて 、都市景観における色彩使用への

配慮を訴求するなど興味深いものとな っている。

CD- ROM頒価は l lIs30∞円 (税込み、送料別)。

申し込みは 、街の色研究会・京都事務局 (〒608-0981

京都市東山区本町十五丁目784三竹園美術文庫内、

TEL&FAX 075- 561-6241)へ。

2000年作品展S 記念セミナー

大阪ガスインテリアデザインスクールは 、同スクール

99年度卒業生の作品展& 記念セミナーを開催する。

・作品展- 99年度卒業制作優秀作品を中心にー

期間 ＲＰＰＰ 年 Ｕ 月 ＲＵ 日 Ｈ 木 Ｉ ｾ ＲＷ 日 Ｈ 土 Ｉ

10 :  ＰＰ ｾ ＲＰ＠ :  OO(最終日は17 : ∞まで)

場所 大阪ガスインテリアデザインスクールA教室

・ 「インテリアコーディネーターを目指す貴方にj

この世界の先輩として 、インテリアコーデ ィネーター

への夢を現実にするために必要な知識や感性をどうし

て身につけれ l; f よいのかを語る。参加賀無料。

日時 2∞0年 5 月27日(土) 14 : ＰＰｾＱ Ｕ Ｚ＠ 30 

会場備後町オークビル 3階ホール

大阪市中央区備後町3・6・14

定員 150名(先着順、TEL06・6262-4103で受付)

講師村上英子氏 (三井デザインテ ック(株)顧問)



正・副会長会議

17日 12時- 1 時30分・於本会会議室

出席者市川会長ほか 6 名

議 事 平 成12年度の役員人事について

理事会

第 6 回会勢理事会

26日 3 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者 岡本副会長ほか 4 名

オブザーパー/ 市川会長 三品副会長

議 事 (1) 入退会状況 (報告事項)

(2) 今後の取り組みについて

第 5 回常任理事会

26日 4 時- 4 時40分 ・於本会会議室

出席者市川会長ほか 19名

議 事 ( 1 ) 名誉正会員の推挙の件

(2) 平成11年度第 2回通常総会開催の件

(3) 入 ・退会者承認の件

(4) 後援・協賛名義の使用承認の件

(5) 事業報告

編集委員会

第10回編集委員会

17日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 8 名

議 事 ( 1) 2 月号「中国支部ーしまなみ海道と中国地

方の街づくり j 特集 ・特別企画「九州作品

集j 経過報告

(2)  3 月号「東海支部会員作品J r東海支部ー富

山 ・地域文化の形成と施設づくり j 特集経

過報告

(3)  4 月号「こころを感す環境デザイン j 特集経

過報告

(4)  5 月号「施工材料j 特集経過報告

(5) 編集後記 (仮称) 掲載について

(6) 収支状況報告

第 9 回広告企画小委員会

17日 5 時- 6 時 ・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 6 名

議 事 ( 1) 2月号「中国支部Jr 九州作品集」広告経過報

告

(2)  3 月号「東海支部会員作品J r東海支部 富

山 . J也減文化の形成と施設づくり J 特集広

告経過報告

( 3)  4 月号広告経過報告

(4)  5 月号施工材料特集広告経過報告

(5) 作品作風関係報告

(6) 独自特集経過報告

(7) 収支状況報告

第 9 回構造分科会

14日 6 時- 7 時45分 ・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 4 名

議 事 ri 荷造の頁」の企画

第 7 回計画一インテリア ・住宅系一分科会

18日 7 時- 9 時 ・於本会会議室

月間の動き

出席者石川| 幹事ほか 3 名

議 事 6 月号「スケルトン& インフィルJ 特集の企函

第10回会員企画小委員会

18日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者塚口副委員長ほか 4 名

議 事 シリーズものの報告と掲載予定

第 7 団法令分科会

19日 4 時- 6時 ・於本会会議室

出席者浜野幹事ほか 5 名

議 事 (1) r法令コーナー J の企画

(2)  7 月号法令特集の企画

第 9 回設備分科会

20日 6 時30分- 8時45分 ・於本会会議室

出席者山根委員ほか 4 名

議 事 ( 1) シリース頁の報告

(2)  r設備の頁j の企画

( 3)  8 月号設備特集の企函

「素材と技術が生み出すデザイン j 幹事会

26日 6 時30分- 9 時30分・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 6 名

議事「素材と技術が生み出すdesi gnJ の頁について

第10回作品作風小委員会

27日 7 時- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者 前川副委員長ほか 4 名

議 事 ( 1) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  r  gal l ery J掲載報告 ・予定

(4)  rSket ch Book 倒j の掲載予定

(5) 前回編集委員会の報告

第10団施工材料分科会

27日 4 時- 6 時 ・於本会会税室

出席者小椎八重幹事ほか 4 名

議 事 5 月号「施工材料特集J について

事業委員会

第 6 回事業委員会

19日 5 時- 6 時45分 ・於本会会議室

出席者 多井委員長ほか 9 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 9 回若い会員の集い小委員会

11 日 7時- 9 時 ・於本会会議室

出席者杉本副委員長ほか 8 名

議 事 ( 1) 前回事業委員会の報告

(2) 今後の予定について

(3)  r30'  5  E Y E出版J について

第 6 回情報小委員会

12日 6 時30分- 9 時 ・於関西電力中之島プラザ

出席者川村副委員長ほか 13名

議 事 ( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 実施報告

( 3) 今後の予定について

第 6 回見学会小委員会

13日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出席者福島副委員長ほか 12名

議 事 ( 1) 前回事業委員会の報告

(2) 実施報告

【平成12年 1 月分】

(3) 今後の予定について

(4) 今後の見学会の候補について検討

出版委員会

第 9 回出版委員会

20日 5 時30分- 7 時 ・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 10名

殺 事 ( 1) ( プロのノウハウ 〉と特装本の経過報告

(2) 今後のテー? と執筆者選定

( 3) 第2 2回 〈プロのノウハウ 〉議座の企画経過

報告

教育委員会

第 3 回工高生教育小委員会

28日 6  a寺- 8 時 ・於本会会議室

出席者和田副委員長ほか 5 名

殺 事 次 年 度 第46回工高生デザインコンクール募集

規定原案の検討

見学会

大阪府立国際会議場(ずランキューブ大阪) 見学会

25日 1時30分- 4 時30分 ・参加者77名

建築クラブ

建築クラフ新年宴会

11 日 6時- 7 時30分 ・於大阪全日空ホテル

参加者41名

建築関係 14団体合同新年交礼会

4  B  2  a寺30分- 3 時30分 ・於マイドームおおさか

参加者 730名

入 会 者(敬称略)

[ 個人会員 3 名]

才 本 謙 二 減 口 俊 雄 E事 国 邦 高

(l NAX)  {才本撞聾事時所) (大臣蝿口研賀商)

4 会員のE卜報

正会員 市 川 厳 幸 氏 (大林組名古屋支庖)

平成11 年12月18 日逝去
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月間の動き 【平成12年 2 叶

(3)  5 月号「測るー測定方法と測定結果が意味 議 事 ( 1) ( プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

するものJ 特集広告経過報告 (2) 今後のテーマと執筆者選定

第 2 回通常総会
(4)  6 月号「スケルトン& インフィルj 特集広告 (3) 第22回( プロのノウハウ 〉講座の企画経過

23日 5 時- 5 時40分・於本会会議室

出席者市川会長ほか25名

経過報告 報告

(5) 作品作風関係報告

議 案 (1) 監事選挙の件 (6) 独自特集経過報告 |  見学会

(2) 本部所属評議員選挙の件
第10回構造分科会 第10固見学会 ・茶室見学会 (第13回)

( 3) 評議員重任の件
4 日 6 時- 8 時20分・於本会会議室 飛雲閣/ 憶昔席、青蓮繍と湊花亭

(4) 名誉正会員推挙の件
出席者大氏幹事ほか 5 名 5 日 1 時30分- 4 時・参加者57名

(5) 平成12年度事業計画 (案) 承認の件

(6) 平成12年度収支予算 (案) 承認の件

議 事 ( 1) r構造の頁j の企画 第11 回見学会・淡路夢舞台を訪ねる/ パスツアー見学会

(2)  10月号構造特集の企画 19日 8 時30分- 6 時 ・参加者118名

理事会

第 6 固定例理事会

23日 4 時- 5 時 ・於本会会議室

出席者市川会長ほか23名

議 事 ( 1) 第 2 回通常総会の議案について

・監事 ・評議員改選の件

・平成12年度事業計画 (案) 承認の件

・平成12年度収支予算 (案) 承認の件

. 名誉正会員推挙の件

(2) 平成11年度第 3 回評議員会開催の件

(3) 第 5 回[ 日本建築協会賞」受賞候補承認の件

(4) 入退会者示認の件

(5) 後援 ・協賛名義使用承認の件

(6) 報告事項、その他

第 7 回会勢理事会

23日 3 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者何本副会長ほか 3 名

オブザーパー/ 市川会長三品副会長

議 事 (1 ) 入退会状況 (報告事項)

(2) 今後の取り組みについて

編集委員会

第11 回編集委員会

14日 6 時- 8 時・於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 6 名

議 事 (1) 3 月号「東海支部会員作品J r越中・富山一

地域文化の形成と施設づくり J 特集経過報

第 5 回計画一計画系一分科会

10日 6 時30分- 8 時30分 ・於本会会議室

出席者鈴木幹事ほか 4 名

議 事 「こころを癒す環境デザインJ 特集の企画

第 8 回計画一インテリア ・住宅系一分科会

15日 7 時- 9 時30分 ・於本会会議室

出席者石川幹事ほか 4 名

議 事 6 月号「スケル トン& インフィルj 特集の企画

「素材と技術が生み出すデザイン j 幹事会

16日 4 時- 6 時15分 ・於本会会議室

出席者大氏幹事ほか 6 名

議 事 「素材と技術が生み出すdesi gnJ の頁再開に

ついて検討

第 8 回法令分科会

17日 2 時- 4 時 ・於本会会議室

出席者浜野幹事ほか 4 名

議 事 ( 1) 7 月号法令特集の企画

(2)  r法令コーナーJ の企画

第10回設備分科会

17日 6 時30分- 9 時30分・於本会会議室

出席者谷津幹事ほか 4 名

議 事 ( 1 ) 編集委員会の報告

(2)  r設備の頁j の企画

(3)  8 月号設備特集の企画

第11 団施工材料分科会

24日 4 時- 6 時・於本会会議室

出席者小椎八重幹事ほか 4 名

議 事 ( 1) 5 月号「施工材料特集j の企画

告 (2)  i施工材料の頁」の企画

(2)  4 月号「こころを癒す環境デザイン j 特集経 第 6 回計函一計画系一分科会

過報告 28日 6 時30分- 8 時30分 ・於本会会議室

(3)  5 月号「測る ー測定方法と測定結果が意味 出席者鈴木幹事ほか 4名

するものJ特集経過報告 議 事 (1) i こころを癒す環境デザインJ特集の編集

(4)  6 月号「スケルトン& インフ ィルj 特集経過 (2) 新年度の委員会体制

報告

(5)  7 月号「法制特集経過報告 |  事業委員会

(6)  8 月号「設備j 特集経過報告 第10回若い会員の集い小委員会

(7) 編集後記 (仮称) 掲載について 2 日 7時- 9 時 ・於本会会議室

第10回広告企画小委員会 出席者杉本副委員長ほか 4名

14日 5 時- 6 時・於本会会議室 議 事 今 後 の 予 定 に つ い て

出席者宮田委員長ほか 8 名

議 事 ( 1) 3月号「東海支部会員作品J i越中 ・富山一 |  出版委員会

地域文化の形成と施設づくり J 特集広告経 第10回出版委員会

過報告 17 日 5 時30分- 6 時45分 ・於本会会議室

(2)  4 月号広告経過報告 出席者山田委員長ほか 10名

52 強祭と社会 ・2000. 5

日本建築協会賞選考委員会

8 日 3時- 5 時 ・於本会会議室

出席者薬袋委員長ほか 4 名

議 事 第 5 回日本建築協会賞の選考

建築ク ラブ

第334回朝食会

8 日 8 時30分- 1 0時 ・於大阪全日空ホテル

演 題 「 見 方 ・やり方・考え方 カ ・工・ルj

一発想の転換一

議 師 黒 田 ク 口 氏 ( 附クロデザイ ンスヲジオ代表取

締役)

参加者45名

[ 個人会員 8 名]

青田有里子

(1'ー キテスコ}

広 原 盛 明

(随昔大学)

関 野 紀 夫

入 会 者(敬称略)

柏 木 良 雄 立 野 純 三

{栴苦組) (ユニオン)

前 野 倫 山 口 悟

(あめりか屋) (吉田 武薗瞳聾研究所)

{岨堕控補者組育普耳センター)

吉田イサム

(吉田イサムとアーク ーハイ}

4 会員の言ト報

北 村 隆 夫 氏 (元 竹 中 工 務 庖)

平成12年 4 月16日逝去



特集協賛広告 (2社)

『測る J - 測定方法と測定結果が意味するもの

〒530-0037 大阪市北区松ケ枝町6-22

日本シンテック株式会社

TEL(06)6353-8135  F AX(06)6353-8072 

E - mail: ns t @ni hon- shi nt ech-co.jp 

ｾｾ＠

Iltt 

。営業品目

温湿度計測機器

. データロガー

・無線式

- 気象J I i

露点計

Ll Fuわ 株 式 会 社

本社 ・営業部:

干 185-8533 東京都国分寺市東元町3丁目 20番41号

TEL (042)359-7887(ft;) F A X  (042)359-7441 

東 京 支 庖 : TEL (03) 3379- 5521間

大 阪 営 業 所 : TEL (06)  6364・3671的

名古屋営業所 : TEL (052)  232- 0470附

仙 台 営 業 所 : TEL (022) 249- 5533附

広 島 営 業 所 : TEL (082) 243- 8899附

。営業品目

騒音計

振動計

振動レベル計

周波数分析器

地震計

デンカC S Aファミリー製品

-子二J nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

・子二 ｊｄＢｾ ，ヨニｊ Ｈ ク ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子ニ ｊｮ 守 Ｓ ーテ・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ建造一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
- T二J DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

- TニJ nr l ooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土A
2
 

式株業産

目士n

刀 "
浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本社 ・京都 . *岡野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在巳 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

T E L 大阪 ( 06 ) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土

A

Q

玄
東 郷 化 成 株 式

T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物羊光

T E L 大 阪 ( 06 ) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 ・本1;5 東京都港区浜松岡n-25- 7  危話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 力u偽1-58-59 ;11: 1. 2";06 (6302)  2270 

支 16 北海道/ 東 北/ 北 I拘束/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

ｾヲイヲｾ械式会社
本庖大臨本社干550・0002 大阪市西区江戸猫 l 丁目 9番25号 電話 (06) 刷41・8231

東 京 本 社 〒102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番 10号 電 話 (03)326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大 宮 千 葉 ・横浜・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広 島 高 松 ・熊本

営 換 所 得広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長 野 静 岡 ・盛田 . 1.1l ・富山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 北九州 ・鹿児島・那職

出 張 所 旭川 ・領島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 大 分 ・宮崎

海 外 支 底 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 (0492) 58-1511 

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 (  / : ¥ )  水 処 理 施 設

電 気 設 備 マ ー ー ヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役関凶 支l古長 本 木 満

関 西 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21 ;11: 話 06 (6202)  7554 

本 社 東 京 都 千 代 間 区 有 楽 町 1- 4- 1 屯話 03(3502)  6103 

支 底 北海道・来北・関東・千葉・績浜・北陸・名古屋・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

本 社 東京 都中央区日本橋 掘 殻 町 2 - 22 電 話 (3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 中l 大阪市北区西天満3丁目13番20号 泣 訴06・6363・1671

束京本1;5 東京都新宿区西新街 新街住友ピ Jレ 'I' (t 話03. 3344・79 11

大 阪 本 山 大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目 13帯20号 電話06.6363・1371

文 l古 仙 台 横 浜 名 古 屋 ・京都 ・神戸 ・広ぬ ・稲W;J

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよき賊へ繍で挑む一 一

- 株式会社書冊
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側四 町一ー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピJ レ1.2階)

〒542- 0066 ' i [ 話大阪 (06) 6768- 5  0  3  1代表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

干 112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

商白は空気ですo V  r-
a・・・ 黙と空気の工ンジ二戸川』国ーー

〉ー〈/ 5f t
・哩

ガス叡備のき宣言十・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 06- 6466- 2268

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 - 3 電 0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・消 火 ・空 調 設備

環器西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 6458) 3628番

支 底 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川西 ・神 戸

o  K U J U  
1" ' : - スタ" . ィ，ー

包 箆E g aをもお島む妥三罷鏑拶窃さる

「大規模天井無足場工法j

内外装車1) 作パネル・システム天井・間仕切

問主社オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号干530一日日47

TEL (侃 )6312-4131 FAX(06)6312-7998 

東京九州捕i J ! 名古屋・南丸州軍部

Di gi tal  Pri  -Press 

凪ｾ凪劃凪 ｾωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534-0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06- 6351- 5428 F凱 0 6・6351. 5299
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TEL. 06- 6352- 7502 FAX.06- 6355- 2714 

TEL. 06- 6352- 0943 FAX.06- 6355- 5533 

TEL. I  FAX. 06- 6352- 1551 

人と技術をクリエイティヴで結びます

〒 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4( 朝 日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 6 3 8 5 )  1  0 5 0  

Const r uct i on chemi st r y for t he f ut ure.  

総 式 会 事 士 王 又 王 ム ピ 一

線 式 会 事I ポ リ " リ ス 物 産

本 社 点 J;t 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支唐 大阪市中央区北浜3 2  23( 信愛ピル)

TEL06 6202 3294 

社

人カ丸、る多彩なフィールドで、

新しい限如こ拠主してむ、ます。

I  

ケ日本データネット株式会社

大阪市中央区高麗橋 4丁目 3務 7号屯話大| 仮 (6202) Ｐ ＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 凹 l 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿・神奈川 ・策関東 ・北関東・中部・九州

社

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

A

S

A

 

ム

玄

干547-0001 大阪市平野区加美北3 - 4- 5

TEL06 (6792) 5858 FAX06 (6792) 2810 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

伊 -藤 義 信

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 貴 士

取締役支社長

C H OY O 

-・11

11

ヰ土本

紺 町… 刊叩瑚3羽0附川∞似吋l

TELO師61何6日3幻13羽)1日1叩0肌l 制t l悶9引l円
9  

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの授術

､ 回出止 ｾｾ ＧｦＮ‘喧主 ニ ューーーー一一ーーーー ζ ＮＺＮＡＡ＿｟ｾ Ｇ ｦＮ

φ 住友電設株式会社 諮 問!11;22寝臨む4211:::;::;!!

あ 三

込て泊

る ー- 3 ｾ＠

足立号付

工 島 』菩 ス

'fi it正這竺竺

の 修司除 幕: t L: t L

fl l 干F 干二二

lA7〆・ 白 ¥¥ 

は ヲさ 二 七七

六 ナ ? 番 四 四

ｾＭｴＧ＠ =二 五

I.:.L 号

大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  1  ( 代表)

f' AX06- 6535 5181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9.  

Ｍ情緩通信 ｾ備
情蝿通情ネ ッ トワ ー ク

情 岨昼寝

温 情システム

組進 y ステム

・電力〉和且役備

費宜電

畢空退配電

地中道配置

人と都市の快適な環境をつくります

大 阪 市 "1.'央 区 北 浜3 - 6 - 13 ( EI J て地 淀 屋 橋 ピ ル )

包 括 o 6  (  6  2  0 5 )  3 6 7  1  ( 代)

来 京 都 斗z 央 区 日 本 締 茅 場 町 2 丁 目 1 7 帯 3 号

m: J Ii 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  ( 代)

堺 ・ J t t 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

総 it 金 泊 三 輿 む

上 田 正 雄

電 気 設 備 設 計 施 工

- 空関・給排水・衛生役備

空買闘靭

工制・E 菅

水 昼寝

コージェ ネレーション

クリ ー ンルーム

・プラン ト

プラン砂 肘援

y ステムエンジニアリング

手d 会¢わ

天理官業所

代表取締役社長

⑪お Y附 業 通 信

、ぜ'

ｾ＠

成語量圭桑雲在

宮 ・ 糧 邑 盤 肘 ・絡工・監理

・電気E宣備

畳 宜竃 ・・e圃

勘 カ 嗣置盗置

電 話7 誼 進、イン ターホ ν

防 犯. 防 山

中失監視酬膏

システふ肘畿

。
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営 業 所
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「建築と社会」誌

大正 6年 3 月に誕生した 日本建築協会 本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には おりで、パックナンパーl腕入希望は、

(当時・ |潟西建築協会) の、 機関誌は 「建築と社会J と改題し 、今 日に至っ 日本建築 協会事務局 (T E L 06- 6348・

大正 6 年 9月に「関西建築協会雑誌J てL、る。 0635、FAX 06- 6348- 0634) まで。

と題して創刊 された。大正 8年に「日 取り上げてきた特集テー マは下記のと !仮先制H絡は12∞円 (送料 消費税合) 。

特集一覧・1978 - 1999

当、
，

o
'

号

引
パ

5。
，
d

，
，

v

v

 

1979 

Vol. 60 

1980 

Vol. 61 

1981 

Vol. 62 

1982 

Vol. 63 

1983 

Vol. 64 

1984 

Vol. 65 

1985 

Vol. 66 

1986 

Vol. 67 

56 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I I  12 

・デザインの ・医療施設- ・組合方式ド ・C A  0 ー

動向一新旧の ・水命 病院建築と ・外 壁 塗 装 ・llt 故障害と よ る 集 4 . 住 宅 設 備 ・新しい耐震 殺 計 と ・一 般 号 事 ・第25回 ・ピ Jレ 環 境

ー 材 科 ・ 建 築 * 14- ｾ＠ 設計 w年技術者e

コントラスト 情報ン λ ァム 住 宅 計 画 * コンピュータ

- 大 阪 雨 降

・転 換 期 の ポートタウ; ・商 業 空 間1 ・コンクリート ・日影規制事 ・ホテル建築と ・農 村 施 設 ・建築の終局 ・庄 内 の ・80 宅 代 の ・第26回 ・建 設 撲 の

再 開 発 宇 也 '  のひびわれ 情報ンステム の 変 貌 a 強度の検討 まちづ〈り・ イノアリア寧 背年技術者・ 労 務 事 情 *

. 80 年 代 の ・今 桂 の ・最近の担行建築 ・車27目青年技幅者

・これからの建

都市と建築ー 省エ不ルギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・l J l 築行政と ・最 近 の ・内市平観と ・屋 内 体 育 ・水 ぎ わ の ・今 1&の外装 ・転俊にたっ

まちづくりの の 趨 勢 制 事 務 所 耐 久 性 事 法規事 防 水 工 法 7メニティ・ 施世の段惜・ まちづくり 吹付仕上材・ マンション 築股計と新耐

歴史と展望 ・建 築 金 物 作品ｾ ｾ合住宅 提 設 計 怯 *

・盟築物と凪ー . 住宅田市壁面公

・中国の論文 ・ポートピア ・台所まわり . ンーリング ・災 筈 と 法 ・都市住宅一 デザイナーの 回ー間百における ・III J仕切壁の ・第28回 ・障 害 者 の

・職 能 給 率 一 北 京 の の 計 画 と ー 安 全 な 現 境 住 ま い 手 た め に 国市豊慣を中むと 暮らしやすい

都市計画. ， '81*  設1! i i . 材の知徹・ をめざして・ からの尭相. ・日 盟 睦 酎 した軒世間 性能評価ホ 青年技術者・ 環壌と段惜

品 作 品 集 ・ の世割・

・新たな商業 ・省エネルギー ・医療施段ー ・近畿の地盤 ・都市景観ー ・大阪市庁舎 ・ホール建築 ・大 見 パ ン ・昭 和 設 計 ・ff;:37i ・522術者 ・風 土 空 気

地域医療と まちなみ美観

空間iの展断念 と関口部移 設 備 計 碩 * と 地 質 掌 へ の 誘 い : ( 第一期) ・ と音e 構 造 e 作 品 集 傘 .;;-iι:パfヲ; .3践2? 庁舎 と人間

. ，閲瑚 商 の . マイコンの . 計画 lにこお Ij る . 大 阪 駅 と . 東海の将来 . オ7 イス . プレ λ トレ λ ト . 草蜘珂固背年技輔者

・多様化する ・ill 築 と コミュニケー日 ・維持管理と ・大臣瞳国 l磨文化 ・集 合 住 宅

建築文化を 建 築 へ の .  ターミナル と 文 化 を インテリア 量簡コンクリ

運 動 施 段 宇 品 質 管 理 ン t プレセンァー ‘  設 備 更 新 ス ポ ー 7 と 生 活 管

考える 利 用 シヨン ヒル 考 え る の 変 革 ート構造 ホール，

1987 

Vol. 68 

. 21世紀へ町間百一 ・関 西 の ・ビ ル 丹 ・ill 鮫産業と ・まち町活性化と . み ど り と ・事31自青年技稿者 ・光 応 用

魅 力 あ る 超高層ビル リ7 レァシユー ロf ツト開発 ・住 環 境 と 商 量 圭 閏 ・消防設備の それをとりま〈 ・高齢化社会 ・床の情工法 ・ディテール ンステムと

内外装捕時技商 法 制 度 ・京 都 駅 南 口 ポ イ ン ト と生活空 IlI J

まちづ〈りを問う ・ の現拭と尭展ー・ e  再開尭ピルー 人々 の思想、 建藁

・自由母式への重 ・情 報 化 を ・ホ ー ル ー ・建物の表情ー ・建築と水の ・接合ー人体と ・村野雄吾の

・東海の現在- J ! 華まま井武雄 ・大 臣 国 際 演 出 ・郡市と健康 一断章 ・第32回

・大阪湾物語* めぐる建築 そ れ が 生 み 最 近 の 建聾にみるー

と 近 未 来 ・盟華舗の基量を 見本市新会場 ・神 戸 研 究 λ ポーソ ・ 伊勢ｾをめ背年技術者

一一一一一一一一ユ ι ーヱＱｉｩ ｬｊｈ ｉｬ三竺土二ＡＱＡｩ ｴｴ ＤＮｬ一一一ｾ旦笠旦一一一一 竺 竺竺 ｅ ，ゴヱ主主一一一一
・これからの ・屋根ーその ・! ? 仏 日 ; ・7ηJ J ; . 自治体営繕 ・TZ 防 災 ・21 世 紀 の ・1伝法? . C A  D - ・オ7 イス空間l ・第33回 -j i γJ L 

住空間 ー都市型 デザインと 10 年 、
・これからの 建築 。設備 と仏共建築 ・大阪市庁舎 住宅と設備 もとめてー その応mと展開 の構成 青年技補者

集合住宅にみる 索材 防 水 工 法 計画 ( 第 2 1ijJ) ・7 イン 11 リニュー 7 ル
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- 入 浴 物 持 ・腐 食

1988 

Vol. 69 

- 軟 弱 地 銀 ・世情における

と 基 礎 L  C  C  !と ・ill 物の外装 ・中園地方の展望 ・21 世紀への

・ホテ Jレ物証 リ7 レノノユ ・干s レ 居 住 と ひ ろ し ま の ・制 振*

同 ・文化と伝統ー車 . 東畑出築事暗所 リ7 レツソユ* . 1J 1) '  

海 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ

- 聾合住宅の ・第35巨l

・超高層住宅

リ7 レッ y ユ・ 背年技術者 ・預貸テレビ

を 考 え る

一 ・大匝府営槽 ・800号記念*

1989 

Vol. 70 
- リゾート事情 ・色 の 復 権 ・省 力 化 の ・隅造の省力化 ・都市環壇創造

Ｎ ｾＨをのせる ・まちづくり ・博 覧 会 と ・都市環境創造 ・建 築 と と 股 惜 H ・第36回 ・最近の博覧会

・竹中工掛庖創立 ・東海の新建襲ための崎軒 ・車島盟世大E宣車

輸 送 股 備 と法 ま ち づ く り と 設 情 J 7 ー ト ・ユ ー ザ ー 参 加 背 年 技 術 者 パ ピ リ オ ン

90 周年記念と伝統技楠・ 工法 量豊設計菌作品集のハウジング

・商品化住宅 ・ニュータウン ・東 海 の ・プ レ ハ プ ・国 際 花 と ・2 mr .高強度 ft - ・224F ・都 玖72 ・322術者 ・; 畢 間 取

都 市 景 観 ・スケー Jレ感 住宅技術の A  中盟謹オ7 イスピ 註計の多揖it を 一 一

のデサ' イ h ルネサンス ・並賀市文{ 帥 現在と未来 緑の博覧耳 tムふf めざしてー・ 長期l サ の ・2庫Yf ・12JlJぷ ; お て の

. オ 7 イス ・今、京都 ・建築と土木 ・建草をめぐるト? ・畳間の7イデン ・自拍体住宅 ・建築と土木 ・スリムでタ 7な

・新しい都市 プレジャー ・ Ｊ海支部 ・ 大阪東京海上 ・ ｬｉｉｉまのためのｾ . 年目I ' l 量本社ピル ・一 般 号 プルt その解読 テ イ テ イ 陸軍への提 言 一概遊技術 コンク 'J ート

空間iづくり ・新い、都市畳間 復活 30用年 歯昆量ー埋骨 . 21世紀の住まい

づ〈り- 0  - 記念 ビルデイング 画書ピ ルによる ・近世地方建置 ・ ・産量現場のイメ ・きんでん写真集 ・大# 組創業 の 世 界 ー を 考 え る

・建草の風景 *  ケース λ 1;'ィー 局 営 措 部 - ) 7 ヲプ作車 ・大盟置計40周年 1  00 年記念 ・草38目青年技有者 シンポジウム

・夢 物 語 ー ・; ? ? ! ? ・建 築 干 ・5iiifp ・地 球 環 境 ・1fd3 ・fffif; ・接 着 ー -; 品協; -iii:PET ・いま建築教育 ・京のかたち

人がかわる、 デ ザ イ ノ ロ 時 代 の ー珪聾卦野への ・ハウジングのに何が期待

・近世の郵政注 高層住宅の世宙 市整骨公団関西- : I I ! 底討し のf怒り夢 メイ J ストリーム と色

まちがかわるー 築15年のJ J ; ; " 車樺支部ー シλ テムー 建 築 支社 10周年ー よる構造ー 阻りなさ可能性 作品J 、、 を撮る されているか

・第四回青年控有者 ・環 壇 ー ・暁画の中の ・建築の再生ー . 国際的パート ・事40目青年技稿者

・東掴E要事昔前 ・東梅の予楠館 ・lli 民劇場の 限りある自然 ・都 市 の インテ' ) 7  構造技荷の ・稿 祉 の ・都 市 1 I 2 ・理境ー人に

・大阪府営縛 E  E  ， ナーシァプの

目立 60 周年 ・ 博 物 館 舞 台 絞 仰 と建築との スカイライン ・けいはんなプフ 役割ー まちづくり 住 宅 再 考 やさい‘ 空間割
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新時代 ・いま、医療 看板 シミェトｾ 3 :1 ill 聾の中町古

スデレーンヨン式年退官と Jレギ- : / スって一会貝 ける居どころ ・日 本 建 築 技荷者

・広島町簡剖り ロ 施設は ・竹中工務庖 a ・村野、森建築 ・集合住宅団地
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操音/ 創昔へ ・コスモタワーデザインとは ‘ と建築陵情・

と 地 方 文 化 文 化 会 日 作 品 祖 点 ・ ・日 建 駁 計 * ・謹賀県建築課
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フランク・ロイド・ライト全作晶

T H E F  K L L OY D  WR I GHT  C OMP ANI ON 

Wi ll i am Al l in St orrer 著 監訳/ 岸田省吾 (J，If; ;( 大字助教授)

判型: 2 4 8 mm x  2 4 8 mm 51 8頁 本 体2 8.0 0 0円 (税別)

20世紀を代表する建築家 フランク・ロイド・ライ トの真 の偉大さは、その生涯 におい

THE RANK LOYD WRI GHT COMPANI ON 

てアメリカ、カナダ、日 本 などに建設 された数多くの作品から見てとることができよ

う。本書 は、ライトの 1886年から1959年 の活動において、彼自身により設 計された

ものの中で、 実現に至った作品すべてを初めて1冊に網羅 したもので、ある。

フランク・ロイド・ライ ト全作品

、明陶m AJI' nStorr... .1・

陣包省否・・' "

... ・.金並

V 全仕事を 1冊に: ライトが建築家として

活動した 18 8 6年から 1 9 5 9年の聞に設

計した建物のうち、実際に建設された4 7 0

に及 ｩｾ｜ 作呂すべてを、取り壊された約 Ｑ ＰＰ

作晶を含め、初めて 1問に収録。

V 隠れたエ ピソード: 設計の経緯や構想、

竣工時の容態とその後の変化など今まで

あまり公表されなかった事実を可能な限り

紹介。

V 豊富な写真: 外観内観写真9 6 5点のほ

とんどは著者による撮り下し。( 現存し芯い

ものについては唆工当時の写真を収録)

V 貴重な図面 :著者自らが実作品を調査し、

現存し芯いものに関しては残された資料

をもとに正確に描き起こした平面図7 0 2

点を掲載、多くは初公開。現在見ることが

できる作晶の所在地リストを付録に収録。

丸 善 〔出版事業部〕干10叩 何 京 都 中 央 町 橋 2- 3- 10 営業(附 272- 0521 FAX(03)3272- 0693 

http:// w w w.mar uz en.c o.jp/ho me/pub/t op.ht ml  

T OF フソ素樹脂積層被 吋 8 C OM耐酸被覆鋼板

J  R 西 日 本 尼 崎 駅

大 阜 匝 用 化 掌 工 業抹 武 芸柱

「耐酸被覆鋼板」のパイオ ニアとし

て 約半 世 紀 の 経 験 を生 かし、 新 た

に「フッ素樹脂積層被覆鋼板」を 製

品1洋に力日 え ました 。

建 築物 の 耐 久性 と、独 創 的 な 色彩

と 外 観 をク リ エ イ ト し ま す。

. フッ素樹 指積層 被覆 鋼板

T  0  F  (タフフロ ール)

. 耐酸被覆鋼板

C  0  M (ケミカラーオーシマメタル)

T  M ( 卜イメタ J レ)

- 責任 施工

j レ一フ、 サイデイング

大島式ベンチレーター、モニター

エアームーパー他

OSHIMAOHY O 
本 社 大 阪市旭 区太子橋 1-15- 22 T e I. 06(6954) 6521  Fax.06( 6954) 6480 

・支底東京、名古屋、 新居浜 ・工場新居浜、寝屋川 ・営業所 四目 前、岡 山、広島、宇部、福岡
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定 川 製 鋼
本 社/ TEL. (0 6) 6 2 4 5- 1 2 5 6  

東京支社/ T E L. (0 3) 3 5 5 1 ・7 9 4 1

新時代のアルミニウム合金素材採用

ヨ刊Ir-ヨ

P 比三折板シリーズ

- メンテナンスフリー。再塗装などの必要がありません 0

・塗装なしでも優れた耐久性。切断部や穴開け部でも、

まったく腐食の心配がありません。

・屋根重量は鋼板屋根の半分程度。

・太陽光の反射率が大きいため、室内の冷房効果が向上し、

省エネに貢献します。

・リサイクル性に優れたアルミニウムは、地球に優しい素材です。

G〉 額 神 戸 製 鋼 聞 東 京 本 社/ T EL. (0 3) 5739 - 6442  

1  アルミ ・銅カンパニー | 大阪支社/ T E L. (0 6) 6 2 0 6・6 6 7 4

雑誌 03379-5


